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プロローグ１　祈り







　夜道を駆かけながら、しくじったな、と彼かの女じよは思った。

　相手の対応が早かった。こうもためらいなく狩かりに来るとは想定していなかったのだ。一時は密接な協力関係にあったパートナーだというのに、あいつの冷れい酷こくさを見誤っていたようだ。

　いくつか手を打つ時間があったのは不幸中の幸いだった。

　あの子に関しては、すでに最悪の事態に備えて権利を譲渡しておいた。

　そして神想学協会には救きゆう援えん要よう請せいの連れん絡らくを送った。

　ただ――今、この場の自分に関しては身を護る手段が極端に限られている。独力で切きり抜ぬけなければ。

　まだ、背後に追ってくるものの気配はない。人通りのあるところに出られれば、何とか逃にげ切りの目が出てくるだろう。

　――思えば、自分は魔ま術じゆつ師しに向いていなかったのかもしれない。

　幾いくらかの魔術の素質こそ有していたものの、彼女は世界を普ふ通つうに愛することができた。

　風景を美しいと思うことがあった。絵画や彫ちよう刻こくに感かん銘めいを受けることもあった。草花を愛めでたりもしたし、雨の日に部屋で読む文学作品は一番の楽しみだった。

　言いい換かえれば、その精神はあまりにも『平へい凡ぼん』だった。人の力の及およばぬ領域に踏ふみ込み、秘ひ儀ぎを究きわめるだけの妄もう執しゆうや狂きよう気きを持つには至らなかったのだ。

　だから、あの子――自分の腹から出てきた娘むすめを見たとき思ってしまった。

　幸せの形、甘やかな夢、生命の躍やく動どう、豊かな現在と輝かがやかしい未来――この世の善きこと全すべてを詰つめ込んで形にしたような、まるで――そう、最高のお気に入りだったあの小さな詩集のような、宝物だと。

　自分の全てを賭かけて愛し、抱だきしめ――そして、人の心を持たないあいつから護まもってやりたい、と思ってしまった。

　角を曲がり、路地を抜けようとする。

　そこで、彼女は息を呑のんで足を止めた。

　巨きよ大だいな獣けものが、こちらを睨にらんでいた。

　黄金のたてがみ。一いつ切さいの武器を通さぬ毛皮。名高き勇者ですら仕留めるのに三日三晩を要したというその巨きよ体たい。

　魔術によって現代に召しよう喚かんされた、神話の怪かい物ぶつ。

　――ああ、駄だ目めだったか。

　恐きよう慌こうに陥おちいることなく、静かに彼女は死を受け入れる。

　そう、魔術師失格の裏切り者として、自分はここで死ぬことになる。それはもう避さけようのない運命だ。

　――でもさ、仕方ないじゃない。

　彼女は苦く笑しようする。

　パートナーよりも、魔術の研究よりも、大切なものができてしまったのだから。

　こうしなければ絶対に後こう悔かいすると悟さとってしまったのだから。

　低く唸うなりながら、獣は近付いてくる。




　――どうか。




　彼女は幼い赤子のために祈いのる。




　――どうか、あの子の人生には、ごく普通の幸せを。




　彼女は娘のために祈り続ける。

　最さい期ごの瞬しゆか間んまで。







プロローグ２　満たぬ者







　その光景にはいつもノイズが掛かかっている。




　薄うす暗ぐらい――おそらくはどこかの地下室。

　部屋の隅すみに、ボクは佇たたずんでいる。

　扉とびらが開き、父さんが駆け込んでくる。その顔は絶望に彩いろどられている。

　父さんはひどく慌てた様子で、机の上の書類を火の燃える暖炉の中に投げ込む。

　やがて聞こえる複数の足音。カツン、カツン、と焦あせらず慌あわてず。

　狩人かりゆうどたちは獲え物ものに逃げ場ばのないことを知っている。

　父さんはボクを庇かばうように立ち、両手を広げ、部屋の入口に姿を現した侵しん入にゆう者しやたちと対たい峙じする。

「お、お前たちには渡わたさん」

　恐怖に震えた声。しかし、それでも抗あらがう意志は明白だ。

　侵入者たちの反応は、陰かげになっていてよく見えない。

　父さんはボクの方を向いて続けた。

「私がどうなろうと、絶対に渡したりはせん。こいつは、私の、大切な――」

　言葉の末尾に、獅し子しの咆ほう吼こうに掻かき消けされる。

　黄金のたてがみがこちらにゆっくりと歩み寄る。明確な殺意を込めて、牙きばを剥むきながら。




　――そこで目が覚めた。

　目に映るのは見慣れた寮りようの天てん井じよう。

「ん……」

　ボクは半身を起こして、両手をぐっと上に伸のばした。

　この夢を見るのは何度目になるだろう。ボクが五つか六つのころの、過去の出来事。もう終わったこと。当然ながら、結果は変えようがない。

　このとき、父さんは死に、ボクは孤こ児じとなった。そしてリョウタに連れられて、この寮にやってきた。

　父さんは真理の探究者――魔術師だった。どんな魔術師だったのかは知らない。記き憶おくに留とどめておくには、ボクはまだ幼すぎたのだろう。ただ、大きくて温かなイメージと、優やさしかったということだけは覚えている。

　時計は午前六時を指していた。

　早朝と言ってもいい時間だが、今は六月、夏げ至しが近いので、日はもうかなり高い。

　ボクはベッドを出て身み支じ度たくを整えた後、庭に出た。

「よーっす、おはよ、コウタ」

「おはようなのですー」

　寮の裏に向かう天たか人と、ウルリカのでこぼこコンビとすれ違ちがう。

「……おはよ」

　ボクは事務的に短く答えて庭の片かた隅すみに向かった。ここに小さな畑を作って、薬草類を育てているのだ。毎日の世話は欠かせない。

　葉や茎くきの状態を確かめていると、裏庭からどすんばたんという音が響ひびいてきた。あの二人がじゃれあっているのだろう。天人は訓練と称しようしているようだけど、一方的にズタボロにされている姿しか見たことがない。負け続けることにも何らかの意義があったりするのかな。いや、別に知りたいとも思わないが。

　一通り水をやって、空を見上げる。

　日が差しているものの、稜りよう線せんの向こうには嫌いやな色をした雲が見えていた。

　そういや、天気予報でも降ふりそうだって言ってたな。

　外出の予定はないから困るわけではないが、雨あま粒つぶで土が荒あれないか注意しておく必要がある。気を配っておくとしよう。




　人外の者たちが棲すまうこの寮、通つう称しようニュートラルハウスにおいて、ボク――和泉いずみコウタは唯ゆい一いつの純じゆん粋すいな人間だ。

　現在一一歳さい、本来なら義務教育を受けるべき年ねん齢れいであり、実際、曙しよ光こう山ざん学がく園えん初等部の六年生に在ざい籍せきしているが、学校には行っていない。漢字や四則演算、その他必要な知識はすでに独学で身につけており、今さら通学する必要性は見み出いだせないからだ。魔術師にとって学業が最優先すべきものではないのは当然である。

　薬草の世話以外は、魔術書を読むことでほぼボクの一日は終わる。

　日々この繰くり返かえし。ずっと、ずっと機械のような繰り返し。

「……魔術師、か」

　小さく声に出だして呟つぶやいてみる。

『魔術師』というと、一いつ般ぱん的てきには『超ちよう常じよう的な力を操あやつるもの』というイメージで捉とらえられているだろう。しかし、実際のところ、魔術の行使などは余技でしかない。

　魔術師の本分は『知ること』である。

　人ならざる者の叡えい智ちに触ふれ、研究し、実験し、解かい析せきする。

　人間の理解の範はん疇ちゆうを超こえた何かを知りたいという妄執が、人を魔術師たらしめるのだ。

　――ならば。

　ならば――自分は魔術師ではないのかもしれない。

　このころのボクはときどきそんなことを思っていた。

　多くの書物をひもとき、知識を蓄たくわえてはいても、なぜだろう、ボクの中には何もなかった。欲望、欲求はもとより、怒いかり、絶望、そういった強い想おもいが存在していなかったのだ。

　魔術を学ぶのは、それが父さんとの唯一の『絆きずな』だったから。

　それを除けば、他には何もない。

　感情の希き薄はくな、何者でもない、空っぽの人形。




　――これは、そんなボクが、自分自身を見付けるお話である。




　ことの始まりは――そう、彼女たち、アンジェリカとレーナが客人としてニュートラルハウスを訪おとずれたことだった。







一章　来訪者たち







「しっかし、よく降るなあ」

　俺おれは窓の外を眺ながめて呟く。

　昼過ぎから降り出した雨は勢いを増し、いまや滝たきのような様相を呈ていしている。加えて雷かみなりも鳴り始めた。せっかくの土曜日だというのに、これでは外に出られない。

　土日のうちに食料の買い出しに行きたいんだけどなあ。

　ある程度のストックはあるものの、何せここでは九人もの寮りよう生せいが寝ね起おきしているのだ。補ほ充じゆうしないと長くは持たないだろう。それに、スーパーの週末セールは逃のがしたくない。

　大雨の中、大量の食材を運うん搬ぱんするというのは、骨の折れる作業になる。せめて明日までには止やんでくれると嬉うれしいのだが。うちの寮にも車があれば便利なんだけどなあ。

「あー、あと、そろそろ湿しつ気けと気温も問題になってくるか」

　食べ物が傷いたみやすくカビやすい季節だ。作り置きやまとめ買いが難しくなる。食材や残り物の保管にも気を遣つかわないとな。夜にでも梨り玖くと相談しておくか。

　夕食の準備を始めるのにはまだ早い時刻だ。さしあたってやることはない。いやまあ、宿題とか予習復習とかすればいいのにという説もなくはないが、勉強は可能な限り後回しにするのが健全な高校生というものだろう。

　俺のベッドの上では、外見年齢一〇歳くらい、犬耳と尻尾しつぽを生やした小さなメイドさんが丸くなっている。

　さっきまでじゃれついてきていたウルリカだったが、遊あそび疲つかれたのか眠ねむってしまったのだ。稲いな光びかりと雷らい鳴めいの中、すうすうと寝ね息いきを立てている。豪ごう胆たんなんだか鈍にぶいんだか。

「……動じない子ですから」

「うおう」

　背後からの声に驚おどろいて振ふり向むく。パジャマ姿の小こ柄がらな少女が立っていた。

　見た目は十代の前半。左右で色の違う瞳ひとみが印象的。人間界で暮らす神々の一柱、人としての名前を氷ひ室むろ亜あ夜や花かという。基本的に表情に乏とぼしく無愛想。何を考えているのかいまいちよくわからない。

　冥めい界かいや生死を司つかさどるそれなりに神格の高い神様らしいが、俺の印象は怠なまけ者ものなひきこもりだ。大たい抵ていは着き替がえもせず、日がな一日ゲームしてるかアニメ見てるかマンガ読んでる。

「ネトゲはもういいのか？」

　今日もついさっきまでパソコンに向かって経験値を稼かせいでいたはずだ。

「こう雷がひどくなってくると、危ないのです」

「……ああ、なるほどね」

　落らく雷らいでパソコンが壊こわれる可能性がある。安全を期すなら、電化製品のコンセントを抜いておかなければならない。確かに亜夜花のパソコンモニターは黒い画面を見せて沈ちん黙もくしていた。テレビやＤＶＤも同様である。そういやこの寮、ろくな落雷対策してなさそうだな。古い建物だし。

　俺の自室は亜夜花、ウルリカと共同である。正確には亜夜花の部屋をカーテンで二つに区切ってルームシェアリングしている。

　こうなるに至った経けい緯いは色々あるのだが、ひとまず省略。もともと十数畳じようはある大きな洋間なので、シェアしても広さ的に不都合はない。とはいえ、多少落ち着かないのは事実なので俺としては個室の獲かく得とくを目もく論ろんでいるのだが、空き部屋がない今は難しいようだ。ままならないものである。

　ウルリカは気にしていないようだし（耳と尾おが示す通り、本ほん性しようは巨大な犬なのだ。群れていると逆に安心するらしい）、亜夜花は何を考えているのかよくわからない。結局、入にゆう寮りよう以来ぐだぐだのまま三か月近くもこの状態が続いているのだった。

「することがないんなら、部屋でも片付けたら？」

　突つっ立たっている亜夜花に俺はそう言った。

　このひきこもり神、ＤＶＤやゲームのケース、コミックや雑誌等、まったく整理できない性格で、常に部屋が散らかり放題になっているのだ。こっち側に浸しん食しよくされても困るのでときどき俺が片付けているほどである。

「その必要を認めません。保管場所にランダム性を付加したところで、なくなるわけではありませんから」

「また屁へ理り屈くつを……。なくなりはしないけど、使えなくはなるだろ。お前、この間自分でゲームのディスク踏んで涙なみ目だめになってなかったか？」

「…………」

「ここ二週間で亜夜花がアニメとゲームのを一枚ずつ、ウルリカがアニメＤＶＤを一枚、それぞれ踏み割ってダメにしたのを、俺、知ってるんだけど。足の踏み場くらいは作ったらどうだ？」

「…………よく降りますね、ほんとに」

　亜夜花は突とつ然ぜん外の雨に興味を覚えたようだった。

　オッケーわかった。自主的に動く気はゼロってことだな。まあ、俺が片付け出すとなんやかやで手伝いはするのだが。

「ひどいよな。やまないのかね、これ」

　まあ、雨についての感想は同感だ。

「ネットの予報ではさほど長引かないと言っていましたけど」

　淡たん々たんと亜夜花は言う。

「だといいけど。いくら梅つ雨ゆとはいってもなあ」

　俺は窓の方に歩み寄って外を見た。景色が見えないほどの豪ごう雨うのカーテン。水圧でガラスがぶち割れたりしないだろうな？

「これも季節の変化の一部でしょう。そう考えれば趣おもむきがあって――」

　そのとき、強きよう烈れつな稲光、そして間を置かず轟ごう音おんが鳴なり響いた。

　同時に、ひぁっ、という小さな、妙みように可愛かわいらしい悲鳴。

　振り返る。

「……何か？」

　表情一つ動かしていない亜夜花がいた。ただし、先ほどより俺の背中との距きよ離りが接近している気がする。

「あのさ……もしかして怖こわいのか？」

「まさか。仮にも神がただの放電現象などに怯おびえるわけがないでしょう」

　じゃあ、その俺の服の裾すそを握にぎりしめた手は何なんですかね？

「そもそも屋内にいる以上、雷によって危険に晒さらされることなどそうそうありません。論理的、科学的に考えれば怯える必要性など皆かい無むひゃう！」

　また雷鳴。さっきよりさらに音が大きい。

「――で、なんで俺にしがみつく」

　裾に留まらず、今度は胴どうをがっちりとホールドされている。

「……天たか人とさんのおへそが取られないようにガードを」

「論理と科学はどこへ行ったんだよ」

　仕方ないな、と辺りを見回し布ふ団とんを手に取る。寝ね相ぞうの悪いウルリカが蹴けり飛とばした薄うす手でのブランケットだ。それを亜夜花の頭から被かぶせた。

「わ……」

「そのままベッドにでも腰こし掛かけてろ。音と光を遮さえぎれば大して怖くないだろ。何分かそうしてれば雷も収まるよ」

「…………」

「ん？　どうした？」

　何か言いたげなので、耳を寄せる。

「……天人さんの、匂におい、します」

　亜夜花は小さくそう言った。声が少し上うわ擦ずっているような気もしたが、単に布団越ごしで聞こえにくかっただけかもしれない。

「こないだ洗ったっての。雷よりマシだろ。少し我が慢まんしろ」

「……………………別に、不満がある、わけでは」

　ぼそぼそとした声が聞こえ、きゅっと布団が掻き合わされる。

　落雷。ズシンと床ゆかが揺ゆれる。

「……あの」

「何だよ」

「上から押おさえてもらえませんか……ギュッという感じで」

　注文が多いな。言われたとおりにブランケットの上から両りよう腕うでで頭を包つつみ込む。

「これでいいか？」

　キルトな布地にくるまれているので表情は見えないが、返答の代わりに満足げなため息が聞こえた。

　雨はまだ衰おとろえることなく降り続いている。壁かべや窓を叩たたく音が周期的に変化するのは、強い風が吹ふいているからか。

　と、そのとき、ノックする音とともに、女性の慌てた声が聞こえてきた。

「ねえ、天人、居る？　入るよ！」

　返事も待たずに部屋のドアが勢いよく開けられる。

　明るい色の髪かみをした美人が姿を見せた。

「……あ、万ま那なさまだ。おはよーなのですー」

　人の気配に、ウルリカが目をこすりながら起き上がった。

　柚ゆず原はら万那さん。寮の住人で、その正体は戦いくさ神がみ。学校では俺の一年先せん輩ぱいでもある。

「おはよ。――てか、天人毛布抱だきしめて、何してんの？」

「…………」

　ブランケットの合わせ目から、中身が片目だけ覗のぞかせた。心なしか少し不ふ機き嫌げんそうに見える。

「ああ、亜夜花か。てか、やっぱ何してんの？　――あ、それどころじゃなかった！　天人、大変なんだって！」

「何事ですか？」

「雨！　雨降ってきた！」

「いや、見ればわかりますけど……」

「そうじゃなくて、二階とかあたしの部屋に！」

　万那さんの？

「とにかく来てよ！　こういうの、天人の領分でしょ？」

「ちょ、ちょっと……」

　万那さんは強ごう引いんに俺の手を取った。




　俺の名前は名な塚つか天人。

　曙しよ光こう山ざん学がく園えんの高等部所属。寮で暮らす真ま面じ目めな一学生。

　だらしなくて生活能力に乏しい神々の中で炊すい事じ、掃そう除じ等の家事全ぜん般ぱんを担当しており、現在、人外の腕わん力りよくで引きずられながら『もう少し扱あつかいが良くならないものだろうか』などと考えてたりする半天使ネフイリム。




　ここ実み尋ひろ市しでは多くの『人ならざるもの』が、人間の中に混ざって生活している。

　近年の人類の発展に伴ともなって、人外の存在たちはその勢力を衰えさせていった。

　彼かれらの中でもとりわけ強力な、神と称されるものたちにとってもこれは深刻な問題だった。人間たちの弱まる信しん仰こう心しんは、神々の力を大きく減じさせ、存在を保つことすら危あやういという状態にまで追い込んだのである。

　やがて彼らは『あらゆる人外の存在は、人間との共生を目指すべきだ』と結論した。これまでにも人間にとけ込んで生きる例外的な者は存在したが、それを大規模かつ組織的に推すい奨しようしようというのだ。

　数十年前の大戦の混乱に乗じて計画はスタートする。その際にモデルケースとして選ばれたのがここ、実尋市だった。

　今、俺が住んでいるのは曙光山学園紅こう南なん寮りよう、通称ニュートラルハウス。

　学生寮であると同時に、人外たちの監かん視し、統とう括かつを行う重要な拠きよ点てん、住人のほとんどが神様であるという非常識な場所である。




　さすがに階段を引きずって行かれるのは御ご免めんこうむりたかったので、途と中ちゆうからは自分の足で歩くことにした。

　ここ、ニュートラルハウスは、古い洋風建築を学園が買い取って改造したものだ。

　主に一階が共有スペース、キッチンや食堂、応接間、あまり使われないが大浴場なんかもある。そして二階が居住スペース。バストイレ付きの個室が並んでいる。

　俺たち三人と、あともう一人の部屋は一階にあり、残りの寮生は二階の個室で生活している。

「……で、なんでお前までくっついてくるんだ？」

　背後にはブランケットを被り俺の服の裾を握った亜夜花がいる。いやまあ、雷鳴の度たびに身を縮めているのを見れば理由は明白なんだけど。基本的に部屋から出たがらない性格のはずだが、よほど怖いんだろうなあ。

　一方、お付きの犬耳メイドの方は、『かみなーりどかーん♪』などと謎なぞの曲をお気楽に口ずさんでいたりする。強いな、こいつ。

　万那さんに急せき立てられつつ二階に上がると、廊ろう下かで二人の女性が天てん井じようを見上げていた。

「あ、天人くん、わざわざごめんなさいね」

　お下げの柚原千せん那なさんがこちらに気付く。曙光山学園高等部の三年生、万那さんの姉で同じく戦神だ。

「見てください、これ」

　困こん惑わくした表情で上を指さす。

　ぽつぽつと雫しずくが廊下に落ちてきている。雨あま漏もりだ。

「年季入ってるからなあ、この寮りよう。今までに改築とかしました？」

「ここ何十年かはないねえ」

　もう一人の女性、御み子こ神がみてとらさんがのんびりと答える。全知全能の唯一神で、俺とも近しい関係にある。強大な力を持った神――のはずなのだが、見た目は眠そうなお姉さんだ。よく見ると美人だしプロポーションも抜ばつ群ぐんだが、なんでこう、やる気のなさが第一印象になるんだろう。ちなみにこの寮の責任者で、曙光山学園の大学に籍せきを置いている。

「さあて、どうしたらいいかなあ」

　緊きん張ちよう感のない口調で言って、てとらさんは首を傾かしげた。

「……とりあえず、見てないで何か受けるものを。ウルリカ、バケツとか洗面器とかいくつか持ってきて。あと、タオルと雑ぞう巾きんも」

　ウルリカは、はーいと元気よく返事をして、ててっと駆かけていく。

「他に漏もれてきてるところは？」

「だから、あたしの部屋！」

　万那さんが焦じれた様子で言った。ああ、そうでしたね。

　手を引かれて万那さんの部屋に入る。

　ファンシーな小物が多く、棚たなも可愛い模様の布で飾かざり付つけられている。流は行やりものに敏びん感かんな今どきの女の子らしい部屋だ。まあ、乱雑に投げ出された通学鞄かばんや教科書のあたりにがさつな一面が垣かい間ま見みえるのだけど。

　それはさておき、問題の雨漏りだが――

「うわ、これはひどいな」

　俺は顔をしかめた。

　天井からかなりの勢いで水が滴したたっている。しかも複数箇か所しよ。なるほど、部屋に雨が降ふっているという表現にふさわしい状態だ。

「何とかならないの？」

　万那さんは、泣きそうな顔で言う。

「これ、つまり天井に穴があるってことだよね。それを塞ふさいじゃえば――」

「無理ですよ。そもそも屋根が水を通しちゃってる状態ですから、部屋側から塞いじゃうと、行き場を失った水があちこちに流れていってしまいます。被ひ害がいが拡ひろがりますね」

「……このままだと、一階にも漏れてきますか？」

　後ろに張り付いているブランケット怪かい人じんが言った。雷が少し遠ざかったせいか、幾いく分ぶん落ち着きを取とり戻もどしたようだ。

「いや、多分大だい丈じよう夫ぶ。床と敷しき物ものに吸収されるだろうし、これから受け皿も置くから」

「良かったです」

　亜夜花は静かに安あん堵どした。

　まあこいつの部屋には本や電化製品が多いからな。ここみたいな状じよう況きようになったら被ひ害がい甚じん大だいだろう。

「いいよねー、他人事で」

　今まさに被害を被こうむっている万那さんは、唇くちびるをへの字に曲げた。

「で、あたしはどうしたらいいの、これ」

「とりあえずは洗面器か何かで受けつつ、雨が止むのを待つしかないですね。水が撥はねるので、底にタオルか何か敷しくといいと思います。ウルリカに取りに行かせてるので、声かけてやってください」

「それだけ？」

「俺だってどうしようもないですよ、こんなの。後で抜本的な対策考えますから、とりあえず止むまで何とか耐えてくださいね」

「あーい……」

　俺たちは万那さんのため息を聞きつつ、部屋を後にする。念のため、二階全部を見て回った方がいいだろう。

　てとらさんと千那さんに訊きいてみたところ、二人の部屋は被害無しだそうだ。

　二階にある個室はあと二つ。

　ドアをノックする。

「悪い、梨玖、起きてるか？」

　声を掛かけると、ふぁーいと力のない声で応答があり、ドアが開いた。

「ああ、たか兄……と亜夜花ちゃん、どうしたの？」

　青白い少女の顔が覗いた。

　羽は村むら梨玖。俺おれの幼おさな馴な染じみで、中等部の三年生。ただし休学中。元人間の吸きゆう血けつ鬼きである。種族の特性上極きよく端たんな夜型なので、この時間はさしずめ俺たちの夜明け前といったところか。

　寝ねていたのは確かだろうが、眠ねむ気けだけではない不調さが顔に表れていた。

「ここ、雨漏りしてないか？　他の部屋がちょっと悲ひ惨さんなことになってたんで、一部屋ずつ見て回ってるんだけど」

「あー……ちょっと待ってね」

　梨玖は部屋の明かりを付ける。昼間は鎧よろい戸どまで閉め切っているので、光がほとんど入ってこないのだ。

「んー、私の部屋は……大丈夫みたい」

「了りよう解かい。しかし、ひっどい顔色だな」

　普ふ段だんは陽気で快活な奴やつなのだが、今は死にそうな表情をしている。いや、吸血鬼だし実際死んでるんだけど。

「うー、そんなにひどい？　やだ、恥はずかしいなあ。もうお嫁よめに行けない。……たか兄、もらってよー」

　軽口を叩いて体を寄せてくる。が、無理をしているのが一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「脈絡ない論理展開だな。今はおとなしく寝てろよ。元気になったら検討してやるから――って、いてててっ！」

　背中に張り付いている亜夜花が、俺の腕うでに爪つめを立てた。俺が何をした。

　あはは、と梨玖は少し力のない笑みを浮かべた。

「まー確かに、本調子からはほど遠いよー。雨が、これだけひどいとねー……。ここまで影えい響きようでるの、初めてだよ」

「雨？」

「吸血鬼は流水が苦手なのです」

　亜夜花が起き伏ふくのない声で注ちゆう釈しやくを挟はさんだ。

　ああ、そうか、転化してから今まで、こんなに激しく降ったことはなかったからなあ。

「どこか痛むのか？」

「ううん、ただひたすら体が重くて、気分悪い感じ。ビッグな風か邪ぜの高熱とスペシャル級の車くるま酔よいが同時に来た？　みたいな……」

「何かして欲ほしいこととか、欲しいものは？」

「……たか兄が添そい寝してくれたら、治る気がするんだけどなー」

　いたずらっぽい目で俺を見上げる。

　と、俺が何か言う前に亜夜花が割り込んだ。

「残念ながら、天人さんは忙いそがしいのです」

　まあなあ、梨玖は気に掛かるけど、被ひ害がい状じよう況きようのチェック中だし。

「んー、なら、提案。たか兄真ん中、私右側、亜夜花ちゃん左側でどうかな」

「…………」

　なぜ黙だまる、亜夜花。

「いや、ちょっと雨漏り状況確かく認にんと応急処置があるから。お大事に」

　ざんねんー、と言う梨玖の部屋を出て、最後の一部屋へ向かう。

　ノックすると、どうぞという幼い声。

「ああ、あんたか。珍めずらしいね。何か用？」

　和泉いずみコウタ。魔ま術じゆつ師し。初等部の六年生だが、不登校児。この寮では唯ゆい一いつの純じゆん粋すいな人間である。
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　ドアを開けると、ちょうど上半身裸はだかでＴシャツを着き替がえているところだった。

　肩かたや胸に魔術的（？）な紋もん様ようや、古い傷きず痕あとが見える。魔術の修しゆ行ぎようってのは、ずいぶんとハードなものであるらしい。

「しかし、細いな。ちゃんと食ってるのか？」

「余計なお世話」

　コウタは素っ気なく答える。

「せめてアバラが浮うかない程度には筋肉鍛きたえて――ん？　何だ？」

　亜夜花が俺の袖そでを引いている。上半身裸でも、女の子には照れくさいものなのだろうか。

「気にすること無いだろ、このくらい。――コウタ、俺たち今、雨漏りの様子を調べてるんだけど……」

「ああ、ここにも水、落ちてきてるよ」

　着替え終えたコウタが言った。

「ちょうど机に座すわったボクの背中に当たってたんだけど、本に集中してて気付くのが遅おくれた。おかげでびしょびしょだ」

　それでＴシャツを替かえてたわけか。意外に抜ぬけたところあるな、こいつ。

　天井に目を向けると、確かに雨水が滴っていた。

　――と、俺は思わず小さく声を上げる。

「……あれ、何だコレ」

　床に水たまりが出来ていない。よく見ると、落ちてきた水すい滴てきは下まで届かず、途中で掻き消えているようだ。

「その部分、空中で空間を歪ゆがめて、落ちてきた雨水を外に転送してる」

　こともなげにコウタは言う。

「へー、すごいな、魔術ってのは」

「この程度の空間歪わい曲きよくならさほど難しくもないよ」

　コウタは小さく肩を竦すくめた。

「ねじ曲げて別の所に接続するだけ。ただ……うん、異界との接続も原理的にはそう変わらないはずなんだよな。召しよう喚かん術が上う手まく働かないのは、技術的な問題か、ボク自身の魔力が足りてないのか――」

　魔術の研究の方に頭が行ってしまったのか、後半はさっぱり意味のわからない独り言になっていた。

　部屋は殺風景であまり子どもらしくはない。机とベッドと小さい箪たん笥す。あとは本ほん棚だなと本で埋うまっている。それも漫まん画がや雑誌ではなく、どこのものともわからない言語で書かれた魔術書の類たぐいばかりだ。

「ま、実害が出てないなら何より。雨が止やむまでそのまま凌しのいでて。修しゆう繕ぜんに関しては、また後でてとらさんと相談してみるから」

　わかった、とコウタは肯うなずいた。

「しかたないね。またどこから漏ってくるかわからないし、濡ぬれるのは困るから、本だけでも下の兄貴の部屋に退たい避ひさせようかな……」

「そういや今日、リョウタさん寮にいるのかな？」

「知らない。また女の子と遊んでるんじゃないの」

　コウタのいう兄貴、和泉リョウタさん。大学に籍を置き、この寮の一階に住んでいる。いわゆる遊び人で、不特定多数の女の子と出かけていることが多く、あまり寮では姿を見ない。

「……気になってたんだけどさ、リョウタさんとお前ってどういう関係なんだ？　血は繋つながってないんだろ？」

　リョウタさんは人外の存在、コウタは純粋な人間だ。

　便べん宜ぎ上、兄で通してるだけだ、と少し前に聞いたが、詳くわしい事情は知らない。コウタの年ねん齢れいを考えれば、保護者が居ないと何かと面めん倒どうだというのはわかるのだが――

「あれ？　そういやお前、親は？」

「質問はもう少し整理した方が賢かしこくみえるよ。――兄貴、つまりリョウタは父さんの召喚した悪あく魔ま。父さんも魔術師だったから。両親はどっちももう死んだ。母さんは早くに、父さんは五年ほど前に」

「あ、それは――」

　余計なことを聞いたかな、と思う。だがコウタはどうでもいいことのように続けた。

「変な気を遣つかわなくていいよ。父さんが死んだ後、ボクはリョウタに連れられてニュートラルハウスにきた。以来ここで暮らしている。少しは親の遺のこした遺産があるし、『天てん秤びんの会かい』に協力すればバイト代も出る。さほど可哀かわい想そうな境きよう遇ぐうってわけでもない」

「そ、そうか」

　本人がそう思えるならいいことだ。しかし、相変わらず年齢に似合わない物言いだなあ。

　――そんなことを思っていると、背後から声が掛けられた。

「僕ぼくの話題かい？」

　リョウタさんが立っていた。

「今日は出で掛かけなかったんですか？」

「出掛けてたよ。でも、この天気だとムード作りが難しいから、デート切り上げて帰ってきた」

　まあ、大雨と雷かみなりだし。

　とはいえ雷は少しマシになったかな？　少し亜夜花が平静さを取り戻している。いつでも隠かくれられるようにか、相変わらず俺のブランケットを手放してはいないけど。

「さすがにリョウタさんでも無理ですか」

「いや、僕の気分の問題。やろうと思えば色々やり方はあるんだけどね。今度教えてあげようか？」

「それは是ぜ非ひに――あいた！」

　なぜか亜夜花に足を踏ふまれた。

　仲が良いね、と、リョウタさんは微ほほ笑えんだ。

「あのさ、コントやってるところ悪いんだけど」

　面おも白しろくもなさそうな顔でコウタが口を挟む。

「魔術書、一時的に兄貴の部屋に移していい？　雨のせいで傷いたむと嫌いやだし」

「ああ、いいよ」

「じゃ、一度ベッドの上に全部転送する。後で整理に行くから」

　転送？　と首を傾げていると、コウタが無造作な手付きで本をまとめて棚から下へ落とした。そして、凝こった装そう丁ていの表紙は床に落ちることなく、見えない穴に吸い込まれたかのようにその姿を消す。

「おお？」

「雨漏りと同じ理り屈くつです」

　ぼそりと亜夜花が解説した。

　ああ、つまり空中に入口を作って、リョウタさんの部屋に繋げたわけか。

「すげえなあ、便利だなあ。それって俺にも使える？」

　魔術は特別な素質を要する超ちよう能のう力りよくのようなものではなく、基本的には誰だれにでも修得できる技術だと以前コウタは言っていた。俺にも同じことができたら、買い出だしがずいぶんと楽になりそうだ。

「才能と努力次し第だい。言っとくけど、誰もが同じレベルに到とう達たつできるわけじゃないからね」

　相変わらずコウタの反応は素っ気なかった。ただ、耳が少し赤いのは照れたせいだったのかもしれない。たまに見せる年相応な反応が、こいつの微笑ましいところだと思う。
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　午後の遅おそい時刻になってようやく雨が止んだ。

　さて、一応俺も純粋な人間ではないわけで、数少ないながらもちょっとした特とく殊しゆ能力を持っていたりする。

　まず、常人を上回る体力と回復力。人間相手のケンカにはまず負けないが、神々に対たい抗こうできるほどではない。犬形態のウルリカには歯が立たないし、たまに稽けい古こを付けてもらう万那さんには、それこそ指一本であしらわれたりするし。

　そして、重力のコントロール。自分と自分が触ふれているものに限り、自由に重力の方向を変えられるというもの。これによって壁かべや天井をまるで地面のように自在に歩くことができる。まあ、高い棚の整理や天井の掃除には便利である。

　最後の一つは――厳密に言えば俺自身の能力ではない、切り札だ。危険だし怖こわいしで、普段はあまり考えないようにしている。

　天気が回復してから最初に俺がやったのは、二つめの能力を利用しての屋根の点検だった。高いところにも梯子はしごを使わず楽々上れるし、転落することもない。

　まず簡単な見取り図を作成し、次に補修の必要そうな場所に印を付けていく。

「そっち、どんな感じ？」

「えーと、このあたりですねー」

　ウルリカが示した場所を確かく認にんし、ペンで見取り図に書き込んでいった。

　小さなメイド姿はふんふんと鼻を鳴らし、たっと駆ける。

「あと、あそこと、あそこもー」

　ウルリカを伴っているのは、その嗅きゆう覚かくが役に立つからだ。木や鉄の腐ふ食しよくしている部分が臭においでわかるらしい。さすが犬。

　屋根には傾けい斜しやが付いているが、俺の足が触れている以上、ウルリカがどれだけ走り回っても落ちる心配はない。もっとも彼かの女じよの運動能力を考えれば落ちたりはしないだろうし、落ちたところでダメージなどないだろうけど。

「しっかし、ひどい状況だなあ」

　思った以上に傷みが激しい。木材は腐くさり、漆しつ喰くいはボロボロだ。

　俺は屋根に上る前に雨漏りの修しゆう繕ぜんについててとらさんと交かわした会話を思い出した。




「お金、ないんだよねえ」

　あまり困った様子もなさそうに、寮の責任者は言った。

「言いい換かえると、貧びん乏ぼう」

「別に言い換えんでもわかりますが。でも、『ない』って……普ふ通つう、修繕費として予算から積み立ててるもんじゃないんですか？」

「正確に言うと、あんまりない、かなあ。ゼロではないんだけど、んー、諭ゆ吉きちさんにお出まし頂くのは難しいかなあ、というくらい」

「ないに等しいじゃないですか！」

「そう言ったよ？」

　何カリカリしてるのかなあ、この子は、という顔で首を傾げられた。

「不景気だし少子化だしで、ここ数年、学園の経営も厳しくてねえ」

　曙光山学園は人ならざる者の受け入れ口として作られた学校だ。もちろん人間の生徒の方が遙はるかに多いが、人外の者も相当数在ざい籍せきしている。

　てとらさんも経営に関かかわっているので、経済状態を把は握あくしているのは不思議ではない。つまりお金がないのは疑いようのない事実ということである。

　俺はため息をついた。

「こういうのって、神の奇き跡せきでぱぱっと直したりできないんですかね？」

「んー、不可能じゃないけど原則やらないねー」

　てとらさんはのんびりと答える。

「一応、人に溶とけ込んで暮らすというのが私たちの目的なわけだから、人間のやり方で直せるならそうしないと。自分たちで色々買って来て直すにしろ、業者さんに頼たのむにしろ、お金が動けば地域が活性化するわけだし」

　地域経済を気に掛ける唯一神。いや、さしあたって問題なのは、地域より我々の懐ふところ具ぐ合あいなわけですが。

「……業者さん、呼べるんですか？　さっきお金ないって聞いた気がするんですけど」

　相場はよく知らないが、大おお掛がかりな補修をするならおそらく何十万単位でお金がかかるだろう。

「呼べるよー」

　てとらさんはにっこりと笑った。

「呼ぶだけだけど。お金払はらえないから」

「ダメでしょ、それ」

「だから、天人君と相談してるわけですよ。……どうにかできないかなあ？」

「俺に訊かれても……」

「天人君が、どうにかできないかなあ」

　てとらさんは揺ゆるぎない笑え顔がおで言った。俺がかよ。

「……とりあえず、屋根、見るだけ見てみます」

　抵てい抗こうは諦あきらめてそう答えた。

　まあ素人しろうとに修繕できるとも思えないが、現状把握と応急処置くらいなら何とかなるかもしれないしな。




「うわ、こりゃひどい」

　俺は呻うめいた。

「ぽっこり大穴開いてるよ……」

「んー、奥おくのほうも、ちょっとおかしなにおいするですよー」

　ウルリカが眉まゆを寄せた。

　俺は持ってきた懐かい中ちゆう電灯で割れ目を照らしてみる。

「排はい水すい用のパイプ、かな。錆さびてボロボロだ」

　状況がだんだん明らかになってきた。本格的にやばい。手に負えないよコレ。

　根本的な修理が必要なのは間ま違ちがいない。でも予算がないってことだったし……何か打つ手はないだろうか。

　いやまあ、学校の施し設せつであり学校の予算なんだから本来俺が気に掛けるようなことではないんだけど、こう、自分の担当分野で、しかも全面的に任されたのに、白旗あげて降こう伏ふくってのはどうにも気分がよろしくない。

「しかし、とはいっても、なあ……」

　名案は浮かばない。今日明日くらいなら、屋根をビニールシートで覆おおうとかすればしのげるだろうか。さすがにホームセンターで買い物をする程度の予算はあるだろうし。

　と、そのとき、門から敷しき地ち内ないに誰かが入ってくるのが見えた。寮りようの住人ではなさそうだ。お客さんか？

「あ、お出むかえ行ってくるのですー」

　ウルリカはててっと走っていって、屋根から玄げん関かん前まえに飛び降りようとする。俺は慌あわてて襟えり首くびを掴つかんで止めた。

「わふ？」

「万一人目に付いたら大おお騒さわぎだっての！　普通に出で迎むかえろ」

　この街で暮らす多くの一いつ般ぱん人じんは、人ならざるものの存在に気付いていない。

　これは認にん識しき修正の結界の効果による。実尋市全体をカバーするように張られているこの結界は、常識からして考えられないような出来事を人間が目もく撃げきした場合、その記き憶おくを自動的に無難なものに書かき換えるという機能を持っている。

　例えば異形のものが人間の目に付いてしまった場合などに、パニックが起きたり噂うわさが広まったりするのを抑よく止しするためのシステムだ。

　とはいえ過信しすぎるのは危険なのである。

　女の子が屋根から落下するという光景に機能してくれるかどうかは微び妙みようなところだし、目立つ行動は取らないにこしたことはない。

　俺は人目がないのを確認し、ウルリカを小こ脇わきに抱かかえて二階の窓から家の中へ。そして一いつ緒しよに玄げん関かんへ向かった。

「失礼いたします」

　客は外国人の若い女性、綺き麗れいな人だった。

「ニュートラルハウスというのは、こちらでよろしいんですよね？　私、神想学協会から参りましたアンジェリカと申します。和泉リョウタ、もしくは御子神てとら様、いらっしゃいますでしょうか？」

　流りゆう暢ちような日本語だった。

「――おや、聞き覚えのある声だと思えば」

　少しお待ちくださいと言って俺が奥に向かおうとしたとき、リョウタさんが顔を覗のぞかせた。ゆっくりとこちらにやってくる。

「お久しぶりですね、アンジェ」

「ええ、お久しぶりです」

　アンジェリカと名乗った女性は、ふわりと微笑んだ。その名前の通り天使のような笑えみだった。

「五、六年ぶりというところでしょうか。コウタも息災ですか？」

「ああ、もちろん。コウタなら今、そこに――」

「リョ・ウ・タ・さ・まああああああああああああぁぁぁぁーーーーーーーー！」

　と、そのとき、門の向こうから小さな人ひと影かげがすごい勢いで突とつ進しんしてきた。少女は弾だん丸がんのように玄関に飛び込み、リョウタさんの首に飛びついた。

「…………やあ、久しぶり」

　リョウタさんは少し引きつったような微び笑しようを浮うかべる。この人にしては珍しい表情だ。

「お久しぶりですっ！　超ちようお久しぶりですぅー！　ああ、この日をどれだけ、どーれーだーけー待ったことかっ！」

　きょとんとするウルリカとぽかんとする俺のことなどまるで目に入らないように、少女のセリフはなおも続く。

「リョウタ様、お元気でしたか？　レーナに会えなくて寂さびしくなかったですか？　ときどきはレーナのこと思い出したりしてくれてましたか？　レーナはもう、寂しくて悲しくて苦しくて胸がはり裂けんばかりでしたぁーーーーー！　そ・ん・な・わ・け・でえ、これからリョウタ様には、レーナの六年分の想おもいを超濃のう縮しゆくバージョンにして大大大プレゼントォォォォーーーーーーー！！！！！　――――お？」

「おやめなさい」

　歩み寄ったアンジェリカさんがレーナ（というらしい少女）の襟首を掴み、ぺりっと引き剥はがした。

「ご挨あい拶さつもせず余よ所そ様のお宅に飛び込んで大騒ぎとか、何事ですか」

　レーナは頬ほおを膨ふくらませた。

「だって、先生が置いてけぼりにするからっ！」

「気になるお店とかアリの行列とか野の良ら猫ねことか、何か目に入る度に立ち止まって道草食うからです。いつもいつも言いますが、あなたには落ち着きが足りませんね、レーナ」

「でもでもっ！　興味の対象を追求するのは、魔術師としての――あ」

　視線を寮の中に向けると、レーナはたたっと駆かけ入ってきた。……あー、一応玄関で室内履ばきに履はき替えて欲しいな。掃そう除じ担当者の要望として。

「ね、もしかしてコウタ？　コウタちゃん？　うっわー、大きくなったねー！」
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　何の騒さわぎかと顔を出したコウタが、がっしりと捕ほ獲かくされていた。おそらく一階のリョウタさんの部屋で魔術書の整理をしていたのだろう。

「え……だ、誰？」

　目を白黒させる被捕獲者。

「申し訳ありません」

　アンジェリカさんが、ため息交じりに言い、俺おれたちに頭を下げた。

　リョウタさんが続ける。

「まあ、彼女は放っておいて話を進めようか。――悪いけど、てとらさんにお客さんだって知らせてきてくれるかな」

「あ、了りよう解かいです」

　俺はどこかで昼ひる寝ねしてるであろうてとらさんを捜しに、寮の奥へと向かった。




「にぎやかなお客さまなのですねー」

　ニコニコしながらウルリカは言った。

「まーな」

　ウルリカに手伝って貰もらいつつお茶を準備し、応接室へ届けてきたところだ。

　二人ともリョウタさんの知り合いっぽいが、どういう関係なんだろう。どうも多数居る『女友達』の類ではないようだけど。

　空のトレイを持って食堂に戻もどってくると、むすっとしたコウタ、寝起きの梨玖、珍しいことに亜夜花までもが顔を揃そろえていた。

「おはよ。――梨玖、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「多少だるいけど、何とか復活。ほんと、ひどい目にあったよー。女の子の日の二日目より辛つらいや、あれ」

　それは俺に言われてもわからん。

「……お客さまですか」

　亜夜花が問う。心なしかあまり機き嫌げんがよくなさそうだ。

「ああ、今、応接室。そういや、コウタは絡からまれてたっけな。あの二人、知り合い？」

「知らないよ。――あの騒そう々ぞうしい女、まだ居るの？」

　むすっとした顔でコウタは答えた。あのレーナという子、見るからにコウタとは相あい性しようが悪そうだったしな。

「一緒に話し中。何かあの人たち、この街のどこかに用事があるみたいだったな」

　お茶を出したときに、実尋市にどうこういう話が耳に入ったのだ。もちろん盗ぬすみ聞ぎきの趣しゆ味みはないし、それほど興味があるというわけでもなかったので、さっさと部屋を出てきたが。

「ふーん、何者なんだろうね」

「流る浪ろうの魔術師でっす！」

　コウタの呟つぶやきに対する返答は食堂の入口から聞こえた。

「や、ホントにコウタちゃんとは知り合いなんだよー。コウタちゃん、忘れてるのかもしれないけど。ん？　忘れられてる場合、知り合いとは言わないのかな？　レーナの側からの一方通行なわけだし」

　べらべら喋しやべりながら、遠えん慮りよの欠片かけらもなくずかずかと入ってくる少女。

　見た感じ、一三、四歳さいというところだろうか。外国人の子って今ひとつ実じつ年ねん齢れいの見当が付かないんだけど。

「あ、ニュートラルハウスの皆みなさんに自己紹しよう介かいしますね～、ぱちぱちぱち～。レーナはね、レーナって言います。本名はも少し長いけど、レーナでＯＫ！　ウクライナ出身で、世界をふらふらしながら修しゆ行ぎよう中の魔術師でっす。よろしく！」

　ハイテンションな挨拶だった。

　コミュニケーションが不得手な亜夜花とコウタは、露ろ骨こつに逃にげ出したそうな顔をしている。まあ、部屋の出入り口は当のレーナに塞ふさがれているんだけど。

「それにしても……うーん、すごいなあ。ほんとに、すごい場所だねー、ここ」

　俺、亜夜花、梨玖、ウルリカ、コウタの顔を順に見み渡わたし、感かん慨がい深ぶかげに言った。

　本性をある程度見抜ける――のだろうか。

「よろしく。えっとつまり……コウタちゃんの関係者なのかな？」

　対人スキルの一番高い梨玖が話を進めた。

「んー、正確に言うとねー、コウタちゃんのお父さんと知り合いだったんだ。それでコウタちゃんにも何回か会ったことあるってワケ。――ね、覚えてない？　まったく覚えてないの？」

　ああ、そういやコウタの父親も魔術師だったな。

「あ、う、うん、悪いけど……」

　気け圧おされたようにコウタは肯いた。

「むー……まあ、コウタちゃん、まだちっちゃかったし、最後に会ってから結構経たってるから、忘れてても不思議じゃないといえばないんだよねえ。うん、仕方ないから許そう！　レーナ的には寂さびしいけど！　超寂しいけど！」

　レーナはぐっと拳こぶしを握にぎった。テンション落ちない子だな。

　コウタは助けてよ、と目で訴うつたえている。気の毒なので、俺は口を挟はさむことにした。

「あー、えっと、レーナさん、だっけか――」

「のんのん」

　レーナはちっちっと指を左右に振ふった。

「そこは呼び捨てでっ！　レーナ、他人行ぎよう儀ぎなの好きじゃないんだよねー。あなた、あんまりモテないでしょ？　女の子の望む距きよ離り感を瞬しゆん時じに見分けられないと、モテモテになるのは難しいよっ！　男はみんな、リョウタ様的な感じで内面を磨みがくべし！　目指せリョウタ様！　あ、でもリョウタ様は外見も完かん璧ぺきなんだけどねーうふふふふふふふ」

　……あー、うん、俺もこの子ちょっと苦手かもしれない。なんかこう、ちょっと怖いぞ。

「え、えーと、じゃあ、レーナ」

「はーい、何の御ご用ようでしょう？」

「何の御用というか……その、君こそ何の用なんだ？　わざわざキッチンまで」

「おお！」

　レーナはぽんと手を打った。

「忘れてた！　レーナ失敗！　また先生に怒おこられる！　――ね、ナツカタカトっていうのは、どの人？」

「俺だけど……」

「お、これはラッキー！　探し人が目の前に！」

　顔を近づけにいっと笑う。

「あのねあのね、呼びにきたんだ。ちょっと、応接室まで来てくれない？　レーナたちに協力してもらいたいの！」




　応接室にはてとらさん、リョウタさんとアンジェリカさんが座すわっていた。特にぴりぴりした様子もなく、和なごやかな雰ふん囲い気きだ。

「ごめんねえ、わざわざ」

　てとらさんがのんびりと言った。

「えーと、俺に用だそうですけど……お仕事ですか？」

　肯こう定ていするように『天秤の会』の長は笑った。

『天秤の会』――曙光山学園生徒間の互ご助じよ組織。

　曙光山学園は小中高大まで一いつ貫かんの大規模な教育機関である。年代の壁に囚とらわれず生徒たちの相談に乗り、アドバイスや援えん助じよをするというのが表向きの立場だ。

　その実態は、この寮の名のある神々で構成された統治機構。圧あつ倒とう的てきな力を背景に実尋市を治め、その秩ちつ序じよを維い持じし、人外たちに畏い怖ふされている存在なのである。諸事情あって、一応俺もその末席に名を連ねている。

「今日と明日なんだけど、空いてるかなあ？」

　土曜と日曜、学校はない。普ふ段だんやっている寮りよう生せいの食事作りは梨玖に代わってもらう必要があるが、それ以外に特に予定は入っていない。

　とはいえ、前回安やす請うけ合あいしてトラウマものの羞しゆう恥ちプレイを経験する羽目になったので、慎しん重ちように行きたいところだ。判断は詳くわしいことを聞いてからでも遅くないだろう。

「空いてなくもないですけど、仕事の内容は？」

「少し案内役をお願いできないかと思って」

　案内？

　並んで座っている客人たちに視線を移すと、アンジェリカさんがにこりと微笑んだ。

「改めて自己紹介をさせていただきますね。私はアンジェリカ。神想学協会にて、人に魔ま術じゆつを教えることを生なり業わいとしております」

　見た目は二〇歳と少しというところか。さほど挑ちよう発はつ的てきな服装をしているわけでもないのに、その恐おそろしいまでのプロポーションの良さがはっきりとわかる。つまり、その、二つのメロンというか、スイカというか、何というか……要するに、でっかいなあ。

「どうぞ、アンジェとお呼びください。こちらは弟で子しのレーナ」

「自己紹介済みだよねっ！　よろしくー！」

　びっと右手を上げる少女。

「あの、神想学協会というのは？」

「魔術師の結社、まあ組合みたいなものですよ。思想的に近い魔術師たちが集まって、協力態勢をとるのです。大小様々なものがありますが、神想学協会は世界でも最大の組織の一つですね」

　なるほど、確かに協力しあった方が魔術修しゆ行ぎようなんかもスムーズに進むのだろう。――などと思っていると、アンジェさんが続けた。

「当協会は過去の目覚ましい成果により大口の資金提供者を得ております。魔術師の派は遣けんはもちろん、魔術を志す方への住居、アルバイトの斡あつ旋せんや、研究資金の貸し付けなども行っておりますので、何かありましたら是ぜ非ひご用命を」

「……はあ」

　なんか魔術師のイメージが崩くずれるなあ。

「さて、セールストークはこれくらいにいたしまして……今回、ご協力をお願いすることになった事情について説明いたしますね」

　そう前置きし、アンジェさんは話し始めた。

「人間が魔術の研究をするにあたって最も重要なのは、過去の魔術師たちが書き残した書物を調べることです。いわゆる魔術書と呼ばれる類たぐいですね。私たちもそういう書物をそれなりの数所有しているわけですが……手て違ちがいで、どうもこちらの街の方に流出してしまったらしいのです」

「いやまあ、手違いというか、レーナが書庫の封ふう印いんミスって盗まれちゃったのが原因なんだけどねー」

　にゃっはっはー、と笑うレーナ。弟子を見て師し匠しようはため息をつく。

「……まあそんなわけで、回収しなければいけないのです。それなりの値段が付く代しろ物ものですから、おそらく売りさばかれたのではないかと。で、調べたところ、どうもこの街にも何冊か紛まぎれ込んだらしいことがわかりました」

「それを取とり戻すということですか？」

「正確には買かい戻す、ですね。強きよう硬こうな手段は取りたくありませんし、できるだけ交こう渉しようで解決できればと思っています」

「ただ彼女たちは地理に不案内なので、誰だれか付いてもらえないかと思ってね。残念ながら僕ぼくは少し忙いそがしいもので」

　と、リョウタさん。

　んー、まあ、そのくらいなら俺にでもできるなあ。

「時間的に、どのくらいかかりそうですか？」

「回収したいのは、冊数で言えば片手の指で足りる程度ですね。とりあえず、一日あたり一、二冊ペースで進められればと思っています。もちろん、相手方がどう出るかによって変わってきますが……。まあ、この週末は一日に数時間お付き合いいただければ、十分じゃないかと」

「まあ、それなら――」

　大丈夫か。

「一冊、すでに取り戻してもらったみたいだしねー！」

　レーナがにこにこ笑いながら言った。

　そういえば、テーブルの上に革かわ表びよう紙しの本が置かれている。

「魔ま獣じゆう《魂たましい喰くらい》の召しよう喚かん秘ひ儀ぎを記した本です。こちらの街で、一般人の手に渡わたったようですね。適性があったのか、魔術を使って騒ぎを起こしたとか。『天秤の会』で収めていただいたそうで、ご面めん倒どうをお掛かけしました」

「…………………………………………………………………………………………」

　――あ、今、なんかすげー嫌いやなこと思い出した。

　そうね、ありましたね、そんな事件。あれ、あんたたちがそもそもの原因ですか。そういや事件後に、関係者の一人が持っていた魔術書を一冊回収したっけな。

「……あの、どうかされましたか？」

　突とつ然ぜん表情が消えた俺に、アンジェさんが気き遣づかわしげな視線を向けた。

「何でもないです。全然何でもないです」

　滅めつせよ羞恥の記憶。我わが紫し電でんの拳を受けるが良い。

　ガッシ！　ボカッ！　トラウマは死んだ。

「……決着がつきました。続けてください」

　はあ、と少し怪け訝げんそうな表情で、アンジェさんは再び口を開く。

「では、最後になりましたけど謝礼のお話を。ご協力いただけるのであれば、こちらの魔術書回収の成否に関係なく、『天秤の会』にお支し払はらいしたいと考えています。えーと日本円の方がよろしいですね？　金額は――」

　アンジェさんの提示した額は、俺を唸うならせるのに十分だった。

　んー、もしかして、屋根の修しゆう繕ぜん費ひが稼かせげちゃうのか？

「もちろん、会として天人くんにもバイト代出すよー。どうかな、お願いできる？」

「わかりました、協力します」

　俺はてとらさんに肯うなずいてみせた。

　平和的な依い頼らい人にん。お金も稼げる。しかも美人。断る理由はないだろう。

「にゃはは！　ありがとー、天人！　仲良くやろーねっ！」

　騒がしいお子様は意識から除外する。

　できれば今日中に一件片付けてしまいたいということなので、俺は外出支じ度たくのために部屋を出た。夕食当番は梨玖に頼んでおけば大丈夫だろう。余よ裕ゆうがあれば亜夜花の部屋の片付けをやろうと思っていたが、これは後回しかな。

　そんなことを考えながら歩いていると、階段の陰かげに梨玖と亜夜花の姿が見えた。何やらこそこそと会話を交かわしている。

「うーん、チラ見しただけでも一いち目もく瞭りよう然ぜんな、立派なお胸をお持ちで……。間違いなく、あれ、直球ド真ん中ストライクだね、たか兄的には」

「声が弾はずんでいたような気がします……」

「弾んでいたどころか、もうデレッデレだね。鼻の下、どんだけ伸のばしてるんだか。――ま、それはさておき、非常によろしくない印象なんだけど、どう思う？　亜夜花ちゃん」

「……同意見です」

「何の話だ？」

　声を掛けると、亜夜花は小動物のようにびくっと振り向むき、一方梨玖は普段と変わらない笑顔で応じた。

「たか兄、おつかれさまー。お仕事？」

「ああ、うん、これから、外へ出なきゃいけなくなった」

「了りよう解かい了解。頑がん張ばってね。夕食当番は引き受けるよー」

「今それを頼みに行こうと思ってたんだけど……立ち聞きしてたのか？」

「人聞きの悪い。漏もれ聞こえただけですよー。――お客さん、綺麗な人だよね」

「だよな」

　俺は実感を込めて大きく肯いた。ちょっとなかなかお目にかかれないタイプの美人だ。色々と好みだし。

「なるほどなるほど。――あ、そうそう、亜夜花ちゃん、同行するって」

　梨玖は亜夜花の肩かたをポンと叩たたいた。

「……は？」

　亜夜花が来る？　というか、なんで梨玖がそんなこと決定するんだよ。

　そう言おうと思ったとき、亜夜花の生き真ま面じ目めな顔に気付く。

「行きます。一緒に」

　ひきこもることがポリシーであるはずの冥めい界かい神は、静かにそう決意を表明した。




「ああ、やはり多大なご迷めい惑わくをお掛けしていたのですね」

　先月の事件のことを要約して伝えると――当然俺のトラウマ部分は省いた――アンジェさんは申し訳なさそうに言った。

「本職の魔術師以外にはまず使えないはずですし、あまり大きな問題にはなっていないだろうと思っていたのですが……どうも見通しが甘あまかったようです。本当に何とお詫わびすればいいのやら」

「ああ、いいですよ、もう。こちらこそ蒸むし返かえすようなこと言ってすみません」

　そこまで低姿勢で謝あやまられると、逆にこちらが恐きよう縮しゆくしてしまう。

　俺たちは日暮れ間もない街を歩いている。アンジェさんいわく、まずは魔術書を引き取ったと思おぼしき古書店を当たりたいとのことだ。

　俺の役目は提示された住所までの案内と、交渉への同席である。

　アンジェさんとしてはあまり事を荒あら立だてたくないらしく、『天秤の会』公こう認にんの活動だということを示しておけば、無用な争いが避さけられるのではないかという期待もあるらしい。まあ、実際に『天秤の会』の名前にはそのくらいの効力はあるだろう。

「……さすがに、人ではない方が多いですね」

　アンジェさんが人ひと混ごみを見て呟いた。

「わかりますか？」

　ちなみに俺は半人間であるせいか、その辺の気配に疎うとい。皆、普通の人間に感じられて見分けが付けられないのだ。

「一応は」

　アンジェさんは微ほほ笑えむ。

「ちなみに天人様は、人間の匂におい、そして御子神てとら様に似た匂いがしますね。近しい神族か、あるいは半神なのでしょうか――と、いけない、この街でこの種の発言はタブーでしたね。失礼しました」

　実尋市において本ほん性しようの詮せん索さくは推すい奨しようされていない。人間に融とけ込んで生きていくことがここで暮らす条件である以上、正体を暴あばくという行こう為いは重大な混乱や不利益をもたらしかねないからだ。

「いいですよ。俺は気にしてないですし。――そういう見分ける感覚ってのは、訓練で身につくもんなんですかねえ？」

「身につきますよ。純じゆん粋すいな人間だって、努力次し第だいである程度は修得可能です。もちろん神格の高い存在が本気で気配を消そうと思えば、どうにもなりませんけどもね。魔術師の場合、特に人ならざるものの領域で活動、研究を行うことが多いわけですから、必ひつ須す技能といえますね」

「そういうものですか」

　そういうものなのです、とアンジェさんは肯いた。

「この街には多くの人ならざるものが居るため、魔術師もまた多く集まってきます。霊れい的てき位相も良好ですし、観察、実験、研究に適した土と地ち柄がらで、人外の存在に触ふれる機会の多いここは魅み力りよくある環かん境きようなのですよ」

　人外が多いのが魅力的なのか……。変わり者が多いんだろうな、魔術師ってのは。

　俺の魔術師の知り合いはコウタくらいのものだが、あいつも確かに少し変わってる。子どものくせに妙みように大人びているし、知識が広い割に、偏へん屈くつで他人との接せつ触しよくを好まないし。

「コウタの父親もこの街の魔術師の一人でした。もう故人ですけど、彼かれは実に魔術師らしい人間でしたよ。目的のために妥だ協きようしない、強い意思がありましたしね」

「あ、そういえばアンジェさん、あいつの親父おやじさんやリョウタさんと知り合いだったんですよね。レーナに少し聞きましたけど、コウタも小さいころから知っているんですか？」

「さほど何度も会ったわけではないですけど、一応は。あらゆる分野において魔術の素質を備えています。素す晴ばらしいですね」

「そう……なんですか？」

「人としてはちょっと類を見ないレベルだと思いますよ。あの子が今後どう育つのか、興味深いです」

　アンジェさんは笑えみを浮かべた。

　と、そのとき、くいっと袖そでを引かれた。

「……もう少し、ゆっくり」

「ああ、悪い」

　結構歩いたから、体力のない亜夜花は辛つらくなってくるころだろう。

「これは失礼いたしました。一刻を争あらそうわけではないですから、少し速度を落としましょう。――名のある神にお手伝いいただけるというのは、大変光栄ですわ。北方の冥界神」

「…………」

　亜夜花はどこか不ふ機き嫌げんそうな視線をアンジェさんに向けた。




◆　◆　◆




　雲一つ無い、とはいかないまでも、昼間の大雨が嘘うそのように月が寮の庭を照らしていた。

　ボクは机に向かって魔術書を広げ、ページをめくる。梅つ雨ゆの間、書物類は兄貴の部屋に退たい避ひさせることにしたが、やはり本を読むときは自分の部屋が落ち着く。夕食までに少し読み進めておこう。

　研究がはかどる静せい謐ひつな夜……のはずなのだが――

「ねー、コウタちゃん、ひまー、ひまー、遊んでよー」

「…………」

「マンガないの？　ゲームはー？　持ってないの？　なんか、それ、日本人の子どもとしてありえなくないかなー？」

「うるさい」

　あっさりとボクの忍にん耐たい心しんは限界を迎むかえた。

「だいたいなんであんたここにいるんだよ！　あのアンジェって人、出で掛かけちゃったんだろ？　ついていかなくていいのか？」

「今日はすぐ終わるから、ここで待ってるようにいわれてんだもーん」

　レーナはボクのベッドに寝ねころんで足をバタバタさせた。

　見た感じ、ボクよりは少しばかり年上だろう。にもかかわらず、この子どもっぽさは何なんだ。

「ねー、リョウタ様、寮りようではどんなかんじなのー？」

「知らないよ。直接聞けば？」

「え？　なんで知らないの？　一緒に暮らしてるんじゃないの？」

「部屋も別だし、そんなにベタベタしてないから」

「んー、お父さんが殺されて、リョウタ様がお兄さん役始めて、確かもう五、六年だよね。ずっとそうなの？」

「そう」

　父さんが死んでから六年、あまり兄貴と一緒にいた記き憶おくはない。そもそもあいつ、ほとんど寮にいないし――

（……あれ？）

　と、そこでボクは首を傾かしげる。何か今、違い和わ感かんがかすかに脳のう裏りを過よぎった気がしたのだ。だが、すぐにレーナの過か剰じようなまでに陽気な声が思考に割り込んできた。

「でもなんかあるでしょー？　好きなモノとか嫌きらいなモノとか、趣味とかー」

「だから兄貴に聞けってば」

「えー、本人に直に聞くのってーはずかしいじゃないー。なんか狙ねらってますって宣言するようでー。いやでも、狙ってるんだけどー」

　レーナは両手を頬ほおに当てて体をくねくねさせる。

「なあ、あんた、知ってるのか？　兄貴の本性は、その――」

「ん？　ああ、リョウタ様が人間じゃないってこと？　うん、もちろん承知の上。人間界に顕けん現げんした名のある悪あく魔ま、すてきっ！　萌もえるー！」

「…………」

「愛は種族の壁かべを越こえるのだー！　――あ、ちなみにレーナは人間ね。コウタちゃんと一緒。仲間仲間」

「…………」

　なんかウザ面倒くさいなあ、この人。

「仲良くしようねー。ホテル取ってるし、あと何日かはこの街にいるから」

「……すげー迷惑」

　と、そこでふと気付く。

「あのさ、親には何も言われないの？」

「親？」

　レーナは目を瞬またたかせた。

「いないよー。とっくに死んじゃってるから。今は神想学協会が家族みたいなもん。あ、そういう意味でもコウタちゃんとは仲間だねー」

　そう言って、にゃははーと屈くつ託たくなく笑う。ボクは少し罪悪感を覚えた。

　そうだな……まあ、敢あえて邪じや険けんに扱あつかうこともない。少し会話に付き合うくらいなら構わないか。

「あんた、ボクの父さん、知ってるんだよね？　――どんな人だった？」

「んー？　んー……」

　頬に手を当て、少し考えてから口を開く。

「研究熱心な人って印象かな。先生の方が詳しいかも。明日も魔術書回収に出掛けるはずだけど、そのとき一緒に行って話でも聞いてみる？」

　レーナは笑顔で言った。それも良いかもしれないな、とボクは思った。




　あるいはこのとき、ボクは自分の中の不安感から無意識に目を逸そらしていたのかもしれない。なぜ自分が父さんのことをわざわざ話題に選せん択たくしたのか、父さんのことを知りたいと感じたのか、明確には自覚していなかった。




　でもこれは、ある意味必然の、定められた流れだったのだ。

　――そう、ここが転てん換かん点てんだったのか、と後にボクは気付くことになる。







二章　疑念の芽







　翌日の日曜日。

「……来るの？」

「行きますが」

　何か問題でも？　という顔を俺に向ける亜あ夜や花か。

「いや、歩き回る仕事に向いてないだろ、お前は。依い頼らいされたのは俺だけなんだから、無理して付いてこなくても……」

「…………」

　亜夜花は俺の言葉を黙もく殺さつして、外出準備を整えている。服装はよれたジャージにＴシャツ。色気無し。

　まあ、どうしても同行したいという神様を止める権限なんて、俺にはないんだけどさ。

　アンジェさんたちがいらっしゃいましたよー、とウルリカに告げられ、亜夜花と玄げん関かんに向かうと、意外な人物が居た。

「……あれ、コウタ、お出かけか？　珍めずらしいな」

「今日はボクも一いつ緒しよに行くの」

「一緒にって……俺おれたちと？　なんで？」

「それは！」

　答えたのはコウタの背後からぴょこんと顔を出だしたレーナだった。

　ぎゅっとコウタに抱だきついて続ける。

「レーナとコウタちゃんが、仲良しになったからですっ！」

「放せよ！　重いよ！」

　あんまり仲良しには見えないが。

「今日は賑にぎやかですね。では、行きましょうか」

　マイペースかつおだやかなアンジェさんに促うながされ、総勢五名はニュートラルハウスを出発した。

「今日の予定は？」

「理想としては二件ほど回れれば、と」

　昨日訪ねた古書店で一冊回収に成功。そして、さらに売うり捌さばかれた先を確かく認にんすることができたのだ。

　ただ、楽観はできない。

「魔術師の工こう房ぼうを訪ねて交渉することになるでしょうね。少し難航するのを覚かく悟ごしておいたほうがいいかも。まあ、状じよう況きように応じて臨機応変に」

　古書店にとっては、金を払はらってくれるなら客がアンジェさんであろうと他の魔術師であろうと関係ない。なので、比ひ較かく的てきあっさりと買い戻もどすことができた。しかし、今日の交渉相手はおそらく魔術師である。魔術書が必要だと思ったから購こう入にゆうしたわけで、簡単に手放してくれるとは考えない方がいいだろう。

「工房というのは？」

「魔術師が拠きよ点てんとしている場所のことです。そうですね……まあ言うなれば、自分専用の研究室みたいなものでしょうか」

「買い手が魔術師ってのは確定しているんですかね？　一いつ般ぱん人じんが興味本位とか、間ま違ちがえて買っていったとか……」

「可能性は極きわめて低いですよ。一般の人にとっては読むことすらできないでしょうし、それに物によっては本の方がふさわしい読み手を選んだりしますしね」

「そういうものですか」

　前の事件がそういうパターンだったが、あれは結構なレアケースだったってことか。

　先頭にアンジェさんと俺、俺のすぐ後ろに無表情で無言の亜夜花、そして最さい後こう尾びにハイテンションなレーナと不機嫌そうなコウタという並びだ。賑やかさと機き嫌げんの良さをそれぞれ足して等分したら、ちょうど良いバランスになりそうな一行である。

「亜夜花、まだついて来られるか？　限界なら早めに言えよ。……コウタはどうだ？　平気か？」

「……大丈夫だよ」

　運動不足の程度は二人とも似たようなものだろうが、コウタの方がまだ少し余裕がありそうだな。体力の差か根性の差か。

「どうしても無理なら背負ってやるから、正直に申告すること」

「いいよ、恥ずかしい」

　コウタは迷惑そうに顔をしかめる。一方、亜夜花の胸中には何やら切実な葛藤がよぎったようだったが、口に出しては何も言わなかった。

「よし、あと少しだから頑張れよ」

「ふーん、天人って、結構気配りさんなんだねー」

　俺たちの様子を見ていたレーナが、感心したように言った。

「まるで、面倒見のいいオカンみたい」

「……微妙に嬉しいような嬉しくないような誉め言葉だ」

　しかも、オカンって。日本語上手いな、おい。

　街中からしばらく行くと、住宅地に出る。そこからさらに山に向かって進んだ、人ひと気けのない一角。

「住所の通りならこの辺りだけど……どこだろ」

　魔術師って看板出してたりしないよな。そんなことを考えていると、コウタがぼそりと言った。

「……わかるよ」

　その視線は空き地の一角に向けられている。

「優ゆう秀しゆうですね、コウタ。――レーナ、やってみなさい」

「はーい」

　進み出たレーナが手をかざす。

　――と、小さな小屋が浮うかび上あがってきた。

「魔術による隠いん蔽ぺいです。魔術師たちは工房の場所が明らかになるのを好みませんから」

　亜夜花が解説してくれる。はー、なるほど、凝こったことするもんだな。

「ではでは失礼しますー、って、ありゃ？」

　扉の取っ手に手を伸ばしたレーナだったが、ガチャガチャいうだけで開く気配がない。

「せんせー、封印術掛かってまーす」

「当たり前です。邪じや魔まをされたくないならだれだって鍵かぎくらいは掛けるでしょう。気配はありますから、まず挨あい拶さつを――」

　アンジェさんの言葉の途と中ちゆうで、爆ばく発はつ音おん。扉とびらがガコンとずれた。

「にゃっはっはっはっは！　レーナさんにこの程度のちゃちな封印で対たい抗こうしようなどとは笑しよう止し千せん万ばん！」

「…………」

　俺たちは絶句し、アンジェさんは天を仰あおいでため息をついた。

「な、何事――！」

　中からゆったりした服（ローブとかいうのだろうか）に身を包つつんだ貧相な男が飛び出してきた。

「あー、その、怪あやしい者ではないんですけど――あ、ちょっと」

　俺は我ながら説得力に欠ける弁解を展開しようとしたが、相手はこちらの姿を確認するなり、ひっ、と声を上げて小屋の奥おくに駆かけ去ってしまった。

「逃げた！」

「そりゃ問答無用でいきなり封ふう印いん吹ふき飛とばされればね」

　ぼそりとコウタがレーナにツッコミを入れた。

「……どうします、アンジェさん」

「…………えーと、まず弟で子しの不始末を謝らないと」

　俺たちが顔を見あわせていると、遠くからパトカーのサイレンの音が近付いてきた。




　実み尋ひろ市しには認にん識しき修正の結界が張られている。『ありえないできごと』を目にした一般人の記憶を書かき換かえるというものだ。

　とはいえこれは、あくまで非現実的、非常識的な事象の目もく撃げきをトリガーとして作動するものである。だから、仮にそれが非常識的な手段によって引き起こされたものであったとしても、起こる現象が一般的にありえるものなら、結果として結界は働かず人々の記憶に残ってしまうということになる。

「んー、よくわかんないんだけど？」

　レーナは首を傾げた。

「要するに、魔術によるものであっても、爆発音や壊こわれた扉なんかは周りの人間にしっかり記憶されるってこと」

「そんな……ひどいよっ！」

「ひどくねえっ！　ってか、お前がひどいとか抜ぬかすんじゃねえっ！」

　爆発音を聞いた近所の人が一一〇番通報したらしい。で、俺たちははた迷惑な愉ゆ快かい犯はん扱あつかいである。どこの学校だ？　爆ばく竹ちくや花火を分解して火薬を取り出したのか？　などと怖こわいお巡まわりさんに散々追つい及きゆうされる羽目になった。

　で、やっと解放されたと思ったら、すでに正午を大おお幅はばに回ったこの時間である。

　ちなみに、無罪放ほう免めんというわけではない（実際、無罪ではないわけだし）。警察の上の方に電話で連れん絡らくを取り、事情を正直に話して大目に見てもらったのだ。行政組織の要所要所にも人外の存在が入りこんでおり、『天てん秤びんの会かい』とは協力態勢を取っているのである。というか、格の上では『天秤の会』が頂点に立っているので、電話に出た警察の偉えらい人（人かどうかは不明だが）がやたら恐縮していた。

「まあ、終わったことはもういいや。早くアンジェさんたちと……」

　息を吐はいて、どうにか気持ちを切きり替かえる。

　と、レーナの姿が忽こつ然ぜんと消えていた。

「――あいつ、どこ行った？」

　亜夜花に尋たずねると、彼かの女じよは無言で道の向かいを指さした。

　ゲームセンターだ。クレーンゲーム機が賑やかな電子音を奏かなでており――レーナはその一つにべったりと顔を押おしつけて、中を覗のぞき込んでいる。どうも中のネコのぬいぐるみがお気きに召めしたらしい。

　俺は歩み寄って首根っこを捕つかまえた。

「一人でふらふらするな」

「……天人、知ってる？」

「何をだよ」

「魔術の中には人の精神を魅了し、縛る術があるんだ。そして今、まさに、私は魅了の魔術に掛かってしまった……」

　ぬいぐるみから目を離さず、レーナは続ける。

「声が、聞こえる」

「声？」

「天の声が聞こえるのっ！　そう！　レーナにこの可愛らしさの謎を解明せよという声がっ！　魔術師として放っておくわけにはいかないっ！」

「…………」

　無音でため息。一つ一つ反応してたらあっという間に俺のツッコミゲージが空になる。

　代わりにそのままずりずりと引きずっていった。

「あああ……レーナのにゃんこがー、にゃんこがー……」

「店のだ。お前のじゃない」

「いや、それはまだわからないよっ！　転移魔術でこの手に――」

「それ、明らかな犯罪行為だから！　とにかく、これからアンジェさんと連絡取って合流するから、おとなしくしてること」

「はーい。あ、そうだ！　レーナはお腹なかが空きました！」

「話を聞けよ！　つか、聞いてないなら、はーいとか言うなよ！　まず合流！」

　頭が痛くなってきた。

　アンジェさんとは別行動中である。

　実行犯のレーナ、案内役の俺（プラス亜夜花）は事態の収しゆう拾しゆうのために警察の相手をし、アンジェさんとコウタはその場に残って本来の目的である魔術書の回収を進めてもらったのだ。工房の扉の封印を吹っ飛ばされた彼とは、何とか上う手まく交こう渉しようを成立させたと連絡があった。

「あ、ちょうどメール来てるな……」

　アンジェさんは携けい帯たいを持っていないが、メールのやりとりは可能である。魔術でテキストデータを生成し、通つう信しん網もうに割り込ませているということだった。科学の発展に合わせて魔術も変わるんだなあ。

「んー、先生、コウタちゃんと昼ご飯食べるってっ！」

　背中に飛びついて、のしかかるような姿勢で俺の携帯を覗き込むレーナ。

「……くっつきすぎです」

　亜夜花が無表情で咎とがめる。俺はレーナに言っても無む駄だなのを学習したので、異を唱える労力を省いた。

「これ、つまり、レーナたちも昼ご飯食べて良いってことだよね！」

「わかったわかった」

　まあ合流前に腹ごしらえくらいはいいだろう。

「大だい丈じよう夫ぶ！　レーナに好すき嫌きらいはありません！　日本の料理でも平気！　ソバでも納なつ豆とうでも刺さし身みでも天ぷらでも回らない寿す司しでも懐かい石せきでも！」

「そういやお前、金持ってんの？」

「ん？　カネというのはあのゴーンと鳴る――」

「ツッコミは省略。……亜夜花は？」

「…………財さい布ふ持つと、増加した重量が体力を蝕むしばむのです」

「……昼飯はみんなでハンバーガーな」

　さて、俺、今日幾いくら持ってたかな。

「なんと！　日本の風土を学ぶ機会だというのに……。では、リョウタ様のすばらしさについて語り合うことで、埋うめ合あわせを！」

「しねえよ」

「えー、じゃあ、リョウタ様の何についてなら語り合ってくれるのっ？」

「…………」

　……駄だ目めだ、頭痛がどんどん酷ひどくなる。

　コウタとベクトルの違ちがう方向に変わってるんだな、こいつも。――そんなことを思う。というか、思わざるを得ない。

　やはり魔術師というのは、皆みな変人であるようだ。




◆　◆　◆




　ボクの目の前には、湯気を立てるクリームスパゲッティとグリーンサラダが置かれている。白い皿は正円ではなく、奇き妙みような形に歪ゆがんでいた。こういうのがいわゆる『お洒しや落れ』なのだろうか。

「冷めないうちにどうぞ。それともパスタはお嫌いですか？」

　アンジェは慣れた手付きでフォークを動かしながら言った。

「そんなことないけど……」

　店内には若い女性が多い。カフェ――というのか、何となくこういう店の雰ふん囲い気きに馴な染じめないのだ。ラーメンやハンバーガーなら一人でも平気で食べられるんだけど。

「普ふ段だん、寮での食事はどのようなものを？」

「主に天たか人とが色々作ってる」

　ボクはスパゲッティを口に入れた。柔やわらかな舌した触ざわり。わずかに甘いミルクの香かおりを含ふくんだクリームソースが、口の中に拡ひろがる。

　別にまずくはないが――やはり、天人の作ったものの方が好みではあるかな。何というか、寮で食べる料理はスパゲッティに限らず、どれも優やさしい味がする。

　そう言えば天人が来てから外食の回数が減った。敢えてお金を払ってまで外で食べたいとは思わなくなったからだ。

「和わ気き藹あい々あいとした雰囲気が伝わってくるようですね」

　アンジェは微笑んだ。

「神々の中でただ一人の人間ですが、居い心ごこ地ちの悪さは感じませんか？」

「んー、別に」

　普段はそんなこと意識していない。そもそもただ一人の人間ってことも、言われるまで忘れていた。ほとんど物心ついたときからあの寮にいるわけだし。

「結構なことです。現在の生活に不満はないのですね。しかし……それでも、お父様のことを聞きたいと？　辛つらいことを思い出すのではないですか？」

「ああ、うん」

　ボクは肯うなずいた。

「死んだのは事実だからいまさらどうこう言ったって仕方ないよ。ただまあ、父さん自身に関してはあんまり覚えてないから、知っている人が居るなら、話聞いてみるのも悪くないかなと思って」

　――別に拘こだわってるわけではない。

　なぜか胸の内に生まれた違和感に言い訳するように、そう呟つぶやく。

「そうですね。……顔を合わせたことは数えるほどですが、私はあなたのお父様の研究に注目していました」

「研究、というのは？」

　ボクは父さんの書物を受うけ継ついだが、研究についての資料は遺品の中には見当たらなかった。兄貴も知らないと言っていたし。

「……さきほど、私は一人の魔ま術じゆつ師しと交渉しましたよね。彼の実力について、あなたはどう見ました？」

　レーナに扉を壊された不幸な人だ。気の毒なくらいパニクっており、アンジェが謝ったり宥なだめたりしてようやく沈ちん静せい化かした。

「多分、大したこと無い。ボクでも押さえ込めそう」

　感じたままを言った。

「そうでしょうね。――では、あなたと彼、どこが違うのでしょうか。努力の量なら年ねん齢れいの分、彼が勝っているはずです。おそらくは素質の違い？　ならば素質とはいったい、何を指すのか？」

　アンジェはそこでふっと口元を緩ゆるめた。

「簡潔に言えば、それがお父様の研究です」

「素質――つまり、魔術行使と人体の相関関係？」

「そうですね。魔術を使っているときに人間の体では何が起きているのか？　発現する効果の強弱、いわゆる魔力の強い弱いというのはどこで規定されるのか？　そういったことを体系立ててまとめようとされていたのです」

　例えば優秀な短たん距きよ離り走者がどの筋肉をどのように使って走っているのか、解かい析せきするようなものだ。単なる知識に留とどまらず、能力の強化に応用することも可能だっただろう。

「テーマそのものは注目に値あたいしますし、成果を上げていれば魔術の進歩に大きく貢こう献けんしていたでしょうね。残念ながら、亡なくなられ、資料も失われたことで研究自体が宙に浮いたままになりましたが」

　と、そのとき――胸の奥に微かすかな不快感が動いた。

　なんだ？　何がおかしいんだろう？

「あなたには、そのお父様を凌しのぐ素質があります。独学で限界を感じるようなら、学べる場を用意しても良いと思っているのですが……」

　アンジェの声はろくに耳に入ってこない。

　まただ、とボクは思った。そう、これは昨夜、レーナと話していたときに覚えたのと同じ違和感だ。

　レーナの言葉にも、アンジェの言葉にも、特におかしな点は無かったと思う。

　とすれば、自分の側の問題だろうか？

　父さんが死んだ、亡くなった、という話題に何か引ひっ掛かかる。だが、それはすでに受け入れた事実であり、今さら会話の題材にする程度のことに抵てい抗こうを覚えたりはしない。そのはずだ。

　なら、何が――

「…………っ！」

　不意に世界が凍こおり付ついた。答えを得たのだ。

　どうかしましたか？というアンジェの声が、ひどく遠く聞こえる。

　ボクに返答する余よ裕ゆうはなかった。体中の汗かん腺せんが一気に開いたかのように、何ともいえない気持ち悪さと寒気が全身を駆け巡めぐった。

　そう、面識があったというレーナやアンジェが、父さんの死について語ること自体はおかしくないだろう。父さんは死んだ。殺された。それも間違いない。何せ、ボクはその場にいたのだから。

　でもボクは知らない。

　――父さんがなぜ死んだのか、誰だれにどうやって殺されたのか、覚えていない。

　記憶からその瞬しゆん間かんのことが、この目で見ていたはずのことがすっぽりと抜け落おちている。

　そして、ボクは今この瞬間まで、記憶をなくしていることすら認識していなかった。

　なぜ？
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　どうして？

　視界がぐにゃぐにゃと歪む。吐き気けがする。まるで、脳みそを直接掴つかまれて、揺ゆさぶられているようだ。

「――記憶の封印はいまだ有効ですか」

　そんな呟きが聞こえた。ボクは思わず顔を上げる。

「……なんて言った？」

「あらら、ひどい顔色。具合悪そうですね」

「アンジェ！　あんた、今――」

　立ち上がろうとして失敗した。バランスを崩くずす。体重を支えようとテーブルに突ついた手の衝しよう撃げきで、がしゃんと食器が跳はねる。

　店内の視線がこちらに集まるなか、アンジェは慌あわてた様子もなくフォークをテーブルに置き、そしてにっこりと笑った。

「コウタが辛そうなので、今日はここまで。天人様に連絡して、迎えに来てもらいましょう。ゆっくりお休みなさい」




＊　＊　＊




「……どう思う？」

「身体的異常ではなさそう。となれば心因的なものではないかと」

「だよな」

　亜夜花の言葉に、俺は肯いて賛意を表す。

　何かショックなことがあったとか、そんな感じだ。問題はそれをまったく話してくれないということなんだが――と、自分たちの後ろを俯うつむきながら歩いているコウタに視線を走らせ、思う。

　アンジェさんから連絡を受けて合流し、急に調子を崩したというコウタを引き取って寮まで帰るところである。本人が『ほっといて』としか言わないので、取り付く島もない。

「おかえりなさい、ですー――あれ？」

　出で迎むかえたウルリカをスルーし、コウタは無言のまま自室の方へ戻っていった。

「どうかしたの？　コウタ」

　ちょうど玄関に出てきたリョウタさんが尋ねる。

「わからないです。今日はコウタの具合が悪くなったんで早めに切り上げてきたんですけど……何も教えてくれないんで」

「ふーん、そう。ま、おつかれさま」

　リョウタさんは、そう言うと玄関で靴くつを履はき替えた。

「出掛けるんですか？」

「ちょっと女の子と約束がね」

　そして、それじゃ、と軽く笑い、俺たちと入いれ替わりに寮を出て行った。

　……うーん、リョウタさん、コウタの様子目にしてたよな？　もう少し気に掛けてやってもいいんじゃないかと思うけど。

　いやでも、実の兄じゃないわけだし、普段は特に仲が悪いというわけでもないし。こういう関係性もアリなんだろうか？

「立ち入らない方がいいのかねー」

　幾いく分ぶん釈しやく然ぜんとしない気分を抱きながら、俺は冷蔵庫の食材とスーパーのセールと夕食の献こん立だてに思考を切り替えた。




◆　◆　◆




　部屋に駆け込んでくる父さん。

　追ってくる侵入者の気配。

　あの金色のライオンが出現し、そして――

　そして、次の記憶は、兄貴、リョウタにまで飛ぶ。

　時刻は夜。場所は判然としないが、おそらく屋外。

　周囲には他に誰も居ない。

　誰？と自分は目の前の青年に尋ね、彼は君の親御さんの使い魔だよと答える。




　電気を付けていない部屋の中、ボクは大きく息を吐いてベッドに寝転がった。

　ここからの記憶は連続している。ボクはニュートラルハウスへと連れて来られ、今に至るというわけだ。

　魔術の研究が嫌いなわけではない。

　知らなかったことを知るのは楽しいし、出来なかったことが出来るようになるのは嬉うれしいものだ。

　ただ、これに生しよう涯がいを捧ささげようという強い意志、執しゆう念ねんのようなものは、自分にはないとも思う。だから、先人の書物を読むたび、その執着心に対して劣れつ等とう感かんを覚えていた。自分の芯しんになるような強い気持ちがあれば、何の迷いもなく魔術師と名乗れるものを。

　ボクと父さんは、魔術という細い糸で繋つながっていた。

　魔術を学び始めたのは、父さんが魔術師だったという記憶があったからだ。いずれ父さんのすばらしさや中ちゆう途とで道を断たたれた無念を知れば、同じ道を行きたいと強く思えるようになるかもしれない。自分の中に『父さんの遺志を継ぐ』という芯ができるかもしれない。そんなふうに漠ばく然ぜんと期待していた。

　だが、ボクの中で露あらわになったのは――芯どころではなく大きな欠落だった。

　父親の死の瞬間を覚えていない。

　誰に殺されたのか、なぜ殺されたのか、覚えていない。

　――どうしてなのだろう？




「……本当に大丈夫ですか？」

　アンジェは穏おだやかに言って、首を傾げた。

「無理そうなら、休んでいただいても大丈夫ですけど」

「平気だよ。ボクの準備はできてる。行こうか」

　一夜明け、三度ニュートラルハウスを訪おとずれたアンジェとレーナを、ボクは出迎えた。

　引きずっていないと言えば嘘うそになるが、昨日ほど動どう揺ようはしていない。それに――アンジェには聞きたいことが山ほどある。

「今日は天人と、あとあのネクラそうな神様、来ないんだねー」

「学生だしね」

　短くレーナに答える。

　今日は月曜なので、健全な学生である天人は学校に行っている。亜夜花の方は健全とは言い難がたいが、いずれにしろ天人が一緒でなければ寮の外に出てくることはない。

　ボクはと言えば、もともと学校へは行く気がないので問題ないというわけだ。

「で、まあ、代わりとして――」

「はいはいはーい、ウルリカ、お手伝いするのですよー」

　小さなメイドが手を上げてぴょんぴょん跳ねた。不参加の亜夜花が代理ということで寄よ越こしたらしい。できれば余計な人員には来て欲ほしくなかったんだけど……ボクに決める権限があるわけもない。仕方のないところだろう。

　今日はこの四人で魔術書の回収を行うことになる。




　午前の早い時間に一件の回収を終え、ボクたちは公園で休きゆう憩けいしていた。

『天秤の会』は当然だが、神想学協会の名前もそれなりの効果を持っているようだ。

　秩ちつ序じよを乱さない限りこの街は魔術師に寛かん容ようであり、様々な結社の、あるいは無所属な一いつ匹ぴき狼おおかみの魔術師が入り込んでいるが、神想学協会はそのほぼ全員に一目置かれている。

　アンジェリカの人あしらいの巧うまさもあり、回収作業はほとんどトラブルもなく順調に進んだ。

　――まあ、昨日のレーナの破は壊かい行こう為いは別として。

　ウルリカとレーナは公園で遊んでいる子どもたちと意気投合したらしく、一緒になって楽しそうにはしゃいでいる。何だろう、精神年ねん齢れいが近いのだろうか。

　ボクはベンチのアンジェの隣となりに腰こしを下ろした。

　外見年齢的には、兄貴やてとらと同じくらい。能力的には――今のところよくわからないと言うしかない。

　一応、人ならざるものの見分けはそれなりにつく。しかし、彼女については確信が持てない。これは彼女が純じゆん粋すいな人間か、あるいは人外の気配を悟さとらせないほどの神格を持つ存在かということだ。いずれにしても、今のボクなどよりはるかに魔術に精通していることは間違いない。

　以上が現時点でのアンジェに対するボクの印象である。

「無理しちゃダメですよ。具合悪くなったら言って下さい」

「うん……」

　穏やかな笑え顔がおだ。だが、常にこの表情なので、感情は読み取りにくい。

「魔術の勉強はずっと独学でやってきたのですか？」

「あ、うん。父さんの遺のこした本があったから」

「なるほど。師はいないんですね？　リョウタに何かを教わったりは？」

「兄貴――は特に何も」

「では、誰かに勧すすめられて始めたわけではないのですね。どうして魔術を学ぼうと思ったのですか？」

「なんで……だろう、物心ついたとき一番近くにあったからかな」

　父さんの使い魔まだったリョウタにニュートラルハウスに連れてこられ、部屋と父さんの遺品を与あたえられた。だから、父さんの記憶と魔術の他に何もなかったという方が正しいだろうか。

「それ以来、ずっと一人で、ただひたすら魔術だけを学んできたわけですね」

　アンジェはいたわるような口調で言った。

「他の何も顧かえりみず、ただ知識を得ることに没ぼつ頭とうする。魔術師というのは孤こ独どくで辛い生き方だと思います。大変だったでしょうね」

「別に。……ずっと、他にすることもなかったし」

　いや――今現在もそうなのだ。ボクは魔術以外、何も持っていない。

　アンジェとの会話で、そのことを自覚する。

　公園では小さな子どもたちが遊んでいる。若い母親がお喋しやべりをしている。道路を様々な色の車が走り、その向こうには様々な商店がある。

　不意に何とも言えない恐きよう怖ふを覚えた。

　この多様さに満ちた世の中で、ボクが知っているのはただ魔術のことのみ。

　もし、この唯ゆい一いつの拠より所どころにしがみつき損そこねれば、あっという間にボクは世界に押し流ながされる。すべてを失ってしまう。

　父さんのすべてを思い出さなければ、ボクは魔術にしがみつく理由を失ってしまう。

　だから――絶対に埋めなければいけないのだ。この記憶の欠落を。

　体の内側からわき起こる震ふるえを無む理り矢や理り押おさえつけながら、ボクはゆっくりと口を開いた。

「あんたが、昨日言ってたこと、少し詳くわしく聞きたいんだ」

「昨日言ってたこと、というと？」

「……ボクの記き憶おくについて」

　アンジェは微ほほ笑えみを浮かべたまま、無言で先を促うながす。

「ボクはそのとき、父さんの工房にいた」

　いつものようにノイズが掛かっており、鮮明にとはいかないが……思い出せる。記憶を手た繰ぐりながら、ボクは続けた。

「来客があった。もしかしたら複数だったかもしれない。理由はよくわからないけど、父さんとその客はトラブルになったみたいだった。抵抗はしたみたいだけど、追おい詰つめられて、そして――」

　そこまでだ。記憶はぷつんと途と切ぎれる。

「父さんは死んだ。それは事実として認識してる。でも、その瞬間の記憶がボクにはない。どうしても思い出せない。昨日、あんたは確かに言ったよな。ボクの記憶が封印されてるって」

　冷静に話すつもりだったが、声が高くなるのを抑おさえられなかった。

「なあ、父さんはどうして死んだんだ？　ボクは誰に何をされた？　あんたはいったい、何を知って――」

　その瞬間、ボクの首が背後から優しく抱かれた。

「ばぁ！」

　声とともに、肩かた口ぐちからレーナの顔が覗いていた。

「どったのー、コウタちゃん。なんかとってもこわーい顔になってるよっ！　さー、笑って、笑ってー」

「レーナ、ちょっと席を外していなさい。大事なお話をしているので」

　はーい先生、という声を残してレーナがまた子どもたちの輪に戻っていく。

「ごめんなさいね、幾つになっても落ち着きのない子で」

「いや……」

　ボクは口ごもりつつ、返答になっていない返答を口にする。

　不ふ意い討うちだったので、少し胸がどきどきしている。他人に接近されることには慣れていないのだ。

　でも、おかげで少し冷静さを取とり戻すことができた。

「さて、どこからお答えしましょうか……」

　アンジェは少し思案するように目を伏ふせ、そしてボクの顔を真まっ直すぐ見た。

「まず、私はとある事情により一部始終を把は握あくしています。しかし、今、私の口からこれが真実だと説明しても、現状では確信は持てないでしょう？　記憶がないのですから」

「…………」

　それは――その通りだ。

「念のため言っておくと、私はあなたのお父様の死にも、あなたの記憶の封印にも関知していません。証しよう拠こを示せと言われると、少し困りますけどね」

　嘘をついているような気配は感じられなかった。

「焦あせることはありません。『記憶がない』ということに気付けたのなら、封印がほころび始めているのです。あとは、あなた自身が一つ一つ取り戻していけばいい。――もう一度、その日のことを思い出してみてください」

　言われたとおりにやってみることにする。

　一つ深呼吸。あの日の記憶をゆっくりと辿たどり直す。

　慌ただしく部屋に入ってくる父さん。怯おびえた顔。追ってくる侵入者。彼らに抵抗する父さん。金色のライオンの出現。そして――

「……兄貴？」

　ボクの口から呟きが漏もれる。

　そう、そこにはリョウタが居た。

　対峙するライオン。その姿は、動物園やテレビで見られるものより一回り以上大きい。

　魔術師は召しよう喚かん術を使い、異界の存在を呼び出し使し役えきすることができる。リョウタは父さんの呼び出した悪あく魔ま――ということは、ライオンの方は敵が召喚したものか。

　睨にらみ合いは長く続かない。両者が動き、激げき突とつする――。

　と、そこでボクは突とつ然ぜん強きよう烈れつな吐き気を覚えた。う、と、声を上げ口元を押さえる。胃液が喉のどまでせり上がってくる感覚。気持ち悪い。

「大丈夫ですか？」

　気が付くとアンジェが気き遣づかわしげな顔で覗き込んでいた。

「無理をしてはいけません。今日はこのくらいにしておきましょうか」

「……ごめん」

　魔術書の回収が彼女たちの本来の目的なのだ。ボクは個人的な問題でその足を引っ張っている。

　とにかく、一つ、忘れていた景色を思い出すことができた。これは前進と言えるだろう。

「気にすることはありません。戻もどってゆっくり休むといいですよ」

　アンジェは優しく言い、そこで声を落とした。

「一つ、忠告。ニュートラルハウスの神々をあまり信用しすぎないほうがいいです」

「え……」

　ボクは目を瞬またたかせる。

「身元を引き受けた以上、あなたの記憶の封印についても知っていたはず。しかし、それを今に至るまで放置していた。何の救いの手も差さし伸のべなかった。――そうですよね？」

「…………」

「悠ゆう久きゆうの生を持つ彼かれらにとって、人間の生というのはごく軽いものなのですよ。――覚えておいてください。神々は決して人間を対等に扱あつかわない」

　そんなことは……と口を開き掛けたが、声に出すことはできなかった。

　何か重苦しい感情が、胸の中で渦うずを巻まいている。

「ねー、先生！　さっきからコウタちゃん苛いじめてない？　なんか、すごく難しい顔してるんだけど」

　不意にレーナの声が聞こえて、ボクは我に返った。

　ウルリカと二人、こっちに駆け寄よってくるところだった。

「んー、ちょっとお顔の色がわるいですー」

「……何でもないよ」

　心配そうなウルリカにそう答える。

　何でもない――本当にそうだろうか？　自分でも自信が持てなかった。




「やっぱり、コウタさま、へんなのですよー」

「……大丈夫だって」

「でも――」

「少し考え事したいから黙だまってて」

　強めの口調でそう言うと、ウルリカは口を閉じた。納なつ得とくいかなさそうな表情で、むーっと唸うなりながらではあったが。

　アンジェたちと別れて、寮りようへの帰り道を辿る。

　ボクは努めて気を鎮しずめようとしていたが、色々な問題が脳のう裏りに渦巻いて、どうにも内心の整理をつけられずにいた。

　私でよければいつでも力になりますから――別わかれ際ぎわ、アンジェはそう言った。

「力になる、か」

　力を借りる以前に、ボク自身はどうしたいのだろう。

　魔術師であり続ける？　それとも止めてしまう？　ニュートラルハウスに留まる？　あるいは出て行く？

　今感じている恐怖は、自分の拠り所が消えるのではないかということに起因している。記憶を取り戻せば、何らかの区切りが付けられるだろうか。

　冷静に、客観的に考えなければならない。自分が何を求めているのか。どうするのが最良なのか。

　ボクの問題である以上、これはボクの最低限の義務だ。

　と、そのときふと思いつき、隣の小さな少女に話しかける。

「……なあ、ウルリカ」

「はい？」

「お前にも、自分を自分たらしめている拠り所っていうのが……あるのかな？」

　ウルリカはきょとんとする。

　ボクは少し考えて言い直した。

「ウルリカにとって、一番大事なことって、何？」

「えーと、亜夜花さまとみなさまのお役に立つことですよー」

　まるで考えることもなく、当たり前のようにウルリカは答えた。

　ああ、シンプルで良いなあ。

　そのまっすぐさが、今のボクには心から羨うらやましく感じられた。




　寮に帰ったあと、少し悩なやんで、ボクは兄貴の部屋をノックした。

　アンジェが言ったように、父さんに関する記憶は自分で取り戻すのが前提だ。しかし、あの場にいたなら兄貴は何かを知っているはず。手がかりが得られるかもしれない。

　――が、応答はなかった。残念なようなほっとしたような、複雑な気持ちを覚える。

「リョウタさん、出かけてるよー」

　廊ろう下かを通りがかった梨り玖くが、幾いく分ぶん眠ねむそうな口調でそう言った。吸きゆう血けつ鬼きの彼女は今がちょうど起き床しよう時間のようだ。

「みたいだね。……あの、ちょっと今、いいかな。話があるんだけど」

「私に？」

　珍めずらしいなあ、という表情で梨玖は足を止めた。彼女とはこれまであまり言葉を交かわしたことがなかったが、一つ聞いてみたいことがあったのだ。

「いいよ。なあに？」

「あの、さ、梨玖はどうして、吸血鬼になろうと思ったの？」

　梨玖はかつて人間でありながら、自ら人としての生を放ほう棄きした。

　なぜなのだろう。そういう選せん択たくができるほど、また、そういう選択をして後こう悔かいしないほどの何かが梨玖の中にはあったのだろうか。

　自分という存在が揺らぎそうになっている今、尋ねてみたくなったのだ。

「またストレートな質問だなあ。何かあったの？」

「あ、えっと……」

　まあ、いいけどね、と言って梨玖は苦く笑しようした。

「こういう道を選んだ理由、ね。それは――好きな人を手に入れるため」

「好きな、人？」

　他者への思い入れが自じ我がの核かくとなる、ということだろうか。ちょうどボクが、魔術師として生きることの理由に『父さんとの繋がり』を設定しようとしたように。

　ただ、誰かを好きになるという、その感覚がボクにはよく分からない。

　戸と惑まどったボクの表情を見て、彼女は笑う。

「こればっかりは言葉じゃ説明できないしねー。多分、コウタちゃんもわかるよ、いずれそのうち」

「後悔はしてないの？」

「んー、どうだろ。後悔というか、やり方間ま違ちがえたかなあとは思わないでもないけど……。ただ、私の中にはたか兄を好きだという揺るがない思いがあるから。だから私はずっと私で居られるし、失敗しても前を向いていられる。――何度でもやり直せばいいって、たか兄も励はげましてくれたしね」

　これはいわゆる〝惚のろ気け〟というやつなのだろうか。

　あのぱっとしない半人間がそんなにいいものかな。もちろん口に出だしたりはしないが。

「えっと、一いつ般ぱん論ろんとして聞いてほしいんだけど……普ふ通つう、そこまで誰かを信じたり、想おもいを寄せたりするのって危険じゃないのかな？」

「というと？」

「例えば……その対象の人にいいように利用されたり、ゴミのように捨てられたりとかしたら、立ち直れなくなるんじゃないの？」

　それとも、絶対にそんなことにはならないと確信するのが〝信じる〟ということなのだろうか。

　だが、梨玖の答えはボクの予想と少し違っていた。

「どうして？」

　彼女はきょとんとした顔で首を傾かしげた。

「どうして立ち直れなくなるの？　自分が利用されたり、ゴミみたいに捨てられたりする程度のことでその人の役に立てるのなら、それはとっても素す敵てきなことじゃないのかな？」

「…………」

　迷いのない解答に、ボクは言葉を失う。

　ああ、この人はすごく強いんだな、とそう思った。

　ボクには無理だ。信じたものに利用されたならきっと、ひどく傷ついてしまう。

　アンジェに言われた『ニュートラルハウスの神々をあまり信用しすぎないほうがいい』という忠告が耳に残って離はなれなかった、その理由がわかった気がした。

　つまりボクは自分でも気付かないうちに、この寮の住人たちに心を許していたということではないのだろうか。

　裏切られるのは――怖こわい。とても。

　そんなことを考えたとき――

「あ……」

　鈍にぶい頭痛が走り、脳裏に映像が浮うかんだ。

　にらみ合うリョウタと、どこかの魔術師の使い魔と思おぼしき金色の獅し子し。

　このシーンをボクは知っている。先刻、思い出した自分の記憶の一部だ。

　今度は途と中ちゆうで途切れたりはしなかった。悪魔と魔ま獣じゆうは衝しよう突とつし――そして、悪魔の方が一方的に相手を屠ほふってのけた。

　力量差はまさに圧あつ倒とう的てきだった。リョウタはライオンを一秒にも満たない時間であっさりと細かい肉にく片へんにしてしまったのだ。

　そこで、ふとボクは思った。

　兄貴は――リョウタは強力な悪魔だ。ボクはそのことを事実として知っているし、この記憶の断だん片ぺんを見てもそれは明らかである。

　では、そのような強力な悪魔を擁ようしながら――なぜ父さんは殺されたのだろう？

　何か理由があるのか、あるいは、ボクは何か大きな勘かん違ちがいをしているのか？

　ボクは身み震ぶるいした。

　ひどく嫌いやな予感……この先は知るべきではないというような、深層心理からの警告めいた感覚を覚える。

　しかし――抱いだいてしまった疑問に応こたえるように、再び映像が動き出す。

　勝利を収めたリョウタはゆっくりと顔を上げ、次の獲え物ものに視線を向ける。その魔術師は、確かな死を予感し、怯え、ひぃ、と小さく悲鳴を漏らす。

　その顔は――

「……ちゃん、コウタちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　気付くと梨玖がこちらを覗のぞき込んでいた。

　彼女は心配そうな顔で何か言葉を続けたが、耳には入ってこなかった。

　足が震える。立っていられない。

「ん、何かあったの？」

　そのとき、横合いから梨玖のものではない第三者の声がした。

「あ、リョウタさん、いいところに。喋ってたら、突とつ然ぜんコウタちゃんの様子がおかしくなって……」

「おや、それは大変」

　兄貴の顔が視界に入る。穏やかな表情と優しげな目。

　だが、このときなぜかボクには、その眼がん窩かがぽっかりと空いた深しん淵えんのように見えた。

「大丈夫か？　気分悪いのかい？　コウタ」

　瞬間、強きよ烈うれつな吐はき気がこみ上げた。

「――――っ！」

　ボクは声にならない悲鳴をあげ、二人を突き飛とばして走り出した。

　廊下を駆かけ階段を上り、自分の部屋に飛び込む。バスルームで胃が空になるまで嘔吐して、それでも混乱が収まらない。

　冷静に。落ち着いて考えなければ。自分を見つめなおさなければ。――そんな決意は、いつの間にかどこかに吹ふき飛んでいた。

　頭の中で先ほど見た幻げん覚かく――否いや、取り戻した記憶の一部がぐるぐると回っている。

　理性が受け入れを拒こばんでいるのに、その映像はいつまでもボクの脳裏に留まって消えなかった。

　よく見ろ、現実を直視しろとボクに繰くり返かえし訴うつたえかけていた。




　どうして――

　どうしてあの哀あわれな魔術師が、兄貴に虫けらのように殺されようとしている魔術師が、父さんの顔をしているんだ？




＊　＊　＊




　夕方、学校から寮に戻ってきて、自室に鞄かばんを置く。

　制服を着き替がえて一息つくと、俺おれは頭の中で夜の予定を組み立て始めた。

　宿題、夕食メニューの調理、後片付けなどなど、やらなければいけないことの確かく認にんと、優先順位を設定してスケジュールを作成するのだ。時間を効率よく使うための日課である。

　今日は少し時間に余裕があるなあ。ちょっと本屋まで行ってコミックの新刊でも――そんなことを考えた次の瞬間、俺は目を見張る。







[image: ]







　仕切りのカーテンの隙すき間まから、亜夜花がぬっと顔を出したのだ。

「……おかえりなさい」

「た、ただいま。――あ、今日はアンジェさんたちの仕事、ウルリカに行ってもらったんだろ？　無事終わった？」

「そのことで少しご相談があるんですけど。今いいですか？」

　シリアスな雰ふん囲い気きを感じ取って、俺は眉まゆを寄せる。

「いいけど。……何かあったのか？」

　こちら側にきて亜夜花が口を開こうとする。そのとき――

「たか兄、入るよー」

　声とともに梨玖が部屋に入ってきた。

「ちょっと良いかな、話があるん……」

　言いかけたところで、機嫌悪そうな顔の亜夜花に気付く。

「あ、ごめん。ちょっとたか兄と話させてねー」

「いえ、今、私が先に話していたのですから、少し待ってもらえませんか」

　二人の視線がぶつかる。

「……いや、どっちが先でもいいけどさ。早くしてくれると助かるんだけど」

「「あの――」」

　声が綺き麗れいにハモった。む、と顔を見合わせ、続ける。

「コウタちゃんの様子が――」

「コウタさんの様子について――」

　また顔を見合わせる二人。

「……えーと、じゃあ、先着順で亜夜花から」

　俺はそう裁定し、話に耳を傾かたむけた。




　二人の話というのは、同じことに関してだった。つまり、コウタの様子がおかしいことについてだ。

「んー、確かに昨日から少し変だったけどな、あいつ」

　今日もコウタはアンジェさんたちに同行したようだ。

　亜夜花は一いつ緒しよに行ったウルリカから報告を受け、梨玖は帰宅後に直接話をして、それぞれコウタの様子がおかしいことを知ったのだという。

「あの女に何か言われるか、されるかしたのかもね」

　意外だったのは、梨玖の声に隠かくしきれない非好意的な響ひびきがあったからだ。軽々しく感情的な評価を下すような性格ではないのはよく知っている。

「あの女って、アンジェさんのこと？　そんな悪い人には思えなかったけど」

「であればいいのですが」

　と今度は亜夜花。

　二人のアンジェさんに対する見解は一いつ致ちしているらしい。珍しいことだ。

「お前ら、アンジェさんと何かあったのか？　やけに棘とげがあるけど」

「過去に面識があったわけではありませんし、本ほん性しようを暴あばくような真ま似ねを敢あえてしようとは思いませんが――」

「まあ、気に食わないと言えば色々気に食わない点はあるんだけど、それを抜ぬきにしてもあれは、あまりにもちょっと……ねえ」

　しかも揃そろって歯切れ悪い。

「いやまあ、今はいいや。決めつけるのもどうかと思うし。――で、コウタちゃんなんだけど、あれ、誰だれかがフォローした方がいいと思うんだ」

「そうだなあ……」

　あとで声をかけてみるか……いや、その前にリョウタさんに話しておくのが筋か。一応身内だし、昨日からさらに様子がおかしくなっていることを聞けば、さすがに心配するだろうし。

「――ってか、なんでお前らまず俺に報告するんだ？」

「知りたくなかった？」

「そういうわけじゃないけどさ……」

　取り返しのつかないことになってから初めてその苦境を知るよりは、手を差し伸べる余地のあるうちに聞けた方がいい。そういう性しよう分ぶんではあるが。

「……誰にとっても一番いい結果がもたらされるからですよ」

「信頼度の高さだね」

「なんだそりゃ」

　よくわからないことを言われた。

「まあ、知った以上、知らん顔はできないよなあ。ちょっとリョウタさんとも相談してみるよ」




◆　◆　◆




　ボクは自分の部屋のベッドで横になっている。

　気持ち悪い。いつまでたっても吐き気けが収まらない。

　あの日、何が起こったのだろう。ボクの記憶が埋うまればはっきりする、はずだ。

　いや、はっきりするというのは、兄貴が父さんを殺したのが確定するかもしれないということで――それは本当に歓かん迎げいすべきことなのだろうか。

　父さんは優やさしかった。ボクは父さんのことが好きだった。

　兄貴のことは……どうだろう。

　血が繋がっていなくても、人間ではなくとも、この六年は唯一の身内ともいえる存在だった。でも、ボクは兄貴のことをよく知らない。こんなことをするはずがないという確信、あるいはやりかねないという得心、どちらも持つことができない。――そのことに、ボクは初めて気づいた。

　本当に兄貴が殺したのか？　兄貴はボクと父さんを裏切っていたのか？　ボクの記憶を消したのも兄貴なのか？　だとしたら何のために？　ボクだけを助けた理由は何だ？　ニュートラルハウスに連れてきたのはどうして？

　疑問が頭の中をぐしゃぐしゃに掻かき回まわす。また耐たえがたい嘔おう吐と感がこみ上げてきて、ボクは口元に手を当てた。

　と、そのときだった。

　部屋の扉とびらがノックされた。静かに、正確に、二回。思わず跳はね起おきる。

「……コウタ、居るかな？」

　聞き慣れた声。

　この六年、兄と呼んでいた……そして父さんを殺したかもしれない男の声。

「調子悪いみたいだけど、夕食どうする？」

　その口調は優しく穏やかで、普ふ段だんの微び笑しようが見えるようだった。

　そう、あの人好きのする、それでいて心の動きをまったく読ませない表情。

　いつの間にか口の中がカラカラに干ひ上あがっていた。

　怖い。

　悲鳴を上げたくなるほど、怖い。

「入るよ、コウタ」

「――い、今、寝ねてるから」

　気力を振ふり絞しぼって平静を装よそおったつもりだったが、少しばかり声が上ずった。

「夕食はいらないって、伝えておいて」

「…………」

　兄貴は沈ちん黙もくする。わずかの間だったのだろうが、ボクにはそれが永遠にも感じられた。

　やがて、わかった、と静かな返答があり、気配が遠ざかっていった。

　ボクは大きく安堵の息を吐く。全身にびっしょりと汗あせをかいていた。

　そう、あいつは――その気になればボクなんて小指一本で殺せるような存在なのだ。なぜ今までそんな恐おそろしいことを意識せずにいられたのだろう。

『ニュートラルハウスの神々をあまり信用しすぎないほうがいいです』

　アンジェの声が脳裏によみがえる。

『神々は決して人間を対等に扱わない』

　そうなのだろうか。

　心を許してはいけなかったのだろうか。

　誰か――誰でもいいから、答えを教えて欲しい。




＊　＊　＊




「どうでした？」

　俺は階段から下りてくるリョウタさんに声をかけた。頼たのんでコウタの様子を見に行ってもらったのだ。

「ああ、夕食はいらないそうだよ」

「それは了りよう解かいです、けど――それだけですか？」

「他に何かあるのかい？」

　リョウタさんは不思議そうに言った。

「いや、どう具合が悪いのかとか、何かあったのか、とか……」

　夕食のことを口実に、色々話し合ってきてくれないかなと期待していたんだけどなあ。もう少し力になってやってもいいと思うんだけど。

「さあて、なにかあったのかもしれないし、なかったのかもしれないね」

「ふざけてるんですか？」

　俺は少しむっとした。その口調が敢えて冗じよう談だんを言っている風でもなく、本当にどうでもよさそうに聞こえたからだ。

「この間から思ってたんですけど、リョウタさんはもう少しコウタのこと、気に掛かけてやったらどうです？」

「と、言われてもね。血が繋つながっていないことは知ってるだろ。――僕ぼくの本性のことはどう聞いている？」

「……確か、コウタの親父おやじさんが召喚した悪魔、と」

「であれば、コウタ自身に対する義理は別にないと思わないかな？」

「じゃあ、なんで一緒にいるんですか？」

「さーてね。君に答える義理もない」

　おどけたような物言いに、また苛いら立だちを覚える。

「今日、アンジェさんたちと一緒に出で掛かけてたんですよ、あいつ。で、帰ってきたら様子がおかしくなってた。――あの二人、リョウタさんの知り合いなんですよね？　何者なんです？」

「知人だよ。それ以上でもそれ以下でもない」

　掴つかみどころのない返答だった。

「そもそも、コウタの様子がおかしくなったのなら、それはあいつの問題だろう？　原因を知りたいなら君が直接尋たずねるべきじゃないのかな？　僕に言われても困るんだけど」

「だから……血が繋がってなくても一応保護者って建前なんだから、良識とか責任ってものがあるでしょうに」

「建前というか、便べん宜ぎ上そういう設定にしているというだけだからね。そもそも悪魔に良識や責任を求めてどうするんだか」

　リョウタさんは苦笑を浮うかべる。

「ま、何をもって『悪魔』とするのかは、意見の分かれるところではあるんだけどね。ある地域では神だけど、ある地域では悪魔と扱われてたりするのは決して珍しいことじゃない。とはいえ、この語の意味するところを大おお雑ざつ把ぱに要約すれば、つまり『善』や『まっとうなもの』の対立概がい念ねんになるわけだ。その意味で、責任を果たさない僕は、実に悪魔らしいといえるね」

「言葉遊びはどうでもいいですよ」

　さすがに腹に据すえかねる言い草だった。俺の声が高くなる。

「俺、コウタの話をしてるんですけどね。親しい人間がどれだけ困っててもどうでもいいって言うのなら、あんたは――」

　瞬しゆん間かん――俺は反応すらできない速度で喉を掴まれ、壁かべに押おしつけられていた。

「ぐ――」

　渾こん身しんの力で振りほどこうとするがぴくりとも動かない。

「そういう口の利きき方かたを許すほど君と仲良くなった覚えはないんだけどな。僕を親切で善良な存在か何かと勘違いしてるんじゃない？」

　表情は普段と変わりない。怒いかりや不快を抱いているわけでもなさそうだ。だが、それでも俺を黙らせるのに十分な威い圧あつ感があった。

　リョウタさんはただ事実を告げる口調で続けた。

「僕は《無価値なるもの》。真実と嘘うそを等しく操あやつり、すべてを欺あざむく存在。ま、玩具おもちやとしての人間は愛しているし、さほど残ざん虐ぎやくではないつもりだけど、その方が面おも白しろそうだと思えば殺すこともためらわないよ」

「詐さ欺ぎ師しで、人殺しかよ……タチ悪いな」

「その通り、悪魔だからね」

　リョウタさんは笑う。

「僕は余計な指図を好まない。覚えておいてもらえると――」

　そのとき不意に手が緩ゆるめられた。俺は床ゆかに崩れ落ちて咳せき込んだが、リョウタさんは俺を見ていなかった。

　廊下に亜夜花が立って、こちらに視線を向けていた。

「――おや、男同士の話に割り込むつもりかな？」

「…………」

　亜夜花は無言だった。

　基本的に無表情で何を考えているのかよく分からないのだが、リョウタさんに向けた目には覚えがある。本気で腹を立てているときのものだ。過去にあの目を見せたとき、彼かの女じよは、自分の兄を滅ほろぼしかけた。
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「ふーん……何がお気きに召めさないのかよく分からないけど、どうやらなあなあで収める気はなさそうだね」

　やめろ、と二人に怒ど鳴なろうとしたが、圧あつ倒とうされて声が出せない。

　と、そのとき――

「たか兄ー、そろそろご飯の準備だけど、今日のメニューは……あら？」

　姿を見せた梨玖がきょとんとした表情を浮かべた？

「なになに？　何かお取り込み中でしたー？」

　数瞬の沈黙があり――そして口を開いたのはリョウタさんだった。

「……いやいや、いいよ。終わったとこ」

　同時に張りつめた空気がふっと緩んだ。

「それじゃ、天人君、またご飯のときにね」

　そして、にこやかな表情のまま悪魔は立ち去った。

「…………」

「亜ー夜ー花ーちゃーん」

　その後ろ姿をにらんでいた亜夜花の頭を、梨玖はぐりぐりとなで回した。

「ちょ……な、何を……！」

「いつまでも怖い顔してると眉み間けんの皺しわが取れなくなるよー。――しっかし、二人とも、ものすごい殺気出してたなー、さすが神様」

「……お前、気付いてたのか？」

「そりゃ、隠す気もなくあれだけ堂々と気配出されちゃね。本格的になる前に止めて欲ほしかったんでしょ？　たか兄」

「あ、ああ」

　よくあんな空気の中にしれっとした顔で割り込めるものだな、と思う。

「いや助かった、ありがとう、梨玖。亜夜花も」

「……まったく、なんでそんなに無む謀ぼうなんですか、天人さんは」

　亜夜花はため息をつきたげな顔でそう言った。

「別にリョウタさんにケンカを売ったつもりはないんだけどな。でもまあ、黙ってられないほど腹が立ったのは確かだし」

「コウタさんのことですか？」

「そう」

　本人が大人びているので忘れがちだが、身寄りがないというのは、本来、子どもにとっては相当な不幸のはずなのだ。その上、唯一の兄代わりがあんなのでは――

　余計なお世話かもしれないが、やはり俺が話を聞いてみた方がいいのだろうか。

「あー、やっぱ言っといた方がいいのかなと思うから言っちゃうけどさ」

　梨玖が少し複雑な顔で口を開いた。

「コウタちゃん、昨日と今日、あのアンジェリカって人と一緒に居たんでしょ。あの女、多分、リョウタさんに近い存在だよ。さっき改めて思ったんだけど、気配のいやな感じがものすごく似てる」

「それって……悪魔ってこと？」

「どういう分類か知らないけど、出自は似てるはず。いやさ――こんな体になってから、なんか、よく分かるんだよね。わたしも彼女やリョウタさんに近いっぽくて」

　梨玖はあははと笑った。

「彼女の方には特に隠す気もなかったのでしょうけど。何が目的かはわかりませんが、少なくとも『天秤の会』には、今のところ彼女を咎めるだけの理由はありません」

　と、亜夜花。

　ああ、そうか、それで最初にアンジェさんたちが訪ねてきたとき、何やら二人で話し合ってたのか。

「じゃあ、亜夜花が珍しく一緒に来たのも、俺を護るため……？」

「万が一を警けい戒かいした結果です。――その、ご飯作る人に何かあったら、困りますし」

「結局、目的はコウタちゃんの方だったのかな。どうする？　たか兄」

「どうするって……」

　人ならざるものが何か企たくらんでいるのだとしたら、それをどうこうできるほど自分に力があるとは思えない。

　でも、今苦しんでいるコウタのためにということなら、果たせる役目はありそうだ。

「……まあ、俺にできることがあるなら、やってみるさ」




　夕食後、俺は飯とおかずを乗せたトレイを持ち、コウタの部屋をノックした。

「コウタ、居るか？　名な塚つかだけど」

　ノックの瞬間、中でびくっと身じろぎしたような気配があった。返事はないが、在室中ではあるらしい。

「夕食持ってきたんだけど、食べるか？」

『…………いい、いらない』

「食べる食べないは勝手だけど、とりあえず中に置かせてくれないかな」

『……いいって言ってるだろ。帰れよ』

　無視してドアノブに手を掛けてみたがぴくりとも動かない。一応鍵かぎは付いているはずだが、それでもこんな手て応ごたえにはならないだろう。

　魔ま術じゆつ、か？　なんか封ふう印いん術とかいうのが存在するらしいし。

　ここまで厳重に閉じこもるってことは……うーん、本格的に何かあったっぽいな。

「なあ、コウタ、悩みがあるんなら相談に乗るぞ」

『…………』

　ストレートな正せい攻こう法ほうで攻せめたのは、他に有効な手段が思いつかなかったからである。

　ドアの向こうは無反応だが、否定や拒きよ絶ぜつが返ってこないなら、まだ望みはあるか。

「や、何か役に立つことが言えるとは限らないけど、話すだけで楽になるってこともあるかもしれないし」

『…………』

「とりあえず話すかどうかは置いといて、開けろよ」

　逡しゆん巡じゆんの気配を感じ取って、俺は少し強く出てみた。

　十数えるほどの間をおいて、カチリと音がした。軽く押してみると取っ手が動く。俺はほっと小さく息をついて、ドアを開けた。

　部屋の中は薄うす暗ぐらかった。カーテンが引かれて電灯が消されている。

「……閉めて」

　言われたとおりにドアを閉めて、俺はトレイを机の上に置いた。

「電気点つけるぞ」

　コウタはベッドの上に膝ひざを抱かかえるようにして座すわっていた。

「病気ってわけでもなさそうだよな。アンジェさんとなんかあったのか？」

「…………」

　答えはなかったが、コウタの視線がかすかに動いた。

「ちょっとベッド借りるな」

　俺はコウタの隣となりに腰こしを下ろす。

　さて、入れてはもらえたけどどう切り出そうかなと考えていると、コウタの方が先に口を開いた。

「……天人、この寮に来て三か月経たってないよね？」

「あ？　ああ」

「それ以前にこの寮に関かかわったことはある？」

「いや、まったく」

　関わるどころか予備知識すらなかったので、引ひっ越こしてきてから色々とびっくりする羽目になった。まあ、もう慣れてしまったが。

「それがどうかしたのか？」

「…………」

　尋ねたがコウタは返答しなかった。

　そのまま沈黙が続き、俺が焦じれ始めたころ、ようやくぽつりぽつりとではあるが、話が始まった。

「ボクの父親が魔ま術じゆつ師しだったってことは、知ってるよね」

　コウタは自分の身の上を語る。

　遺のこされた魔術書を読み、コウタも自然に魔術師を目指すようになったこと。それが亡なくなった唯ゆい一いつの父との絆きずなだと思っていたこと。しかし――

「ふーん、記き憶おくが残ってないことに気付いた、ねえ……」

　俺は腕うで組ぐみをする。

「何か衝しよう撃げき的てきな場面を見てしまってショックで記憶が飛ぶってのは、別にあり得ないことでもないような気がするけどなあ」

　言ってはみたが、コウタならおそらくその可能性には気付いているだろうし、単にそれだけならここまで動どう揺ようしたりはしないだろう。

「あの日のことを思い返していて、一つ取とり戻した記憶があるんだ」

「それは？」

　コウタは目を伏ふせたまま、固まっている。俺はあえて先を促うながさず、じっと待った。

「――父さんに襲おそい掛かっていたのは、兄貴、だった」

「…………」

　そんなばかな、と一いつ笑しように付すことはできなかった。

　――『その方が面白そうだと思えば殺すこともためらわないよ』

　涼すずしげな声が、耳の奥おくに蘇よみがえる。

「アンジェは、ボクの記憶は封ふうじられていると言った。それをやったのが兄貴なんだとしたら――父さんを殺して、ボクの記憶を封じた上で、ボクのそばで何年も一緒に居たわけだ。ボクを、何年も騙だましていたってことに、そして『天秤の会』はそれをずっと黙もく認にんしていたってことに、なる」

　そしてコウタは俺に視線を向けた。

「もしかして、天人もここに来る前から一枚噛かんでたりする？」

「いやいやいやいや」

　全力で否定する。神々との関わりなんてなかったし、そもそもコウタの父親やリョウタさんとの関係だってつい最近まで知らなかったのだ。

「……だろうね。嘘つけるほど器用じゃないだろうし」

　弱々しく唇くちびるを歪ゆがめる。笑ったのだろうか。

　ああ、そうか。だから、俺が新入りだってことが重要になるわけだ。三か月前に寮に入った俺は、少なくとも『コウタを騙し続けていた者』ではありえない。

　しかし、想像以上に重い問題が横たわっていたんだな。

　コウタの様子は見ていて痛々しい。誰も信じられなくなっていて、にもかかわらず、誰かを信じたくてたまらなくて。

　俺は頭を掻き、一つ息をついて口を開く。

「……コウタ、お前はどうしたい？」

「どう……って？」

「いくつか選せん択たく肢しはある、と思う。真実を追求して乗のり越える、現状維い持じで耐える、全部忘れてなかったことにする――とかまあ、色々。で、こういう場合にやっかいなのは、正解がないってことなんだよな。どれを選んで、どう立ち直るかは自分の意志で決めなきゃいけない」

「……うん」

　コウタは素す直なおに肯うなずいた。子どもらしからぬ物分かりのよさだなあと思う。

　そんなこと知らない。わからない。痛い苦しい助けて。――そう叫さけばない、もしくは叫べないというのは、良いことなのか悪いことなのか。

「お前とお前の親父さんについては、調べてみるよ。それを知るか知らずに済ませるかも含ふくめて、どう向き合うかは自分で決めること。あと、これだけは忘れるな。俺は絶対お前の力になる」

「…………」

　コウタは意外そうに目を二度三度と瞬またたかせた。

「俺はお前の味方だ。誰も信じられないんだったら、俺を信じろ。だませるほど器用じゃないし、半人間の半はん端ぱ者ものでお前をどうこうできるほどの力もないんだからな」

「……力になる、か」

　呟つぶやくと、コウタはくすりと笑った。

「わかったよ、ボクは天人の方を信じる」







三章　殺めしものは……







「…………ぅぇ」

　先さき程ほどから亜あ夜や花かは真っ青な顔をして口元を押さえている。

　まあ、バスは曲がりくねった山道を走っているわけで、酔ようのもわからなくはないのだが――

「……お前、ほんと、骨の髄ずいまで虚きよ弱じやく体質なのな」

「繊せん細さいな、だけです……うー、死ぬ……」

「歩いて行くか？　ここらで降りて、多分一時間ほど歩けば着くと思うけど」

「歩くと……死にます……」

　どうしろと言うのか。

　電車で一時間、バスで三〇分。実み尋ひろ市しからさらに内陸の山間部を俺たちは目指していた。

　放課後に出発していたのではとうてい日帰りできないので、学校はサボることにした。まあ、成績はともかく出席日数には余よ裕ゆうがある。一日くらい大丈夫だろう。
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　もちろん、遊びに来ているわけではない。この小旅行の切きっ掛けは、昨夜に遡さかのぼる。




　コウタの部屋を出ると、俺はすぐにてとらさんの姿を捜した。

　リョウタさんの協力は期待できない。となれば、あとコウタの事情に通じていそうなのは――ここの総責任者だ。

　応接室のソファをベッド代わりにごろごろしているのを発見。事情を説明する。

　だが、てとらさんは微び妙みような顔で首を傾げた。

「コウタちゃんの記憶ねえ。んー……」

「知ってるんですか？」

「さて、どうでしょう」

「……はっきりしないんですね」

「他ほかならぬ天たか人と君の頼みだから協力してあげたいんだけど、色々あってねー。世の中には様々な立場や事情があるわけで」

　てとらさんはよいしょっと声を上げて、半身を起こした。

「なんで知りたいの？」

「コウタが悩なやんでるからですよ。あいつ、まだ子どもなんです。誰かが力を貸してやらないと」

「誰か、というのは天人君のこと？」

「……別に俺がベストとか言うつもりはないですけどね。俺にできることがあって、あいつが手の届く場所に居るのなら、力になりたいとは思いますよ」

　じいっと俺の顔を観察した後、てとらさんはふむ、と肯いた。

「そっか。つまり、天人君にも天人君の立場と事情があるわけだねー」

「教えてもらえますか？」

「ダメ。教えられないなあ」

「…………」

　なんだそれ。

　抗こう議ぎしてさらに食い下がろうとしたとき、てとらさんが言葉を続けた。

「ただ、天人君が調べたいなら、止める権限は私にはないんだよねえ。――はい、これ」

　てとらさんは手近なチラシの裏に何やらメモ書きして、俺に手て渡わたした。意味がよくわからないまま受け取り、目を通す。これは、住所、か？　しかも二か所分？

「何ですか、これ」

「紙くずは燃えるゴミー。捨てておいてくれるかな？　ああ、もちろん、捨てる前にどう利用しても私の関知する所じゃないけどねー」




　住所の一つは隣りん県けんの山やま奥おくで、もう一つは実尋市内だった。で、まずは遠い方から訪ねてみようということでやってきたわけだ。

　バスを降りて歩くこと一五分。

「一人でいいって言ったのにな」

「あなた……一人で、何ができると……思ってる、んですか……」

　息も絶え絶えな亜夜花が言葉を絞り出す。んー、その状態のお前よりできることは多いと思うぞ。

「変にお洒しや落れな服を着てこなくて良かっただろ。山道歩くとドロドロになるからな」

　付いてくると言ったときに小こ綺ぎ麗れいな服を着てきたので、ジャージとＴシャツに着替えさせたのである。正しい判断だと思うのだが、なぜか恨うらみがましそうな目でにらまれた。

「せっかく、二人で……お出かけ……なのに……」

　何やらよくわからないことをぶつぶつ言っている。

「がんばれ、もう少しで着くから」

　さらに一〇分ほど歩くと、山間の小さな集落が見えてきた。

　先ほどバス停の時刻表で確認したのだが、一日数本しかバスは出ていないようだ。携けい帯たいの電波も怪あやしいが、公衆電話があったから、最悪、帰りはタクシーを呼べばいいだろう。いやまあ、値段を考えると個人的には使いたくないんだけど、亜夜花の体力が残っているとは思えないし。

　農作業しているおじさんおばさんたちに住所を見せ、道を尋ねる。すると、場所がわかるという人がいたので、連れて行ってもらうことにした。

「しかし、なんでまた、こんな山奥に？」

　おじさんの疑問は当然のものだっただろう。口実は用意してある。

「あ、学校の課題なんです。ルーツを探さぐるとかいうので、自分の一族が住んでた土地を訪ねてマップを作成してるんですよ。ここには昔、遠とお縁えんの親しん戚せきが住んでたはずなんですが」

　ついでに学校は創立記念日で休みということにしておいた。

　さほど疑われもせず、案内される。

「和泉いずみさんちだよな。ほれ、ここだ」

　空き地だった。草の生え方を見るに、おそらくもう何年も使われていないだろう。集落の外れで、周囲に人家もない。

「……ずっと、こんな感じでしたか？」

「いや、昔は確かに家があって人が住んどったよ。もう十年以上前かなあ、まだ若い夫ふう婦ふだったか。奥さんのお腹なかが大きかったのを見かけたなあ」

「引っ越したんですか？」

「いつの間にかな。――あんた、親戚なら知ってるんじゃないかね？」

「い、いいえ、あんまり交こう渉しようがなかったもので……。あの、近所の方にも何も言わずに、突然？」

「そうだなあ。うちは自治会で同じ組だったんだが、少なくとも何も聞いてないね」

「はあ、なるほど。近所付き合いの苦手な方だったんですかねえ。どんな感じの人でした？」

「んー、どうだったかな、旦だん那なとも奥さんとも何度か喋しやべったけど、普通な……まあ普通としか言いようがない感じで、あんまり覚えてないなあ。特に変な印象はなかったけど」

　あまりしつこく聞くと怪しまれるか。

　俺は礼を言っておじさんにお引き取り願うと、亜夜花に視線を向けた。

「どう思う？」

「……魔ま力りよくの残ざん滓しがかすかに。工こう房ぼう跡あとですね。完全に破は棄きされていますが」

「昔のコウタの家なのかな」

「調べてみたらどうですか？」

「調べるって……どうやって？」

　目の前には背の高い雑草の生えた荒あれ地ちがあるだけだ。

　亜夜花は呆あきれたようにため息をついた。

「あなたの接続先には『全知』の属性があるのでしょう」

「あ、そうか」

　俺は神の手足となるべく作られた代行者の血を引いている。

　とある事件の際、唯一神に従属する立場となり、その力を部分的に借用する能力を手に入れた。もっとも俺のスペックが接続先に対して極きわめて貧弱であるため、扱あつかうことのできるのはごくごく一部。おまけに制せい御ぎよも難しく、リスクが高い。下手をすれば自分自身が消し飛ばされてしまう。それでも人間界で発現させるには桁けた外はずれな力であるため、俺の最後の切り札となっていた。

　これまでは戦せん闘とうの際に使うことが多かったが、『全すべてを知る』のも彼女の能力のうちなら借用できるはずだ。てとらさんがこの住所を教えたのも、ここで見せたいものがあるということなのかもしれない。

「んじゃまあ、やってみる」

　意識を集中する。

　イメージは巨きよ大だいなエネルギー炉ろに接続される自分。力の流れをわずかに自分の方に傾かたむけ、利用する。

　何を知りたい？

　――この場所の、過去の姿を。

　そう強く念じた瞬間、視界が開けた。

　木造の古い小さな家。

　玄げん関かん先さきで、綺麗な若い女性が一人、生まれたての赤あかん坊ぼうをあやしている。音は聞こえないが、その唇がコ、ウ、タ、と動くのがわかった。家の中から夫らしき若い男性が出てきて、女性に何かを告げる。

　――そこで映像が途と切ぎれた。

「……うわ、覚かく悟ごしてたけど、負担でかいな、これ」

　俺は俯うつむいて顔をしかめた。

　目の奥から後頭部にかけてひどい頭痛がする。視神経が焼き切れそうな錯さつ覚かくを覚えるくらいだ。身みの丈たけに合わない力を借りられるのだから、この程度の代だい償しようで済むならむしろ御おんの字じではあるのだが。

「――ちょっと思ったんだが、テストのときにも使えるかな、この力」

　まあ多用は無理だけど、ここ一番ってときに。

「てとらさんに筒つつ抜ぬけですよ」

　亜夜花の冷静なツッコミ。そう言われてみれば借用先なんだから、当然か。神の奇き跡せきを使ってカンニングというのが知られるのはさすがに気まずい。

「それはさておき、何か見えました？」

「やっぱ、コウタの生家みたいだね、ここ。つまり、コウタの親父さんの工房でもあったわけか」

　俺は見えた景色を説明する。赤ん坊がコウタ、男女は父親と母親だろう。

「家がないし人も少ない。研究に没ぼつ頭とうする環かん境きようとしては最高だったんだろうな。――結けつ婚こん相手が魔術師って、奥さんも承知のうえなのかな」

「あるいは、女性の方も魔術師であるのかもしれませんが」

「いずれにしても、彼かれらはここを引き払はらった、と」

　理由は何だろう。

「……追われていた、のかな」

　コウタの両親はすでに死亡しているという事実。そしてコウタの記憶している父親の死に様。つまり誰かに命を狙ねらわれていた？

　いやコウタの親父さんを殺したのはリョウタさんである可能性もあるんだったか。ということは、リョウタさんも敵の一味？　だとすると、コウタの命だけ救ったのはなぜ？

　頭がごちゃごちゃになってきた。

「――もう一件の住所は実尋市だし、一度戻もどるか」

　往路の道のりを思い出だしたのだろう、亜夜花がげんなりとした顔になった。




　実尋市の外れ、二軒けん目の住所にあったのは空き家だった。洋風で、かつては瀟しよう洒しやな佇たたずまいだったのかもしれないが、今は壁はひび割れ、塗と装そうは剥はげ、ひどくみすぼらしい。

「鍵――掛かってないのか」

　玄関ドアに手を掛けると、あっさりと開いた。

「人払いの結界が、張ってありました」

　俺の背中の上で亜夜花が言った。予想通り途中で電池の切れたこの虚弱神は、以降俺に背負われて移動している。疲労が軽減されたせいか、機嫌は悪くなさそうだが。

「一般人が立ち入れないようにするなら、あれで十分でしょう」

　亜夜花を下ろし、中に入る。屋内も荒れ放題だった。

「ここも、工房？」

　俺が尋ねると、亜夜花は肯いた。

「幻げん術じゆつで隠いん蔽ぺいされてますけど、おそらくは地下に。入口の場所、わかりますか？」

「んー……」

　集中してみる。半神半人とはいえ、魔術なんかほとんどわからんからなあ。普ふ通つうの人間よりは神々の側に近いわけで、素質も多少はあるはずなのだが……どうもこういうのは苦手だな。

「わからない」

　白旗を揚あげた。何かあるような気はするんだが。

「今の位置から六歩前、二歩左」

「……この辺？」

「ちょうどその目の前に地下室への扉があります」

　ええ？　と俺は眉まゆを寄せる。

　キッチンの一角だが、眼前には薄うす汚よごれた壁があるだけで、特に怪しい部分は見あたらない。手が汚よごれるのも構わず撫なで回まわしてみたが、本当にただの平面で何かが隠かくされているようなわずかな凹おう凸とつも感じなかった。

「視覚が騙せるなら触しよつ覚かくも騙せることに不思議はないでしょう。――そこです。掴んで手前に引く」

「うわ」

　俺は驚おどろきの声を上げた。

　ドアを開けたような感かん触しよくなどまるでなかったのに、壁の中に突とつ如じよとして階段が現われたのだ。

「お前、よくこんなの見付けられるな」

「以前にコウタさんが言ってたでしょう。魔術とは『神々が行使する奇跡の力を、わずかでも自分のものにして使いこなしたいという人間のための技術』と。神にとっては呼吸をするより当たり前に行使できる力なのです」

　これがつまり人と神との力の差か。

「……どうかしましたか？」

「いや――神って、怖こわいもんだな、と思って」

　大きすぎる力は扱いも難しい。やはり俺おれは人でいいと思う。

　と、亜夜花がわずかに複雑な表情を見せた。

「何だ？　何か――」

　と、問とい掛けて、気付く。

「ああ、悪い。お前とか寮りようの人たちが嫌いやだって言ってるわけじゃないんだ。ただ、神の力ってのは良くも悪くも影えい響きようが大きいからな」

「なら、正しい使い方を覚えればいいのです」

　そのためにあなたのそばに私が付いているのですから、と亜夜花は囁ささやくような声で付け加える。

　そういや亜夜花、いつのまにか〝対価〟にこだわらなくなったな。昔は与えた分だけ貰い、受けた分だけ返すことで、常に他者との距離を保とうとする奴だった。少しずつだが、変わりつつあるのかもしれない。

「感謝してるよ。――行こうか」

　俺たちは奥に進んだ。

　階段を下りると、すぐ部屋があった。

　半地下という感じだろうか。薄暗いが、天てん井じよう近くに明かり採りの窓はあるし、ドアを開け放しておけば中の様子くらいは十分見て取れる。

　和室に換かん算さんして十畳じようくらいだろうか。右手に暖だん炉ろ。向かいの壁かべ際ぎわにデスクと椅い子す。部屋の真ん中に人一人寝かせられそうなくらいの台。

「……すごい血と死の気配」

　亜夜花が呟いた。

　床の大きな染しみは血けつ痕こんか。コウタの記憶にある惨さん劇げきの現場なのかもしれない。

　ざっと見て回ったところ、暖炉の中に紙束の燃えさしがあった。まるで大量の書類を慌あわてて焼しよう却きやく処分にしたとでもいうような様子だ。

　焼け残った紙し片へんを何枚か取り出してみる。訳の分からない文字や記号で埋うめつくされていて、まったく書いてあることが分からなかった。ところどころに日本語でのメモ書きがあるのだが――

「んー……『睡すい眠みん、食事……自律……自己保存本能…残し、精神活動……最低限……』なんだこりゃ」

『領域の拡張』『精神の不活性化』等々、判読できる単語だけ拾い読んでもまるで意味を成さない。俺は早々に解読を諦あきらめた。

「実験資料でしょうね」

「ってことは、一応、コウタの親父さんの遺品ってことになるのかな、これも」

　部屋をもう少し調べてみる。

「今ごろアンジェさんたち、街を回ってるんだろうな。……大だい丈じよう夫ぶかな」

　机の引き出しを一つ一つ確かく認にんしながら、俺は言った。

　早くも体力が尽つきたらしく、亜夜花は奥のほこりまみれの床に座り込んでいる。

「ほら、やっぱり俺の言った通りジャージで正解だっただろ。良い服はもっと良い機会に着ないとな」

「…………」

　また不ふ機き嫌げんそうな顔で睨にらまれた。なぜだ。

　だが、そのことには何も言わず、亜夜花は話題を戻もどした。

「……で、何が大丈夫かな、なんです？」

「あ、ああ、ウルリカ。危険はないのかな、と思って」

　コウタには行くなって言っておいたので、今日はウルリカが一人でアンジェさんたちに同行しているはずである。亜夜花および梨り玖くの話によると、害意ある存在かもしれないわけだが……。

「危険なら逃にげたり身を護まもったりする程度の能力はあります。心配要いりません」

　亜夜花は言った。

「それに、標的以外に手を出して『天てん秤びんの会かい』全体を敵に回すほど向こうも愚おろかではないはず」

「要はコウタに近づけなけりゃいいのかな……」

　リョウタさんもそうだが、彼女たちの立場や目的も今ひとつはっきり見えてこない。コウタに対して何らかの狙いを持っているのは間ま違ちがいなさそうなのだが……。

　一通り調べてみたが、部屋からはそれ以上何も発見することができなかった。

　あとは――

「ここで何が起きたのか、だな」

　コウタに伝えるためにも、それを確認しなければならない。想像がつくだけに気の重い作業だが。

　床の大きな染みの前に立つ。

　深呼吸し、意識を集中させる。

　大きな力の流れを感じ取りながら、コウタの父親が殺された場面を見たいと強く願う。

　そして――映像が脳のう裏りに投とう影えいされた。

　最初に見えたのは巨大なライオンだ。何かに飛びかかろうと低く身構えている。が、その様子からは明らかな怯おびえが見て取れる。

　そして、獣けもののもとに歩み寄る青年。

　ライオンはたわめた四し肢しを一気に伸のばして床を蹴けり、凄すさまじい勢いで彼へと襲いかかる。

　しかし――一いつ瞬しゆんにも満たない間に、その黄金の体はあっさりと引き裂さかれていた。肉にく片へんが部屋中に飛び散った。

　部屋の中には五人の姿が見える。

　暖炉の前に、たった今凄まじい強さを示した青年。

　入口に立つ、大小二つのフード姿。

　奥にまるで彫ちよう像ぞうのように佇む幼い子ども。

　中央で震ふるえている中年手前といった年齢の男。

　――ああ、この全員を、俺は知っている。

　青年がゆっくりと男に歩み寄る。男は恐きよう怖ふも露あらわに何か叫ぶ――おそらく悲鳴か命いのち乞ごいだろう――が、青年は意に介かいした様子もなく腕うでを振り上あげ、振り下ろした。赤い飛沫が爆ぜた。

　うええぇ……。

　映像が消えると、俺は壁に手を付いてふらつく体を支えた。何このスプラッタムービー。どうにか吐はくのは我が慢まんしたが、胸が悪くなる光景だった。

「何かわかりましたか？」

「わかったというか……はっきりしたよ。コウタの父親を殺したのは間違いなくリョウタさんだ。そして、アンジェさんとレーナがそれを見ていた」

　情報を整理してみよう。

　リョウタさんはコウタの父と敵対していた。

　アンジェさんたちはそのリョウタさんと協力関係である。

　彼らは共きよう謀ぼうし、コウタの家族を付つけ狙っていた。（動機は不明。恨み？　それとも何か実利的な理由があるのか？）

　――まとめるとこんな感じか。

　さらに想像で補いつつ、仮説を組み立ててみる。

　コウタが生まれたばかりのころ、コウタ母が殺される。

　危険を感じたコウタ父は、コウタを連れ引っ越す。

　しかし、住居を突つき止とめられ、コウタ父、殺される。

　コウタ、記憶を封じられる。リョウタさん、コウタ父の使い魔まだと嘘うそをつき保護者となる。（監かん視し役やく？）

　……うーん、最後のあたりがよくわからない。なぜコウタだけ殺さなかったのだろう。

　彼らの狙いはコウタだと考えていいのか。つまりコウタという人間自身になんらかの価値がある？　だとしたらどんな――

「他人の家に無断で入りこむのは、良い趣しゆ味みとは言えないねえ」

　俺の思考は涼やかな声で中断させられた。

　地下室の入口にいつの間にか男が――たった今、俺が過去の景色で見た細身の青年が立っていた。

「見たね？　天人君」

　リョウタさんは普ふ段だんと同じ笑えみを浮うかべてそう言った。

「…………」

「僕ぼくの尺度では『懐なつかしい』と言えるほど昔ではないけど、まあ、そういっても差さし支つかえない感情かな、これは。――あれ、《ネメアの獅子》という非常に毛皮の硬かたいライオンでね。本来は三日三晩締しめ上げるというのが趣おもむきのある倒たおし方なんだけど」

「……確認しましたよ。やっぱりコウタの親父おやじさんを殺したの、あんただったんですね」

「人の過去をほじくりかえすのも、あまりいい趣味とはいえないな」

「別に趣味じゃないです。コウタと約束したので」

「真相を暴あばいてやる、ってかい？」

　笑みが深くなった。

「で、どうするつもり？　リョウタはお前の父親を殺しましたとコウタに伝えるの？」

「……なぜ殺したんですか？」

　俺は返答する代わりにそう問い返した。

「さてさて、どう説明したものか」

　リョウタさんは少し困ったような表情で、髪かみをかきあげた。

「ま、わかりやすくいこうか。――コウタはあれで希少価値のある素材でね。血けつ縁えんとはいえ凡ぼん庸ような一魔術師の影響下においておくべき存在じゃないんだ。で、うすうす気付いてるとは思うけど、アンジェたちはコウタの身み柄がらを欲しがっている。そんなわけで、六年前、ボクとの間に協定を結んだんだ。ボクがコウタを一時預かり、然しかるべき年ねん齢れいになったら、速すみやかに彼女たちの手に引き渡わたすってね」

「なんで六年も待つ必要があったんです？　コウタの親父さんを殺したときに連れて行かなかった理由は？」

「おいおい、ここをどこだと思ってる？　『天秤の会』の統すべる実尋市だよ。人ならざるものが親を殺して子どもの誘ゆう拐かいに協力して、お咎とがめなしでいられるはずがないだろう」

　リョウタさんは肩かたを竦すくめた。

「だからさ、保護したって体てい裁さいをとったんだ」

「保護？」

「一人の魔術師が召しよう喚かん実験の失敗により死亡。その場にいた彼の子どもを保護、『天秤の会』に預けるってね。このときコウタの記憶をちょいといじって、真相を思い出せないようにした」

　胸がムカムカしてきた。人の人生をなんだと思ってるんだ。

「そして、六年後――つまり今だね――成長してある程度の判断力を身につけたコウタが、『天秤の会』と決別してアンジェたちの下に行くという決断を自ら行うよう、それとなく誘導した。人間が自分の意志で決定したことに、『天秤の会』は干渉できないからね」

『天秤の会』はあくまで実尋市の人ならざるものに対応する治安維持機関であり、人間の自由意志には関わらない。

　人外の者がコウタを無理やり連れ出すならともかく、コウタが自分で出ていくと決めた場合、手は出せない、ということか。

「計画はいいところまで進んでるんだ。もう一ひと押おしでコウタはニュートラルハウスへの不信を爆ばく発はつさせる。今、事態をややこしくされたくないんだよね。つまり――」

　リョウタさんは俺を見み据すえた。

「君は不確定要素なんだ。少しおとなしくしていてもらえないかな？　ここでコウタが君を信しん頼らいして前向きにでもなったら、目も当てられない」

「……一つ質問させてください」

「何かな？」

「リョウタさんはこの計画に協力することで、何を得るんですか？」

　俺が尋たずねると、リョウタさんはなんだそんなことか、というような表情を見せた。

「裏切られた人間の顔を特等席で観察できる」

「…………」

　腹が決まった。

「あいつはモノじゃない。傷つけるだけの計画とやらには協力しません」

「君が真実を告げても傷つくのは同じだけどね」

「……それでも、俺はコウタの味方でいると約束したんです」

「そっか……」

　残念だな、とリョウタさんは呟き――動いた。

「――――っ！」

　あまりにも無造作だったので、反応できなかった。

　手刀はおそらく俺の首を刎はねるのに十分な勢いを持っていただろう。

　だが――それが俺の体に触ふれることはなかった。

「…………ふむ」

　リョウタさんは軽く距きよ離りを取り、塵ちりとなって風化した自分の右みぎ腕うでを見た。

「天人さんから離はなれてください」

　亜夜花が冷ややかな声で言った。

「介かい入にゆうする気かい？　冥めい界かいの女王。君は無関心を貫つらぬくのが信条だと思ってたんだけど」

「…………」

「しかし――いやいや、さすがに死を司つかさどる神だ。僕の腕が一瞬で殺されてしまった」

「私の力は肉体だけに及およぶわけではありません。その気になれば、あなたの存在そのものを消しよう滅めつさせることができます。――ついでに言っておきますけど、今、私は完全にその気ですから」

「知ってるよ。たとえ神であっても君の権能から逃のがれることはできないし、もちろん、僕も例外じゃない」

　しかしリョウタさんは余裕を失っていなかった。

「でも、それってさ、結構大変だよ？　こんな仮かり初そめの肉体を滅ほろぼすのと違ちがってね」

　俺は目を見張る。消滅したはずの腕が一瞬で再生していた。化物め。

「神々の力は弱まっている。今のだって、結構無理したはずだ。さて、そんな亜夜花ちゃんが僕を殺し切る前に、僕は何度天人君を殺せるかな？　試ためしてみても構わないかい？」

「…………」

　亜夜花は沈ちん黙もくした。

「俺のこと殺したら、てとらさんにばれますよ」

「……おや、そうきたか」

　リョウタさんはこちらに視線を向けた。余裕たっぷりの表情は変わっていないが、さすがにてとらさんは無視できないらしい。

「そこまで反発されるとはね。別に無む茶ちやな要求をしてるつもりはないんだけど。コウタに関わらないでくれという頼たのみは、君自身の命より重いのか？」

「約束は破りたくないんですよ。俺、コウタに力になるって言いましたから」

　睨み合ったまま、沈黙が続く。

　と、リョウタさんが小さく息をついた。

「頑がん固こだね。まあ確かに君に手を出すと色々後が怖い。引き下がるよ」

「…………」

　悪あく魔まが両手をあげてすっと身を引き、俺は安堵を覚えた。

　この数か月で命がけになったのは何度めだろう。感覚がマヒしてきたような気がして、自分でも少し怖い。
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「……まったく、波風立てるのが好きだね。君が来てから、ニュートラルハウスは色々とイレギュラーばかりだ」

「は？」

　そんな自覚はまったくないが――何か迷めい惑わくを掛かけているのだろうか。

　じゃあ、お先に、とリョウタさんが立ち去った後、亜夜花に尋ねた。

「俺、波風立ててるのか？」

「……知りません」

　冥界の神は目を合わせずにそう言った。




「おかえりなさいなのですー」

　寮に戻ると、いつものようにウルリカが出で迎むかえた。

「ただいま。――今日はウルリカがアンジェさんたちに付いてたんだよな。何か変わったことはなかったか？」

「変わったこと？」

　ウルリカはきょとんとした顔で首を傾かしげる。

「んー、べつに……あ、ハンバーグごちそうになったです。おいしかったのですよー」

「それはよかった」

　あちらには特に動きなし、と。

　梨玖がもうすぐご飯できるよーと言っていたが、俺はまず先にコウタと話をすることにした。

　決めたことは二つ。

　まず、嘘をつかず、真実を語ること。

　そして、何があってもコウタの味方でいること。

　俺は一つ深呼吸してコウタの部屋をノックする。そして、どうぞ、という返答を待ってドアを開けた。

　コウタは昨日と同じ姿勢でベッドに座っていた。

「よお、調子はどうだ」

「最悪」

　弱々しく笑った。

「もう何を信じればいいのかわかんない。自分が薄うすっぺらい生き方してきたんだって思い知った」

　コウタにとってはこれまでの生を否定されたも同然なのだろう。ただ、そういうことを話してくれるというのは、俺が――あるいは俺だけが、ある程度信用されているということなのかもしれない。その気持ちを裏切らないようにしないと。

「……で、何かわかったの？」

「そうだな。今日、調べてきたんだけど――」

　俺は話し始めようとした、そのときだった。

「コウタ、居るかい？」

　不意に部屋のドアが開き、整った顔が覗のぞく。コウタは怯えたように身を縮め、俺の服をきゅっと握にぎる。

「やあ、天人くんも一いつ緒しよか。先ほどはどうも」

　リョウタさんは笑え顔がおで言う。

　何をしに来たのだろう。俺が意図を掴つかめず無言でいると、リョウタさんは明るい口調で言葉を続けた。

「ああ、早さつ速そくコウタの相談に乗ってくれているんだ。ありがとう。面めん倒どうなこと頼んじゃって悪いね」

　何を言ってるんだろう、と、戸と惑まどったのは一瞬だった。

「あ――」

　しまった、やられた、と悟さとったときは遅おそかった。リョウタさんはコウタではなく、最初から俺と言葉をかわすために、この部屋にやってきたのだ。

　コウタは聡さとい子だ。この短い会話の中から「名な塚つか天人は『父親を殺した男』と、事前に打ち合わせをしていた」「自分の相談に乗っているのも、その打ち合わせの結果だ」という情報を読み取るだろう。

　もちろん事実ではない。しかし、追おい詰つめられていたコウタの信頼という細い細い糸を断たち切るには、疑念だけで十分すぎた。

　裏切りに愕がく然ぜんと見開いた目が俺を捉とらえる。

「いや、ちが――」

　そう、違う。リョウタさんに引ひっ掛けられたのだ。

　しかし、どういう言葉を重ねればいい？　どうすれば今ここでコウタの信頼を取り戻すことができる？　リョウタさんは必要最低限の言葉で、具体的な反論の足がかりを与あたえず、ただコウタの不安だけを煽あおったのだ。

　言うべきことを見つけられない。沈黙が、どんどん俺とコウタの間の亀き裂れつを深めていく。

「その様子だと、まだ『真実』は話してないんだね。ああ、もしかして、僕のお願いを聞いてくれたのかな？」

　止めを刺さしたのは笑顔のリョウタさんだった。

　コウタの手が離れる。

「……あんたも、ボクを騙だましたのか」

「コウタ！」

　俺の声を振ふり切るように、コウタは部屋を飛び出して行った。




◆　◆　◆




　ニュートラルハウスを飛び出して、ひたすら駆かける。

　もとより外出の機会が極きよく端たんに少なかったボクは、街の地理などまるで把は握あくしていない。

　それでも走る。ただ遠くへ。あの寮から少しでも遠くへ。

　動どう揺ようが収まるより先に体力の限界が来た。ボクは足を止め、手近な塀へいにもたれかかると、ずるずるとへたり込む。

　恐怖、嫌けん悪お、落らく胆たん、絶望――頭の中がぐしゃぐしゃになっていた。

　甘あまい顔かおをして近づいてきた名塚天人も、味方ではなかった。

　もう寮の誰をも信用することはできない。

　ボクはこれからどうすればいい？　どこに行けばいい？

　何もわからない。何も考えたくない。

「――おお」

　そのとき、聞き覚えのある声がした。

「これは奇き遇ぐう。コウタちゃんだっ！　どしたの？　こんな夜にかけっこ？」

　顔をあげると、レーナの能天気な笑顔があった。
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「――意味分かんない」

　万ま那なさんが眉をよせて言った。

「なんで、こんなことになってんの？」

「アンジェたちには協力を求められてね。まあ、その一いつ環かん」

　リョウタさんは平然としていた。

「だから！　なんでそれでコウタが寮を飛び出していくようなことになんのよ！」

　万那さんは声を荒あららげ、落ち着いてと姉の千せん那なさんに袖を引かれている。

　コウタと、あとウルリカの姿も見えないが、それ以外の寮りよう生せいが揃そろい、食堂で夕食中である。だが、のんびりと食事や会話を楽しむ雰ふん囲い気きではない。

　ここに至ってようやく寮のメンバー全員が情報を共有することになったのだ。魔術書の回収に関かかわっていなかった千那さんや万那さんにとっては寝ね耳みみに水みずだっただろう。

「ええと、つまり、魔術書の流出がどうとかいうのも嘘だったわけですか？」

　困こん惑わくしたように千那さんは問いかける。

「それは多分本当かと。目的ではなく、手段だったんでしょうね」

　俺は答えて、そして続けた。

「『天秤の会』に近づいてコウタに接せつ触しよくする口実を作るために、意図的にやったんじゃないかな。どうなんですか？　リョウタさん」

「さて、僕は彼かの女じよたちが何をどう考えていたのかまでは知らないから、何とも。まあ、どうあれ、起こってしまったことは変わらないわけだけどね」

「細かいことはどうでもいいわよ。つまり、あんたは、コウタを、その二人に売った――と、そういうことでいいのね？」

「おや、コウタは人間だってのに、もしかして仲間意識とか持ってたのかな、万那ちゃんは。意外だねえ」

　茶ちや化かすように言うリョウタさん。

「……ふーん、なるほど」

　万那さんは笑みを浮うかべた。俺はなぜか背中に寒いものを覚える。

「わかった。要するに、ケンカを只ただ今いま大特価で販はん売ばい中ってことよね？　よーしよし買かってやる。一つ残らずあたしが買い占しめてやるから表出やがれ和泉リョウタッ！」

「万那ちゃん、落ち着いてってば。……でも、私としても、今回リョウタさんのやったことには納得しがたいものを感じるんですけど――てとらさんの見解は？」

　千那さんが寮りよう長ちように視線を向ける。

「んー、とりあえず、ケンカは禁止ねえ。ご近所吹ふき飛とぶとちょっと困るから」

　相変わらずののんびりとした口調である。

「まあ、『天秤の会』としたら、依い頼らいがあれば協力せざるを得ないし、一緒に行動している間に何か会話を交かわすのを規制するわけにもいかないし、どうにも、手の打ちようがなくてねえ」

「呑のん気きすぎ！」

　万那さんは苛いら立だちを隠さず怒ど鳴なった。

「あーもう！　だいたい、コウタもコウタよ。悩なやんでたなら一言くらい相談してくれてもよかったのに！」

　多分、万那さんはそのことに一番傷ついてるんだろうな、と思う。コウタのことを本当に仲間だと、家族だとみなしていたのだろう。

　俺がコウタの相談相手になれたのは、単にニュートラルハウスに入って日が浅いという条件がプラスに作用したからだ。しかも、失敗してしまった。

　――失点を取り返すことができるだろうか。

「……ウルリカに後を追わせました。レーナと合流してどこかに向かうようです」

　それまで黙だまっていた亜夜花がぽつりと口を開いた。

　主従間で感覚を接続しているので、何かあればすぐ連れん絡らくが取れるのだそうだ。

「天人さん、連つれ戻しに行きますか？」

「そうだな……」

　歯切れの悪い答えを返すことしかできなかった。

　放ってはおけないと思う。しかしどんな言葉をかければいいのだろう。

　全部仕組まれたものだと伝えたとして、信じてもらえるだろうか。
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「……多分、あんたが正しかったんだと思う」

　すべてを話し終え、ボクは最後にそう言った。

　アンジェたちの泊とまっているホテルの一室。

　街をふらふらとうろついていたというレーナに出会い、ここに連れてこられたのだ。田舎いなか町まちなので高が知れているが、多分このホテルの中ではかなりグレードの高い部屋なのだろう。

「誰も信用できないですか？」

　ボクは唇くちびるを噛かんで肯うなずく。

　アンジェはボクの頭を両腕でそっと包つつみ込んだ。

「こういう言い方は安っぽい同情に聞こえるかもしれないですけど……辛つらかったんですね。可哀かわいそうに」

　どれくらいそうしていただろう。ボクはいつの間にか心が鎮まっているのを感じた。

「あなたにはいくつかの選せん択たく肢しがあります」

　アンジェは静かに言う。

「ゆっくりと傷ついた心を癒いやす道。傷から目を背そむけ、なかったことにする道。そして――傷に立ち向かい、乗のり越こえることで克こく服ふくする道」

　……少し前、誰かにも似たようなことを言われたような気がするな。

　なんかもう、どうでもいいけど。

「いずれにしても、居場所が必要なら私がその役目を果たします。さあ、あなたはどのように立ち上がりますか？　コウタ」

「……その前に、ひとつだけ、聞かせて」

　ボクはゆっくりとその問いを口にする。

「父さんを殺したのは、リョウタなの？」

　アンジェは静かに答えた。

「ええ」

「…………」

「彼は秀ひいでた素質を備えたあなたに興味を持ちました。それで、あなたの記き憶おくを封ふうじ、『父の使い魔である』と偽いつわって、あなたを手元に置いたのです。私たちは彼と交こう渉しようしました。戯たわむれに束そく縛ばくするより、解放して人のもとで育てるべきだ、と」

　……ああ、そうか。

　あの寮での日々は、すべて、偽りか。

　驚きはない。ただ、ひどく空くう虚きよな気分だった。

「自分の意志での決別、それが傷を乗り越える唯ゆい一いつの方法です。――先ほどの問いに戻ります。和泉コウタ、あなたはどうやって立ち上がりますか？」

　ボクの心は決まった。

「ボクは――」

　だが、口を開こうとしたとき、部屋の入口が開いてレーナが姿を見せた。

「侵しん入にゆう者しや、確保ー」

　その手は小こ柄がらなメイド服の少女の首根っこを捕つかまえている。

「えへへ、見つかってしまったのですー」

「ウルリカ……」

　何やってるんだ、お前。

「あら、困った子」

　アンジェが穏おだやかに問いただす。

「後をつけてきたのは『天秤の会』の命令ですか？」

「亜夜花さまのご命令なのです。――ねー、一緒に帰りましょうよー、コウタさま。家出もケンカも良くないのですよー」

「…………」

　ボクは言葉を返せなかった。

「ごめんなさい、少し黙っててね」

　アンジェが手を一ひと振ふりすると、ウルリカの声が掻かき消えた。戸惑った顔で口をパクパクさせている。

「おい、あんまりひどいことは――」

「もちろん手荒な真似をする気はありませんよ。静かにしてもらっただけ。――それで、答えは？」

「……ボクは、過去に立ち向かって決別する。彼らとの関係にケリをつけ、そして二度とあそこには戻らない」

　偽りの過去に立ち向かい、叩たたき壊こわす。結果がどうなるとしても、これはボク自身の意志であり、決意だ。

「結構。あなたは今、お父様の影響ではなく、自分の意志で自分のために行動することを決めました。自分自身を確立したのです。恥はじ入いるべきところは何一つない、立派な決断ですよ」

　アンジェは優やさしく笑う。

「では、舞ぶ台たいの準備を始めましょうか」
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　夕食後。

　リョウタさんはさっさと自室に引っこんでしまったが、それ以外のメンバーは全員食堂に残っている。梨玖がお茶とクッキーを用意してくれたが、お世辞にも明るい雰囲気とは言い難がたい。

「……帰ってきたら、思いっきりお仕置きする」

　万那さんは物ぶつ騒そうなことを呟つぶやいていた。

「ウルリカから連絡は？」

「…………」

　亜夜花は答えなかったが、その顔には不安の色がかすかに見て取れる。

　ウルリカを信じていないわけではない。その気になれば恐おそろしい戦せん闘とう能力を有していることは、毎朝叩きのめされている俺も知っている。が――

「もうしばらく待って音おと沙さ汰たないようなら、こっちから捜しに行くか？」

「……いえ、その必要はないかも」

　俺に答えたのは梨玖だった。何か気配を捉とらえたようだ。

「今、向こうから――」

　梨玖の言葉が終おわらないうちに――不意に視界が変わった。

　足裏には土の感触。頭上に闇やみ色の空。

　食堂に居たはずの俺たちは、なぜか庭に立っていた。自分たちで歩いてきたのではない。一瞬のうちにここに移動させられたのだ。

「な、なんだこれ……」

「あー、魔ま術じゆつによる空間転移だねえ」

　呆ぼう然ぜんとする俺に、てとらさんがいつもの呑気な口調で言う。

「でも、いくら今は人間の体をしてるとはいっても、私たちに干渉するには相当な力量がないと――」

　万那さんはそこで言葉を切る。

　玄げん関かん前まえにコウタの姿があった。そして、隣となりにおそらくは魔術で作られたのであろう檻おりに入れられた、ウルリカの姿。

　ウルリカは口を動かして何か言った。しかし、声は聞こえてこなかった。これも魔術なのだろうか。本人は少し戸惑っているようだが、捕らわれているだけで、危害を加えられたような様子はない。

「ちょっと、コウタ――」

「ボクはここを出ていく」

　何か言いい募つのろうとした万那さんを遮さえぎって、コウタは話し始めた。

「でも、その前に区切りをつけていきたい。――ボクは今からあなたたちに挑ちよう戦せんする」

　絶句している俺たちを見み渡わたして続ける。

「ゲームをしよう。今から寮の中を迷めい宮きゆうにする。制限時間は一時間。ボクのところまで辿たどり着ついて捕まえられたらあんたたちの勝ち。それができたら、ウルリカは返してあげる。逆にできなければ、『天秤の会』は人間の魔術師ごときにいいように翻ほん弄ろうされたという悪評を被こうむることになるけどね。――繰くり返かえすけど、これはボクからの本気の挑戦だ。本気でやるから、入ってくるなら覚かく悟ごしてね」

　言い終えると同時に、ウルリカともどもその姿はかき消えた。

　茫然とする俺たち。

　最初に口を開いたのは万那さんだった。

「な……何考えてんの、あの子！　何よ？　挑戦って！」

「なんだろ、反はん抗こう期きみたいなものかなあ」

　困こん惑わく顔がおの千那さん。

「んー、中の気配が変わったねえ。魔術的な異空間に作つくり替かえた。どうやら、本当に本気みたいだねえ」

　と、てとらさん。

「……ウルリカ、何をやってるのかと思えば」

「捕まってたんだな。ひどいことはされてなさそうだけど」

　ため息をついた亜夜花に言って、俺は考える。さて、どうしようか。

　責任は感じているし、もちろん自分が行って何とかしたいという思いもある。ただ、それは俺だけではないようだった。

「あたし、行ってくる」

　憤ふん然ぜんと万那さんが言った。

「文句ないよね？　すぐにコウタを引っ張ってきてお説教してやるから！」

「特に異議なし」

「私も。手加減苦手だし、万那ちゃんに任せる」

　てとらさんと千那さんも肯く。

　俺にも異存があるわけではない。万那さんは俺よりずっと強いし、多少口は悪いけど心底コウタのことを案じているのもわかっている。

　だが……何だろう。何かを見落としている気がするのだ。

「あの、俺に行かせてもらえませんか？」

　気付いたときにはそう口にしていた。

　万那さんは、む、と眉を寄せた。

「何？　あたしじゃ不安ってこと？」

「そういうわけじゃないんですけどね……」

　胸の奥おくに小さな引っかかりを覚えるのだが、それが何なのか上う手まく説明できない。

「……あのね、あんたがどう評価してるか知らないけど、あの子、魔術の腕は相当なもんなのよ。人間の尺度でいえばそれこそ不ふ世せい出しゆつの天才レベル。お子様を叱しかりつけるためにはお子様より強くないといけない。天人、あんた確実に勝てる自信がある？」

「う……」

「客観的な事実として言うけど、あんたの力じゃ、仮にコウタが本気出して攻こう撃げきして来た場合、命に係わるよ？」

　まあ……その通りなんだろうな。そう言われれば引き下がるしかない。

　が、そのとき、思わぬ方向から援えん護ごが来た。

「……私、天人さんに任せる方がいいと思います」

　亜夜花が口を挟はさんだのだ。

「ちょっと、亜夜花……」

「んー……ごめんなさい、私もたか兄に任せるのに一票」

　何か考え込んでいた梨玖も亜夜花に賛同の声を上げた。

　万那さんは不機嫌そうな顔でむーっと唸る。

「気になってることがあるので……少し聞いてください。――たか兄より万那さんの方が強くて、コウタちゃんに確実に勝てる。それは間違いないと思う。でも、ちょっと考えてみてください。自分に勝ち目がないってこと、コウタちゃんは百も承知のはずじゃないですか？　ここの住人なんだから」

　それは――確かにそうだ。コウタは神々の力を知っており、そのうえで喧けん嘩かを売ってきている。なぜそんなことを？

　俺の中の違い和わ感かんも、少しずつ形が見えてきた。

「……それでも勝算があるってこと？」

　万那さんの問いに、梨玖は首を横に振った。

「少し違います。正確に言えば、コウタちゃんが勝っても負けても関係ないというか、相手が違うというか……そこを勘かん違ちがいしちゃうと、私たち、絶対に勝てない気がするんですよね」







四章　迷宮遊戯







　人間の魔術で神に対たい抗こうできるか？　勝利を収めうるか？

　一口に神と言っても様々だ。力の強いものも弱いものも存在するわけだが――話をニュートラルハウスの住人に限定するならば、まず勝てないだろうとボクは判断している。技術技ぎ巧こう以前の問題として、人間とあの神々では、圧あつ倒とう的てきに力の出力値が違うのだ。柔じゆう道どうの世界チャンピオンがいくら技を尽つくしても、ジャンボジェット機を投げ飛ばすことはできないのと同じである。

　だから、これは儀ぎ式しきなのだ。そうボクは思っている。

　ここの住人たちと決定的に決別して、退路を断つための。

　自分が一歩を踏ふみ出すための。

　そう、ボクは魔術師として自分の芯しんになるものを手に入れなければならない。記憶の欠落程度で揺ゆらいでしまうようなものではなく、確固とした自分の礎いしずえを。

　焦しよう燥そう、渇かつ望ぼう、緊きん張ちよう、恐怖――様々な感情がない交ぜになった胸中を落ち着かせるように、ボクは大きく息をつく。

「ねーねー、コウタさま、こんなことしちゃだめなのですよー。皆みなさまとなかなおりしましょうよー」

　檻の中からウルリカの声がする。

　少し可哀かわい想そうな気がしたので、沈黙の魔術は解いておいたのだ。意い気き消しよう沈ちんしておとなしくするかなと思ったのだが、さっきからまったく黙ろうとしない。

「もう遅いよ」

　対立を選んだのは自分の意志だ。だからこそ後あと戻もどりはしない。後戻りしては意味がない。

　今思えば、ここでの生活には色々と楽しいこともあったような気がする。だが、親を殺されて、それを隠かくされて、何を信用しろと言うのだろうか。

　――くそっ。

　ボクは吐き捨すてて床ゆかを蹴りつけた。苛いらつく。むかつく。そして――認めたくはないけど、少し胸が痛い。

「しっぱいしたり、まちがえたり、だれにでもあるのですよー。ウルリカもこの前、亜あ夜や花かさまのＤＶＤをうっかり踏んでわってしまって怒おこられたのですよー。でも謝あやまったら許していただけましたー」

「ボクは謝らないし、謝る必要もない」

「じゃあ、せめてちゃんとお話ししましょうよー。皆さま、やさしいですよ？　話し合えばきっとなかなおりできるとウルリカは信じて――」

「うるさい！」

　思わず怒鳴り声ごえを上げると、ウルリカは少し困ったような顔で口を閉じた。

　強い自己嫌悪を覚える。無条件に彼かれらを信じることのできるウルリカのことが、少しうらやましかった。

　――いや、今は勝負に集中しよう。

　力の差があるのは前提だ。例えば、てとらあたりが本気で来ればボクの魔術などまったく問題にならないだろう。しかし、このゲームは勝敗が重要なのではない。ボクが自分の意志で立ち向かい、それを最後まで貫き通とおすということに意味がある。心を強く持って、全力を尽くさなければ。

　それに、ポジティブに考えれば、神に相対して本気で自分の力が試せるというのは少し心躍おどる体験でもあるし。

　準備は整った。いつでも来るがいい。

　寮りよう内ないの様子は映像として目の前の空間に投とう影えいされるようにしておいた。今は玄げん関かんホールが見えている。

　やがて玄関のドアが開き、挑ちよう戦せん者しやが入ってきた。

　だが――

「……なんで？」

　ボクは思わず眉まゆを寄せていた。

　姿を見せたのは――やや背が高いものの、平へい凡ぼんな容姿の男。

　料理掃そう除じその他家事が得意で、おせっかいで、でも力においては他の神々に及ぶべくもない半天使。

　そう、寮の中では最弱の名な塚つか天たか人とだった。

　しばし言葉を失い――そして、ボクの口から笑い声が漏もれる。

　ああ、そうか。そういうことか。

　つまり『天てん秤びんの会かい』はそれだけ和泉いずみコウタのことを軽く見ているわけだ。

　この程度で十分だと思っているわけだ。

　まあ、ボクがただの弱っちい人間の子どもにすぎないことは認める。そんなのが反乱を起こして神様に立ち向かおうなんて考えたこと自体、きっと彼らにとってはお笑いぐさだったんだろう。

　ひとしきり笑い続け、そしてボクはぴたりと口を閉ざす。

　いいよ。あんたたちの考えはよくわかった。

　そういう扱あつかいをするなら、ボクにも覚悟がある。

「……手加減抜ぬきで叩き潰つぶしてやる」

　決意を込めて、そう呟いた。




＊　＊　＊




「な……なんだこれ」

　玄関ホールに入った俺おれは、思わず目を瞬またたかせた。

　大まかな作りは俺のよく知っている寮のものだ。ただ、あるべき場所にドアがなく、代わりに壁かべや天井や床に十数個も追加されている。なるほど、確かに迷宮だな。

　さて、どうしたもんかなと考えていると、どこからともなく声が聞こえてきた。

『……なんであんたなの？』

「お前の相手は俺程度で十分ってことだよ」

『…………』

　少しむっとしたような気配。

「降参するなら今のうちだぞ」

『するわけないだろ。……怪け我がしても知らないからね』

　それきり、コウタの声は聞こえなくなった。

　左右に目を配り様子を探る。今のところ、特に妙な気配はないようだ。

　口ではああ言ったが、別に舐なめているわけではない。

　俺は先刻、寮に入るまでの会話を思い出だしていた。




「勘違いって、何？」

　万ま那なさんが尋ねる。

「『コウタちゃんに勝ってウルリカちゃんを取り返すゲーム』だと思ってないかなってことです」

「でも、コウタちゃんはそう言いましたよね？」

　千せん那なさんが首を傾げた。

「ええ、そう言いました。でも、こっちには神様たちが居る。さっきも言った通り、コウタちゃんがどんなに優すぐれた魔術師でも勝負は見えてるし、それはあの子も分かっているはず。それに、結果によらず、コウタちゃんがウルリカちゃんに危害を加えるとも思えない。つまりコウタちゃんに対する勝敗自体には意味がないんです。だから多分、相手が違う」

「相手？」

「コウタちゃん、性格的にはこういうことやらないんじゃないかなあ。あの子、大人に見えて実は結構消極的なんですよ。その他諸もろ々もろ状じよう況きようを考えると、背後であのアンジェさんたちが余計なことしてますよね、おそらく」

「間ま違ちがいないだろうな」

　それには俺も賛成しておく。

「だったら、私たちが勝負するべきなのはコウタちゃんじゃなく、黒幕のアンジェさんたち。勝利条件は『コウタちゃんをどちらが手にするか』じゃないかなと。であれば、対コウタちゃん戦の勝敗に関係なく、対立を解消できないままゲームを終えてしまったら、それだけで私たちの負けですよね」

　ああ、俺が引っ掛かっていたのもそれか、と理解する。

　コウタ自身の気持ちを変えないと駄だ目めなのだ。そしてあいつが負けを覚悟している以上、単に勝つだけでは解決にならない。

「……わからないでもない」

　幾いくらか不満気ながらも、万那さんは理解を示した。

「けどさ、それは天人じゃないとダメなの？」

「そうだな。俺も知りたい。そりゃ俺もこのままコウタとケンカ別れってのは嫌いやだし、何とかしたいとは思うけど――」

　ちゃんと理解した上で万那さんが向かってくれるのなら、それでいいんじゃないだろうか。俺でなければまずい理由があるのか？

　梨り玖くは亜夜花に視線を向けた。

「そういや、亜夜花ちゃんはどうしてたか兄推すい薦せんなの？　ウルリカちゃん助けるだけなら、万那さんの方が確実だと思うけど」

「そう、ウルリカちゃんが捕まってますよね。コウタちゃんはともかく、アンジェさんたちに何されるか、心配にならないの？」

　と、千那さん。

「ウルリカのことはよく知っていますから」

　亜夜花は淡たん々たんと言った。

「あの子は仲なか違たがいを一番嫌がり、悲しみます。自分の安全より、まず和解を望むでしょう。であれば、第一にコウタさんの中の不信を取り除かなければいけない。人間に届く言葉で人間を説得できるのは、天人さんが適任かと思いました。その意味で私は梨玖さんと同意見です」

「なるほどね。うん、スタート地点が違うけど、結論は近いんだねー」

　梨玖は肯く。

「私はもう少し強く推おすけどね。今回はたか兄が行った方が絶対にいい」

「理由は？」

　俺は尋たずねる。

「コウタちゃんを取とり戻もどすにはね、あの子が知らないあることを教えてあげればいいの。それができるのは多分、たか兄だけ」




「俺だけ、か」

　ふう、と息を吐はく。結構なプレッシャーだな。

　ポケットにある携けい帯たい電話を確かく認にんしてみる。圏けん外がい表示。ただ時計は正常に動いているようだから、制限時間の六〇分は計ることができそうだ。

　試ためしに今入ってきた玄関のドアを押おしてみたが、ぴくりとも動かなかった。リタイアは不可っと。

　まあ、やると決めた以上、引き下がる道はない。まずはコウタの元に辿り着くこと。

　俺は向き直って目の前の無数のドアを眺ながめた。今のところ直接的な妨ぼう害がいはなく、時間にはまだ余よ裕ゆうがある。落ち着いて行こう。

　床にあるドアの一つを開けてみる。

　廊ろう下かに繋つながっていた。そしてまたそこの壁と床と天てん井じように、数える気も起こらないくらいのドア。

「……空間を歪ゆがめる、とかいうやつかな」

　コウタが雨あま漏もりの水をそのまま外へ転送していたのを思い出す。あの魔術を応用して部屋の繋がり方を操作すれば、寮という限られたスペースの中で無限の広さを持つ迷宮を作れそうだ。

　とりあえず適当にいくつかドアを通って先に進んでみた。

　壁を自由に歩く能力があって幸いだった。天井や壁の上部に付いたドアであってもくぐるのに支障がない。

　ドアはそれぞれ別の通路、物置、食堂、誰だれかの個室などに通じている。廊下や部屋の窓も出入り可能だが、それもまた建物の外ではなく寮内の別の場所に繋がっているようだ。

　繋がり方に規則性はない。床のドアを抜けたら別の部屋の壁に出てきたり、部屋の天井のドアを開けたら廊下の天井に通じていたりする。

　後戻りした場合はちゃんと元の場所に戻れるし、ドアが移動したり現われたり消えたりすることもないようだ。

「つまり、迷めい路ろだと思って丁てい寧ねいにマッピングすれば、いずれは正解ルートに辿り着けるってことかな……」

　俺は呟いた。

　確実な方法ではあるだろう。ただ……分ぶん岐きは無数にあるのだ。一つ一つチェックして潰していくには圧倒的に時間が足りない。

　二〇分ほど歩き回った後、俺は途と方ほうに暮れてため息をついていた。

　そもそもこういう迷路というのは、制作側が一方的に有利なのだ。分かれ道を機械的に増やしていけば、いくらでも難易度を上げることが可能なのだから。

「…………」

　と、そこで俺は何か引っ掛かるものを覚えた。

　本当にそうだろうか？　いや、迷路の複雑化がそれほど難しくないのは確かだが、だとすると――




◆　◆　◆




「律りち儀ぎな性格だな」

　うろうろしている天人を眺めながら、ボクは呟く。

　寮の他の神々に比べればその力は強くないが、無力というわけでももちろんない。特に、唯一神の眷けん属ぞくでありその力を借りられるという特性は脅きよう威いだ。しかし、今のところ寮内の迷路に正面から挑戦しているだけである。

「天人さまー、がんばれーがんばれー」

　隣のウルリカが無む邪じや気きに声せい援えんを送っている。

　天人がここに辿り着くことを、助けに来てもらえることを信じているのかな。だとしたらおあいにく様だよ。適当に歩いているだけでクリアできるほど甘くはない。

「紙と鉛えん筆ぴつでも貸してあげようか？　地図作りながら進んだら？」

　ボクはそう天人に話しかけてみる。

『いいよ。俺、マッピング苦手だし。てか、オートマッピング付いてない３Ｄダンジョンって、どんな鬼き畜ちく仕様だよ。今どきのＲＰＧでこんなの出したら非ひ難なん囂ごう々ごうだぞ』

　よく分からない軽口を返された。

　……ふーん、余裕あるじゃん。じゃあ、好きなだけ迷うといい。すぐに時間切れだ。

　と、そのときだった。

「――ん？」

　天人の動きに変化が現われた。

　やみくもに歩き回るのをやめ、スタート地点の玄関に戻ってきたのだ。そして今度は足を止めて腕うで組ぐみし、何かを考え始めた。

　三〇分経過。残り三〇分。




＊　＊　＊




　コウタはこの迷宮をゲームだと言っていた。あいつ作成の、ある種の知ち恵え比くらべ問題だと解かい釈しやくして良いだろう。

　まあ、規格外の神様が強ごう引いんに突とつ破ぱしてしまえば終わりなわけだけど……梨玖が言ったように、その可能性は最初から覚悟しているはずだ。

　その場合、人間と神に力の差があるという分かり切った事実が再確認されるだけである。そしてそれは、このゲームにおけるコウタの敗北を意味するものではない。

　本当の意味で負けを認めさせるには、こいつの用意した土俵の上で勝負する必要がある。そこで勝って初めて説得の機会を手に入れられるわけだ。

　コウタの立場になって考えてみよう。

　問題を解かれなければ、出題者であるコウタの勝ちである。もっと詳くわしく言えば、明確に『勝った』と誇ほこることができ、満足感を得られる種類の勝ち方を、あいつは目指しているはずなのだ。

　では、単純に迷路を複雑にし時間切れを狙ねらうというのは、理想の勝ち方にふさわしいと言えるか？

　――答えは否。

　誰にでも思いつくことのできる手段であり、そこにコウタ個人の機転、発想は必要とされないからである。

『答えに気付けたはずなのに、気付くことができなかった』

『解答は目の前にあったのに、盲もう点てんになっていた』

　――それが最も解答者を悔くやしがらせ、出題者を満足させる種類の良問だろう。

　逆説的に言えば、入手させたくない解答は、すぐ手に入れられる場所にあるはず。それが一番効果的だからだ。

　空間を組くみ替えられた寮の迷宮。

　そのスタート地点のこの玄関ホール。

　ここから最もわかりやすく、かつ最もわかりにくいように正解ルートを設定するとしたなら――どんな手段を使う？




◆　◆　◆




　残り二〇分となったところで天人は再び動き出した。

　とはいっても、先に進もうとしているわけではない。玄関ホールのドアを一つ一つ丁寧に調べている。

　おそらく、何か正解ルートを特定する目印みたいなものがあるのでは、とでも推測したのだろう。残り時間、でたらめに歩いて運良くゴールに辿り着く可能性より、そちらに賭かけたわけだ。

「発想は悪くないんだけどね」

　残念ながらドア自体には仕し掛かけもヒントもない。

　ほどなく全すべてのドアを調べ終えた天人は、難しい顔で考え込む。さーて、間に合うかね。

　残り一〇分を切った。

　――と、そのとき、天人は何かに気付いたように顔を上げ、真まっ直すぐに歩き出した。




＊　＊　＊




「見付けた！」

　俺はドアを開け、声を上げた。

　目の前には、コウタと檻に入れられたウルリカの姿があった。

「――正解。よくわかったね」

　コウタは微ほほ笑えんだ。

「ちょっと苦労したけどな。凝こったことしたわりに、全部ダミーだったってわけか」

　ここは玄関ホールからドア一枚だけ隔へだてた応接室。

　確かにこの寮は大きく作り替えられていた。空間をねじ曲げ繋ぎ直し、文字通り迷宮化されている。

　だが、そこをいくら探しても正解ルートは見つからない。

　有るべき場所になく、無いはずの場所には大量にドアが出現していた。これは空間を組み替えた結果かと思っていたのだが――

「本来のドアは、ただ隠してただけだったんだな。幻げん術じゆつで」

　見た目も手て触ざわりもただの壁。しかし、取っ手の有るべき位置を掴つかみ、押し開あけると、その向こうに進むことができたのだ。

「その通り。増えたドアも、ねじ曲って繋がった部屋も全部不正解ルート。ただ一枚、普通にドアを開けるのが正解。完かん璧ぺきだね」

　コウタは拍はく手しゆする。

「……じゃあ、俺の勝ちってことでいいか？」

「それは駄目」

　くすくすと笑った。

「勝利条件を思い出してね。ボクを捕まえないと決着はつかないよ」

「なら、すぐ捕まえてやるよ」

　俺は一歩踏み出す。運動能力なら、圧倒的にこちらが上だ。

　が、その瞬しゆん間かん、背後から声が聞こえた。

「じゃ、やってみてよ」

　振り返る。そちらにもコウタと捕とらわれたウルリカの姿。

　増えた――？　いや、これも幻術の類か？

「できるものならね」

　どんどん姿が増ぞう殖しよくする。無数のコウタが応接室を埋うめ尽くす。

「残り時間はあと五、六分ってところかな？」

「これが最後の問題だよ」

「見分けられる？」

「ねえ、わかる？」

「本物のボクは――どこでしょうか？」

　全員が声を揃えて笑った。

　俺は無意識のうちに、二歩三歩と後あと退ずさった。どん、と背中に壁が当たる。

　――悪あく趣しゆ味みな光景だな。まったく。

「…………」

　俺は背後の壁に体重を預け、大きく息を吐いた。『本物のボクはどこでしょうか？』か。

「なあ、そんなのでいいのか？」

　問とい掛けると、コウタたちが怪け訝げんそうに眉を寄せる。

　最後の問題、か。なら終わらせよう。

「見分けるのに何分もいらねえよ。――全部偽にせ物もの。お前はこの部屋の中に居ない」




◆　◆　◆




「――え？」

　意外な思いにボクは目を瞬かせる。

　次の瞬間、部屋に半天使の姿が現われた。

「あ、天人さまー」

　ウルリカが嬉うれしそうに言う。

　天人は周囲を見回す。

「台所と食堂、か。正解なら応接室から転送される仕組みになってるんだな。案外フェアじゃないか。――ま、そうでなきゃ自分が勝ったときにも誇れないだろうしな」

「な、なんで、わかった、の？」

　声が上うわ擦ずった。

　天人には魔術の知識や技術はない。神に匹ひつ敵てきするような力もない。そして唯一神の力を借りたような様子もなかった。見破られるはずがなかったのだ。
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「あのなあ、コウタ」

　天人はため息をつきたげな表情を作った。

「俺はお前を連つれ戻すために来たんだよ。何をどう間違えたとしても、お前を見失うわけにはいかないだろうが」

「え――」

　ボクを裏切り騙だましていた人。

　いや、自分でもわかっている。天人がそんな真ま似ねをしたという確証なんてどこにもなかった。ただ、あのときは怖こわくて混乱して、どうしても信じる理由を見付けることができなくなっていたんだ。

　今は逆だ。顔を見、声を聞くほどなぜだか疑う理由を見み出いだせなくなっていく。ボクを見てくれるという、ボクの力になってくれるという保証なんかないはずなのに。

　ボクは――自分でもどうしようもないくらい、動どう揺ようしていた。

「さ、一いつ緒しよに外に出て、みんなと仲直りするぞ」

　ゆっくりと歩み寄ってくる天人。頭が真っ白になった。

「ち、近付くなあっ！」

　衝しよう動どう的てきにボクは大声を上げていた。同時に魔術を発動。壁から出現した何本もの鎖くさりが、天人を絡からめ取ろうとする。

「……っ！　このっ！」

　天人は鋭するどい動きでかわしたが、最後の一本に右みぎ腕うでを捉えられた。そのまま壁に繋ぎ止とめられる。

「おい！　最後だったんじゃないのかよ。汚きたなくないか、これっ！」

「うるさいっ！」

　冷静さを失っていると自覚していたけど、止めようがなかった。

「ボクは出て行くって言ったんだ！　連れ戻すってなんだよ！　そんなに『天秤の会』の体面が大事なのか？」

「こんの、バカ！」

　そう怒ど鳴なった後、天人は大きなため息をついた。

「大事なのはお前に決まってるだろ。――戻ってこい」

「黙れよっ！」

　ずっとボクを騙していた『天秤の会』が。

『天秤の会』にケンカを売り、虚こ仮けにしようとしたボクを。

「連れ戻しに？　そんなことがあるはずがないっ！」

　あってはいけない。もしそうなら――ボクは正真正銘、ただの道化でしかなくなるじゃないか。

「だいたい、先に裏切ったのはあんたたちだろ！」

「俺に関しては裏切ったんじゃなくて、行いき違ちがいというか……あーもう！　とりあえず、冷静になって話を聞けよ！」

「聞きたくないっ！　父さんを殺して、そしてボクの記憶を消したやつらの仲間のいうことなんて！」

　――そうだ、思い出せ。

　自分の中で何かがそう囁ささやく。

　――こいつらは、父さんの敵だ。

「……ああ、そうか」

　ボクは笑った。

「『天秤の会』がなんであんたを差し向けてきたのかわかったよ。ボクの心を折るためだ。一番弱いあんたにすら歯が立たないんだって、思い知らせるためなんだ」

　合理的な戦術だ。実際、動揺しているのは否いなめない。

　でも、まだ終わっていない。

　動きを封じられた天人が眉をひそめて何か言ったようだったが、ボクの耳には届かなかった。

　油断するな。油断するな。油断するな。

　あいつはまだ最後の切り札を残している。

　天人を捉えているのは《ヘパイトスの鎖》、プロメテウスをコーカサス山に繋ぎ止めた神具を模した魔術だ。

　しかし所しよ詮せんはまがいもの。天人が代行者の権限を使い、唯一神から力を借りればあっさりとちぎられるだろう。

　制限時間の六〇分まであとわずか。時間を稼かせがないと。

　寮の迷宮化を解除。全ての力を注ぎ、異界から怪かい物ぶつを呼び出して、迎むかえ撃うつ。

「《嵐あらしの種、蝮まむしの腹、顕けん現げんせよ、黒色の双そう頭とう――》」

　呪じゆ文もんを唱える度に、頭痛が走る。視界が霞かすむ。

　上手く行ったためしのない召しよう喚かん術だが、成功させなければ。

　こいつは大好きな父さんを殺した奴やつの、仲間だ。

「――ウタ、おい、コウタ、大だい丈じよう夫ぶか！」

　天人が怒鳴る。ボクを心配している？

　――いや信じるな。

　ボクが信じるのは父さんだけ。

　ボクの体を切り刻んでくれた優しい父さんだけ。

　ボクを実験体にしてくれた愛いとしい父さんだけ。

　――――。

　何かが、おかしい。だが、それ以上何も考えることができず、急速に意識が遠のいた。

　体が床に崩くずれ落おちる――と、その直前、誰かの手に抱だき止められた。

「くっそ、まったく――普段落ち着いてる奴ほど、一度パニクると手に負えなくなるんだな。……経過時間五九分、か。俺の勝ちで良いのかな」

　天人は壁の時計に目を走らせ、そう言った。

　たった一本残った左ひだり腕うでで、ボクを支えながら。




＊　＊　＊




　――俺が寮に突とつ入にゆうする前、交かわされた会話。




「天人にしか教えられないことって、何？　あたしじゃ不足なの？」

　幾いく分ぶん傷ついたような表情で万那さんは言った。

　梨玖は答える。

「そうじゃないです。真しん剣けんなのは分かってますし。でも、万那さんは――命を懸かけられないんです」

「命、を？」

「私は人間だから――」

　梨玖はそこで言葉を切り、少し寂さびしそうな微び笑しようを浮うかべて言い直した。

「人間だったからわかるんですけど――子どもが真っ直ぐ生きていくには、産まれてまず最初に学ばなければいけないことがあるんです。コウタちゃんは多分、それを知らずに今まで育ってきてしまった」

「それは？」

「自分と向き合ってくれる人が居ると知ること。自分のために必死になってくれる人があると信じること。自分の身を挺ていして、命を賭けてでも護まもってくれる人が存在すると理解すること」

「…………」

「子どもは弱くていい。間違えても、迷ってもいい。何をしても、どんな危険があったとしても自分の身を省かえりみず、傍そばにいて助けてくれる人が居るんだと、それを実感しなければいけないんです」

　誰も口を挟まない。梨玖は続ける。

「普ふ通つうは親がその役割を果たします。でも、早くに親を亡なくしたあの子にはその経験がなかった。だから信じることを知らないまま来てしまった。まあ、自覚はなかったでしょうけどね」

　親を、家族を亡くした梨玖だから、理解できたことだったのかもしれない。

　コウタのことが少しわかった気がする。あいつは大人びているんじゃない。単に頼たより方を知らないだけ。

　そしてそれを教えてくれる人もいなかった。

　――それは、ひどく歪いびつで、不幸なことだった。

「だったら！」

　万那さんは強い声で言った。

「だったら、あたしたちが――」

　しかし梨玖は首を横に振ふる。

「意志の問題じゃありません。無理なんです、万那さんたちには」

「どうして！」

「あまりにも力が強すぎるから、です」

　誰も口を挟まず、梨玖が続けるのを待つ。

「『命を懸けられない』と私は言いました。――神格の高い神様たちは、どんな状じよう況きようであっても『命いのち懸がけ』になる必要がない。つまり『自分は大切なあなたのために、命すら懸けられる』ということを、コウタちゃんに示せないんです」

　俺もようやく理解できた。

　神々には、失敗するかもという恐きよう怖ふに震ふるえながら、なお前を向くことができない。力ちから尽つきそうになりながら、なお力を振り絞しぼることもできない。

　人を遥はるかに越こえているがゆえに、その機会を与あたえられないのだ。

「『私はあなたのためにどんな犠ぎ牲せいでも払はらう。あなたをそれだけ大事に思っている』。口だけじゃなく行動でそう伝えたい。でも、気持ちがどれだけ真剣であれ、無理なんですよ。だって、神様たち、犠牲を払う必要なんか無く、人間よりずっと凄いことができちゃうじゃないですか」

「…………」

　万那さんも、千那さんも、てとらさんも、亜夜花も、何も言わない。

「ついでに言えば私もそうですね。不死者だから、怪我しないし滅めつ多たなことじゃ死なないし」

　梨玖はくすりと笑う。

「話を戻しますね。コウタちゃんに教えてあげるべきなのは――『あなたはとっても大切に思われている』ってこと。そして『あなたは誰かに頼ったり、甘あまえたりしてもいいんだよ』ってこと。あの子は年とし端はもいかない子どもなんですから」

「わかった」

　万那さんはそう言いい、ふうっと息を吐いた。

「そのことを、全てを懸けて伝えられるのは――」

「そう、半分人間であるたか兄だけ。そういうことです」




「た、天人、う、うで――」

「――神の力ってすごく便利だよな」

　俺は真っ青になっているコウタに、笑いかけた。

「何でもできる反則技。ピンチになっても、これさえ使えば大逆転。――でもさ、そんなのを借りてお前に勝って、挙げ句『俺を信じてくれ！』なんて言っても納なつ得とくできないだろ？　だから、今回は絶対に自分の力だけでコウタに向き合うと決めてたんだ」

　何のことはない。コウタの魔術で拘こう束そくされた右腕を、自分で肘ひじから千切り取っただけだ。

　常人より治ち癒ゆ能力が高いから失血死はしないだろうし、心臓を掴み出されたときに比べれば痛みもたいしたことはない。まあ、平気でもないが、そこはやせ我が慢まんである。

「過去がはっきりしないのは、怖いだろうさ。でも、それは現在や、未来じゃ埋められないか？　――改めて言う。傷つけて、不安にさせて悪かった。俺の知ってることはちゃんと話す。リョウタさんとも、話を付けてやる。だから、もう一度だけ俺を信じて寮に戻って来てくれ」

「ボ、ボク、は――」

　泣きそうな顔で、コウタが口を開く――その瞬間だった。

　視界の端はしに黒い影かげが出現した。そして肩かた口ぐちに焼け付くような痛み。

「ぐ――このっ！」

　コウタが召喚した怪物、か。

　儀式が中ちゆう途と半はん端ぱだったせいか、制せい御ぎよを失っている。

　コウタの小さな体を抱かかえたまま、横に飛ぶ。突とつ進しんしてきた双頭の黒犬は壁に激しくぶちあたり、粉々にした。寮がぶっ壊れそうだ。

「だ、だめ、天人、ボク置いて、逃にげて……」

「んなわけにいくか！」

　双頭が、俺の頭と喉のどを狙っている。

　腕うでの一本を失い、もう一本には護るべきものを抱えている。対抗する術がない。

　切り札、てとらさんの力を使うか――と思った瞬間、双頭犬が突っ込んできた。さっきよりさらに動きが速い。

　くそっ！　間に合わない――

　と、そのとき、傍かたわらの檻おりがはじけ飛んだ。同時に黒犬が悲鳴を上げて吹ふき飛とばされる。巨きよ大だいな狼おおかみ犬けんが、太い前まえ肢あしの一いち撃げきであっさりと怪物を叩き伏ふせていた。

「……助かった、ウルリカ」

　わう、と灰色の犬は尻尾しつぽを振って応こたえた。




◆　◆　◆




「どうやら、大丈夫、か。あとはこれで接着面が安定すれば……」
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　天人の腕の傷を確認しながら、ボクはそう呟いた。

　治ち療りよう部屋代わりの応接室。

　天人をソファに横たえて、千切れた右腕を繋げたところだ。処置には少し時間がかかったけど、どうやら上手くいったようだった。

　天人は意識を失っているが、ほどなく目を覚ますだろう。

　部屋には二人きり。苦しげな寝ね顔がおを見ていると、胸が痛くなる。

「……ごめん」

　小さくそう口にした。

「ごめんね」

　ゲームに誰が乗ってきても、全力で相手をするつもりだった。天人に見せたものだけではなく、神々と勝負するための手も色々考えていた。

　でも――こんな、こんな酷ひどい怪我をさせるつもりは本当になかったのだ。




　数時間前、ボクは天人とウルリカに伴ともなわれて、ニュートラルハウスの外に出た。

　庭にはてとら、万那、千那、亜夜花、梨玖がいて、ボクに視線を向けていた。

「ほら、言うことあるだろ」

　天人は左手で立たち竦すくむボクの背中を軽く叩たたく。

「――ごめん……なさい」

　ボクは頭を下げた。

　すでに冷静さは取り戻している。だから、理解していた。自分がひどく馬ば鹿かな真似をしてしまったということを。自分がこの人たちの目にどう映っているのか、どう思われているのか、怖かった。

　神々は一言も口を利きかなかった。

　やがて、誰かが近付いてくる気配がした。

「ちょ、乱暴は――」

　天人の言葉が終わるより早く、頭にゴンと衝しよう撃げきが走り、目の前に火花が散った。

「こんの、バカ！」

　万那がゲンコツを握にぎりしめ、怒いかりに燃えた目でボクを見下ろしていた。

「一人で煮に詰つまるわ、勝手に暴走するわ……あああああ、もうっ！　情けないっ！　いい？　次から悩なやみ事ごとはちゃんと周りに話すこと！　わかった？」

「う、うん……」

「今度アホな真似したら、こんなもんじゃ済まさないからね！　この大バカ！」

　そう言うと、万那はぷりぷり怒りながら、寮の中に戻っていった。苦く笑しようを浮うかべた千那と、何事もなかったかのように眠ねむたげなてとらが続く。

「……おかえりなさい」

　と、無表情に亜夜花。

「おかえりー。……あ、たか兄の腕は責任持って治してねー」

　と、笑顔（少し怖かった）の梨玖。

「くっつくのか？」

「あ、う、うん、多分、大丈夫」

　ボクは天人にそう答える。じゃ、よろしく頼たのむわ、と天人は笑顔で言い――そして、ぶっ倒たおれた。

　梨玖に応接室に運び込んで貰もらうよう、頼んでおく。すぐ治療に取り掛かからないと。

「……なかなおり、できたですねー」

　寮に入ろうと足を早めると、ちょこちょことウルリカが隣となりにやってきて、にーっと笑ってみせた。変身して服が破れたので、今はテーブルクロスを体に巻き付けている。

　その気になればいつでも逃げることはできたのだろう。この犬娘むすめはおそらくボクを気き遣づかい、一人にさせないために、ずっと傍に居てくれたのだ。

「ウルリカ、しんじてたのですよー、みなさまのことも、コウタさまのことも」

　ニュートラルハウスの面々がボクを許すと。

　そして、ボクが自分の非を認め仲直りできると。

「……ありがとう」

　本当に嬉しそうなその笑顔を見ていると、素す直なおにそう口にすることができた。




「――よし」

　ボクは天人の腕に包帯を巻き終え、一つ肯うなずいた。半天使の治癒能力を考えれば、おそらく一両日中には元通り動かせるようになるはずだ。

　と、そのとき、背後に気配を感じた。応接室のドアが開いた音はなかったが、誰かがボクの背中に立ったのがはっきりとわかった。

「……やあ、兄貴」

「…………」

　肯こう定ていも否定もない。でもボクにはわかっていた。

　だから、当たり前のように、その問いを口にした。

「父さんを殺したのは、兄貴だったの？」

「――そうだよ」

　聞き慣れた、静かな声。

「どうして？」

「…………」

　答えはない。

「……じゃ、いいや。いずれ知らなきゃいけないことなのかもしれないけど、少なくとも今は、ね」

「意外だね」

「そう？　何か、憑つきものが落ちたような気がするんだ」

　一呼吸置いて、続ける。

「気付いたんだけど、ボクには父さんの記憶がほとんど残っていないんだね。死んだときのことだけじゃなくて、それ以前のも、ずっと」

「…………」

「どんな人だった、何をしてくれた――そういうこと、覚えてない。なのに、好きだった、優しかった、言うことを聞かなければ――そんな感情だけが残ってる。まるでそう強制されていたみたいに。不自然だよね、これって」

「ふうん……今度は、取り乱さないんだね、コウタ」

　ボクは小さく笑う。

「過去の欠落は、現在や未来で埋めればいい――そう思えるからかな。いつか必要だと思う時がきたら、ボクは足あ掻がいて足掻いて、自分自身で真実を掴むことにするよ」

　未来のボクはきっとできるようになっているはずだ。

　わずかな間があって、

「……好きにすればいい」

　兄貴の声が言う。

　ボクは胸の奥おくが落ち着いた、安らかな気分になるのを感じていた。




＊　＊　＊




　夢を見ていた。

　灰色の地面がどこまでもどこまでも拡ひろがる、広こう漠ばくとした世界。俺はそこに、ただ一人立っていた。

「――にゃっはっは、驚おどろいてるようだね名塚天人！」

　不意に足元から声がした。

　小さなネコのぬいぐるみが一つ、俺を見上げていた。コレが喋しやべったのか？

　どこかで見たことあるようなような気がする。

　えーと、確か騒そう々ぞうしいアホ魔術師が、クレーンゲームに張り付いて、もの欲しそうに眺めてたような。

「ようこそ、我わが真実の世界へ！　お相手は、この――えーと、レーにゃんがお務めしまっす！」

「レーにゃん？」

「イエース！　レーにゃん！」

　ネコのぬいぐるみはカクカクと肯いた。

　何か、似たような名前の少女を知っているような。しかも声に激しく聞き覚えがあるような。

　――まあどうでもいいか、夢だし。

「で、俺に何か用？」

「おおっ、素す晴ばらしき順応性！　素す敵てきカッコイイ！　リョウタ様ほどじゃないけど！」

「…………」

「えー、コホン。用というのは他でもない、このレーにゃんの語る物語をお聞かせすることでございますー。さあて、ちょいとお耳を拝借！」

「……なんで俺がお前の話に付き合わんといかんのだ」

「おやあ、お聞きいただかないと、この真実の世界からは永久に出られませんぜ？　なんせここはレーにゃんの作ったレーにゃんのための世界ですからなあ。にゃっはっは！」

　鬱うつ陶とうしいなあ、こいつ。

　とりあえず、おとなしく話を聞く以外の選択肢はなさそうだ。

「……早く始めろ」

「了りよう解かい了解。では、とある魔術師一家の物語、始まり始まりー。――さて、昔々、ってほど昔じゃないか、えーと、ちょっと昔、あるところに魔術師の男女が居おりました。男の方は魔術発展のための研究を、女の方は異界の者の召喚を、それぞれ嗜たしなんでおりました」

　ある日、男は女に頼む。実験に協力してくれないか？　具体的には私の子を産んで欲ほしい。魔ま力りよく拡張実験のための被ひ験けん体として、魔術の素質を持った幼児の体がどうしても必要なんだ。女は報ほう酬しゆうの金や魔術資料に心を奪うばわれ、承しよう諾だくする。

「……何だよ、その気分悪い話」

「残念ながら、道徳的にアウツな価値観持った魔術師は珍めずらしくないんだよねっ！　――さて、やがて女は妊にん娠しんし、子どもを産みました」

　ところが、女は産まれた我が子こに母親としての愛情を抱くようになった。何とか普通の人生を送らせてやりたいと考えた彼かの女じよは、手を尽くして男のもとから赤子を奪い去ろうとする。しかし、その意図は男に露ろ見けん。女は殺されてしまう。

「哀あわれな話です。――さあてさて、女を始末した男は足が付かないよう慎しん重ちように行方ゆくえをくらまし、とある街に居を移しました。彼はそこで本格的に実験を開始します」

　まず抵抗されないよう子どもの精神を縛しばり、自我のほとんどを封じる。愛情と服従を強制する。そのうえで研究のため術を施し、ときには物理的に切り刻む。実験は五年ほど続けられた。

「気分悪いどころか、実際に吐き気がする」

「まあ、そんな日々も終わりを告げるんだけどね」

　ある日、男のもとを客人が訪れる。女が生前救援を求めていた、魔術結社の魔術師だった。男の足取りを掴み、乗り込んできたのだ。少女と女性の二人組は、実験の中止と実験体の引き渡しを要求する。

「しかあしっ！　この男がまた往おう生じよう際ぎわの悪いことっ！　異界から神話の怪物を呼び出し、無む駄だな足掻きを試みたのです。男は我が子の前に立って言います。『私がどうなろうと、絶対に渡したりはせん。こいつは私の大切な〝実験体〟だ！』。そして何と、他人の手に渡すくらいならと、怪物に命じ処分しようとします！　幼子の運命や如い何かにっ！」

　いつの間にか、俺はレーにゃんの話に引き込まれていた。

　しかし……似たような話を知っているような……。何だろう、上う手まく思い出せない。夢の中だからだろうか。

「それで……どうなったんだ？」

「それは秘密っ！　このお話はここまでっ！」

　レーにゃんは力強く宣言した。俺は盛大にずっこける。

「――おい！」

　何だそりゃ。

「続きを知りたければねー、目覚めてから調べるといいよっ！　――あなたはこの物語の結末を、手に入れることができる」

　不意に声がシリアスな色を帯びた。俺は気け圧おされて、文句を言おうと開きかけた口を噤つぐむ。

　だが、一いつ瞬しゆん後には過か剰じようなまでに陽気なあの口調に戻っていた。

「さって、お付き合いありがとうございましたっ！　では、これにて閉幕、さらばさらば、にゃっはっはっはっはー」

　レーにゃんは短い前足をぱたぱたと振った。




「…………」

　目が覚めた。時刻は真夜中を過ぎている。

　コウタがソファに伏せて寝ね息いきを立てていた。看病疲づかれだろうか。

　右手に目をやる。ちゃんとくっついていた。少し痛みは残るが、違い和わ感かんなく動く。

「ありがとな」

　俺は眠っているコウタにそっと呟つぶやいた。

　しかし、何なのだろう、あの夢は。

　ひどくはっきりと記き憶おくに残っている。能天気な語り手と、胸の悪くなるような物語。

　どこかで聞いたような――いや、断言しても構わないだろう。俺が調べてきたコウタの過去にそっくりで、しかもより詳しよう細さいな内容だった。

　しかし、いくつかわからないこともある。

　物語の続きはどうなったのか。そして――登場人物が一人足りていないのはなぜか。

「……あの人に、話、聞かないと」

　呟きに対して、即そく座ざに応答があった。

「あの人ってのは、僕ぼくのこと？」

　いつの間にかドアにもたれるリョウタさんの姿があった。

　いつから居たんだろう――いや、そんなことはどうでもいい。

「コウタは寝ねかしておいた。しばらく起きないよ。――何か僕に言いたいことでもあるのかな？」

「色々、考えてみたんです。いくつか確認したいことがあるんで、付き合ってもらえると嬉しいんですけどね」

　暗がりの中で、構わないよ、というようにリョウタさんは肯いた。

　俺は頭の中を整理し、ゆっくりと口を開いた。

「コウタは父親に実験動物のように扱われていた。アンジェさんとレーナは、コウタを救い出した。ここまではいいですよね？」

　六年前、コウタは助け出された。だが『天秤の会』の管かん轄かつ下での出来事だったため、人間であるコウタの処しよ遇ぐうをリョウタさんやアンジェさんの一存で決めることは不可能だった。コウタは『天秤の会』に預けられ、自らの自由意志で将来を決定する権利を与えられた。

「コウタを手元に置きたいアンジェさんは、ある程度成長したコウタに働きかけ、自らの意志で『天秤の会』から離はなれるようし向けた。そして、リョウタさんもそれに協力した」

「人は人の中で育つべき、と、彼女たちは主張したんだよね。ただ、純じゆん粋すいに人道的な目的だったのかどうかは、怪あやしいと思うよ。彼女たちも魔術師だし、コウタは貴重な実験資料だった」

「動機まで確かめる方法はないですけどね。――そんななか、俺がコウタに肩かた入いれして首を突っ込んできた。計画に支障を来きたすと面めん倒どうなので、手を引かせるために脅おどしをかけた」

「それは、あの地下室で言った通りだね」

「でもね……この辺りちょっと引っ掛かるんですよ」

「と、言うと？」

　リョウタさんが小さく首を傾かしげた。

「やり方が、中途半端すぎませんか？　リョウタさんと俺とでは、強さに差がありすぎる。もっと心をへし折るようなやり方だってできたはずなんだ。亜夜花が護衛に付いててくれましたけど、隙すきは幾らでもあったはずだし、最後のコウタとの勝負もまったく邪じや魔まをしようとしなかった。――つまり、リョウタさんは、まるで俺の覚かく悟ごを試ためすみたいな脅し方しかしてこなかったんです」

　微笑はまったく崩れなかった。

「考えすぎだよ。でも――仮にそうだとしたら、君を試した目的は何だと思うの？」

「競争」

　俺は間かん髪はつ容いれずに答えた。

「アンジェさんと俺、どちらがコウタにとって良い保護者たり得るか、あなたはそれを競きそわせたんです。俺たちはリョウタさんの掌てのひらの上だったんですよ」

　リョウタさんはくっくっと小さく声を立てて笑った。

「おかしなことを言うねえ、君は。どうして僕が人間の子ども一人にそこまで心を砕くだかなければいけないのかな？」

「理由までは知りませんが、コウタを気に掛けていたのは確かだと思いますよ」

　俺は少し考えて、提案する。

「ちょっと検討の角度を変えてみましょうか。――コウタの父親が殺されたときのことについて」

「……何か考えるべきことが残ってる？　僕はコウタ父の召喚した使い魔まを殺し、本人も殺した。君も見た通りじゃないのかな？」

「そうですね。でも、問題にしたいのはその前です。――リョウタさん、あなたはアンジェさんたちがコウタ父を訪ねてきたとき、どこにいたんですか？」

「…………」

「コウタ父の使い魔だった、というのは嘘うそだったんですよね？　では、コウタ父を殺したリョウタさんは、どのタイミングでどこから物語に参加したんですか？」

　返事はなかった。

「思いっきり推測混じりなんですけど、ちょっと思いついたことがあるんで言わせて下さい。――アンジェさんたちが訪れ、焦あせったコウタ父はコウタを処分しようとした。ところが、意志を奪われていたとはいえコウタには防衛本能が残っていた」

　廃はい屋おく地下室の暖だん炉ろで見付けた、コウタ父の研究資料。あのときはさっぱり解読不能だったが、ある程度状じよう況きようを把は握あくした今思い返すと、重要な意味を持つような気がする。

　そう、あの紙には自己保存本能は残すと書かれていた。つまり、脅きよう威いを自発的に回かい避ひしようとするだけの判断力はあるということだ。

　例えば、行く手にけつまずきそうな障害物があれば回避する、うっかり転んでしまったときは手を突いて体を庇かばうなど、無駄な怪我を負わないための措置だったと考えられる。

　食事や睡眠に関してもそうだが、〝実験体〟の世話に時間を取られすぎるのは本末転倒だから、最低限の自律性は残しておくことにしたのだろう。

「実験ならいい。殺されるわけではないんだから、自己保存のための抵抗は必要ない。でも、殺意を持って攻撃されたのなら話は別だ。そして、おそらくはコウタ父の盲点にもなっていたんでしょうけど、『命令に従うこと』『父親を慕うこと』は強制されていても、『父親から殺されかけたときに身を護ろうとすること』を制限するルールはなかった」

　俺は続ける。

「命を奪われようとしていたんですから、コウタにとってはかつて経験したことがないほどの脅威だったでしょうね。だから、最大級の力で抵てい抗こうしようとした。魔ま術じゆつの才能を持つ人間が発揮できる、最大級の力、つまり――」

　人ならざるものの召喚。

　そして、召喚された強力な存在がコウタの意志に感応して、敵――ライオンとその召喚主である父親を、殺す。

「正直、あんまり考えたくないんですけど、もしそうだとするなら、コウタの父を殺した責任を負ってるのは――」

　俺は安らかな寝息を立てているコウタに目をやる。起きる気配はまったくない。

「思い当たることはあるんですよ。コウタ、天才的な魔術の素質が有るというわりに、召喚術が今ひとつだった」

　先刻も、コウタが全力で呼び出そうとして現われたのは双頭の黒犬、ウルリカに一撃で撃げき退たいされる程度の存在だった。

　少し前に、魔術書を囓かじった一いつ般ぱん人じんが《魂たましい喰くらい》という冥めい界かいの魔ま獣じゆうを呼び出す事件があった。ある程度の才能に恵まれていたとはいえ、素人しろうとにでもそのくらいは可能なのだ。

　なのにコウタの場合、素質と結果が明らかに釣つり合あっていない。

「その理由が、すでに常識外れに強力な存在を呼び出していて、その維い持じに召喚の魔力の大部分を注ぎ込んでるからだとしたら……辻つじ褄つまが合います」

「仮説だね」

　リョウタさんは否定も肯定もしなかった。

「仮説ですよ。――さらに言えば、リョウタさん、記憶を封ふう印いんしたにも拘かかわらず、自分がコウタの父親を殺したことは隠かくそうともせずアピールしてますよね。これ、自分が罪を被かぶることで、『コウタがリョウタさんを召喚して父親を殺させた』という記憶を思い出させないようにしてるんじゃないですか？」

　筋の通った解かい釈しやくが成り立てば、人間はそれを真実として受け入れるものだ。この場合、コウタが自分の記憶に不ふ審しんを抱いていたとしても、リョウタさんが犯人であることに納得すれば、そこで思考が止まる。結果、最も大切な部分の封印は護られる。

　そう考えると、リョウタが女遊びでほとんど寮に帰らないこと、コウタの保護者としての役目を果たさないことにも説明が付く。

「正直、俺、リョウタさんにムカついてましたよ。コウタには身内といえるのがあんたしかいないのに、あんたが親代わりをやらないでどうすんのかって。でも多分、今はその理由がわかります」

　コウタの心を護るためには、リョウタさんがコウタの父を殺した犯人役を引き受けるしかなかったのだ。

　だからコウタに信頼され、慕われるわけにはいかなかった。いざとなれば、抵抗なく憎まれることのできる関係でなければならなかった。コウタがリョウタさんを切り離し、前に進んでいけるように。

「話戻しますね」

　俺は一つ息をついた。

「全ての状況が、リョウタさんはコウタを気に掛けていたってことを示してるんです。あなただけは、コウタを必死に護ろうとしてた。違いますか？」

　リョウタさんはしばらくの間沈ちん黙もくし、そして小さく笑った。

「コウタには希け有うな才能がある。偉い大だいな魔ま術じゆつ師しとして名を残せるだけのね。その人生に興味を覚えていることは否定しない。ただ――」

　小さく肩かたを竦める。

「ただ、君の話は仮定ばっかりだね。そうかもしれないし、そうじゃないかしれない。センチメンタリズム溢あふれる悪あく魔まが一人の子どもを護ったのかもしれないし、あるいは、単なる好こう奇き心しんで、安い玩具おもちやで遊ぶような感覚で、その人生を弄もてあそんでみたかっただけなのかもしれない。証明のしようがないし、僕にとってはどうでもいいことだよ」

「……そうですね」

　だったら――この話はここで終わりだ。これ以上言えることはない。

「思考実験としてはそれなりに面おも白しろかったよ。それじゃ、お大事に」

　リョウタさんは踵きびすを返してドアに手を掛け、そこで振り向むいた。

「……そうそう、一つ、教えてもらえるかな？」

「何ですか？」

「コウタと勝負したとき、応接室を埋め尽つくした無数のコウタの幻げん影えいを見て、『本物はここにはいない』と一瞬で見破ったよね。あれ、どうやったの？　魔術じゃないよね？」

　どこで見物していたのやら。

「ああ、大したことじゃないですよ。壁かべにもたれて自分の体を固定した上で、ほんの一瞬だけ部屋の床ゆかの重力方向を九〇度変化させたんです」

　自分と自分が触ふれているものに限り自由に重力の方向を変えられるという、俺のささやかな能力。

「家具の位置がずれない程度の、短い時間です。ただ、人間がその場にいれば影響を受けずにはいられない。重力の方向が一瞬で変わるんですから、平衡感覚がついてこられません。でも、バランスを崩した姿は一つもありませんでした。だから本体は別の部屋にいるとわかりました」

「なるほど。聞いてみると単純な話だ。――でも、なのに『お前を見失うわけにはいかない』とか言っちゃうわけか。大したペテン師だね、君も」

　リョウタさんはくすくすと笑った。

「んー……騙すつもりはなかったんだけど、そう言われれば、まあ、そうなのかもなあ」

　俺は頭を掻かいた。

「ま、結果が変わるわけでもなし、あの場で種明かしして勝かち誇ほこるのも可能だったでしょうけど――でも、ただね、そんなことより、『俺おれはお前を見てるんだぞ』って言葉の方がずっと大事だし、コウタの必要としてるものだったと思いませんか？　俺は、そう思ったんです」

「…………」

　いつの間にかリョウタさんは笑えみを収めていた。

「……俺からも最後に一つ、いいですか？」

「何かな？」

「あなたは――できるなら自分がコウタの傍にいて、その一生を見守る役目を果たしたいと、一度でも思いませんでしたか？」

「興味を覚えていることは否定しない、と言ったはずだよ」

　ドアに手を掛け、そして今度は振り向かずに言った。

「あ、そうそう、コウタの父親、魔術の腕自体は大したことなくてね、コウタに掛けられた精神呪じゆ縛ばくはかなり経年劣れつ化かを起こしているはずだ。あいつが誰だれかに強い好意を抱けば、上書きされて完全に効果は消えるよ」

「……いや、俺にどうしろと？」

　それには答えず、じゃあね、と声を残し、リョウタさんは出て行った。

　俺は大きく息を吐はいて、ソファに横になった。

「最後まではぐらかされたな」

　自分は真実と嘘を等しく操あやつりすべてを欺あざむく存在だ――そうリョウタさんは言っていた。

　あんたがここで語った言葉のうち、どれが真実でどれが嘘だったんですか？

　あんたが今、欺いていたのは誰ですか？

　相変わらずコウタは安らかな寝息を立てている。

　寝顔はあどけなく、普ふ段だんの生意気な様子は欠片かけらもない。しかし、意外に睫毛まつげ長いんだな、こいつ。あと何年かしたら、女の子が放っておかないだろう。

「世話掛けるな」

　呟いて、頭をぽんぽんとたたく。と、そのとき、コウタの瞼まぶたがゆっくりと開いた。

「……あ、ご、ごめん、ボク寝てた？　怪け我が、大丈夫？」

　寝顔を見られたのが恥はずかしいのか、コウタは少し顔を赤らめた。

「問題ない。右手、ちゃんと動くし、痛みもだいぶマシになった」

　俺は笑う。

　紆う余よ曲きよく折せつあったが、コウタは戻もどってきた。

　また以前と変わらない平和な寮りよう生せい活かつを送れるだろう。




◆　◆　◆




　天人との会話を終え応接室を出たリョウタは、廊ろう下かの真ん中で足を止めた。

　深夜だ。寮の中も外も静まりかえっている。

「…………」

　無言のまま手で何かを掴む仕草。

「わわっ!?」

　何もないはずの空間から少女が引きずり出だされてきた。そのまま、ぽいっと廊下に転がされる。

「あいたたた……。リョウタ様、女の子にちょっと手て荒あらすぎないかなっ？」

　腰こしをさすりつつ起き上がり、レーナは口を尖とがらせる。

「こっそり覗のぞき見みしてたくせに、丁てい重ちような扱あつかいを要求できる立場じゃないよね、君は」

「リョウタ様だって約束破ったじゃん。コウタちゃんはこっちに預けてくれるって言ってたのにー！　オマケにアンジェまでズタボロにしてくれちゃって……」

「騙すことが身上なんでね、僕は。アンジェのことは不可抗力だよ。僕としても手加減できる相手じゃないしね」

「おかげで《美しきブネアレイム》が美しくなくなっちゃってたし。しばらくこっち側に出てこれないって嘆なげいてたよっ！」

　コウタが仕し掛かけたゲームのさなか、アンジェは強引に介かい入にゆうして天人を排はい除じよしようとしていたのだ。そしてリョウタはその阻そ止しに回っていた。もちろん、天人もコウタも知るよしのないことである。

「問題ないだろう？　君が契約している堕天使はまだ何人も居る」

「あのクラスを呼ぶのって、レーナでも結構面倒だし疲れるんですけどっ！　――でもそう考えるとコウタちゃんって異常だよねえ。契約は移譲されたとはいっても、こんなのを無自覚のまま呼び出して現界に留めてるわけだし」

「それはさておき、言いたいことなら僕の方にもあるんだけどね。天人君に余計なことを吹き込んだの、君だよね？」

「あ、ばれてた？」

　レーナは小さく笑って舌を出した。

「やー、昨今見ないくらい、熱くて義ぎ侠きよう心しんに溢れたいい子だよねー、彼かれ。あんなに他人のために一いつ生しよう懸けん命めいになれるなんて、素晴らしいっ！」

「無用の追つい及きゆうを受ける立場としては素晴らしくないんだけどね。――それに、何かに一生懸命ということなら、君も大たい概がいだと思うけど」

「レーナはね、単にリョウタ様という自分の興味の対象をひたすら追っかけてるだけ。魔術師の本能だよ。――コウタちゃんは確かに魅み力りよくある素材だけど、今回の、こんなビッグチャンスを前にしては優先順位を下げざるを得ないね」

　くふふ、と声を立てる。

「そう、知りたかったんだ、嘘つきリョウタ様の中身の、ほんの一部でもいいから。だからちょっと小細工してみましたっ！　いや、天人の言葉責めに丸まる裸はだかにされるリョウタ様の可愛かわいさといったら、もう！」

「…………」

「今日だけじゃない。レーナはずっとね、リョウタ様を観察してるんだよ？　リョウタ様は何を選せん択たくし、どう行動するのかなー？　コウタちゃんをどう思ってる？　大切？　それともただの玩具？　人間に興味持ったりするのかな？　持つとしたらどのあたりに？　ってねー！」

　そう言ってレーナは華はなやかな笑顔を見せた。

「やっぱ、コウタちゃんには甘いよねっ！　リョウタ様は。彼女にそう頼まれたから？　今はもういない、コウタちゃんの母――」

　不意に顔をしかめる。その右手首に手の形をした痣あざが浮き上あがっていた。まるで骨ごと握りつぶそうとするかのように。

　レーナが何か呟くと、パンと空気が爆はぜるような音がして痣が消えた。

「……僕を不ふ愉ゆ快かいにさせてもメリットは無いと思うよ？」

　リョウタは穏おだやかな、しかし起き伏ふくのない声でそう言った。

「いたたた……ホント優やさしくないなあ、リョウタ様。まあ、それも魅力なんだけど。そして機き嫌げんの悪いお顔も素敵なんだけどっ！」

「死にたいのかな、君は」

「いやいやいやいや、とんでもない」

　レーナはぶんぶんと首を振った。

「レーナは脆ぜい弱じやくな普通の人間ですから、リョウタ様が本気になったら一ひと捻ひねりですよ。そりゃあもう、簡単に。もちろん全力で抵抗はさせてもらうけどねっ！　でも――」

　唇くちびるがきゅっと吊つり上がる。

「レーナが知っているあらゆる手段で抵抗したとして、それをなお上回るんだったら……それはレーナの知識を超こえた力ってことになるよねっ！　それを自分の身で味わって知ることができるというのは、死に方としてとっても素敵なことだと思うんだっ！」

　そう言って夢みるようにレーナは微ほほ笑えんだ。

　コウタの身柄を巡って競わせたのは確かにリョウタだ。天人は『リョウタさんの掌の上』と表現していた。しかし、自分もまた、この少女の形をしたものの身勝手な目的に翻ほん弄ろうされ、踊おどらされていたに過ぎない。そうリョウタは思う。

　レーナは怪物だ。定命の人間にしか持ち得ない執しゆう念ねんを抱え、それに突つき動うごかされることを是ぜとする種類の。

「……君は既すでに普通の人間から逸いつ脱だつしてるよ。神想学協会会長」

「いいええ、年ねん齢れい二世紀足らずの若じやく輩はいですよー。まだまだよろしくご指導願います。……あ、嫌いやな顔した。嬉しい。嘘つきで詐さ欺ぎ師しなリョウタ様が、レーナの前では取とり繕つくろえなくなって本音を見せる、なんて幸せ！」

　リョウタは言葉を返す気にもならなかった。

「レーナは真実と興味をひたすら追究する魔術師。リョウタ様は巧こう言げんでひたすら他人を謀はかる悪魔。やっぱり相あい性しよう最高だと思わない？」

「最悪だろうね。――帰れ」

「はーい。――あ、最後に一つ。コウタちゃんのこと」

「…………」

「別にこっちにくれなかったってことに文句あるわけじゃないんだけどねー。――過去は変えられないし、歪ゆがめられた何年かも含めてコウタちゃんの人生なんだからね。都合悪いことはなかったことにすればうまくいくとか思わないこと。人の一生なんて短くて脆もろいものだから、ちょっとした無理でぽっきり折れるよ？」

　陽気な口調だったが、その目はふざけてはいなかった。

「ま、逆に言えば、ちょっとしたきっかけで幸せになれるってことでもあるんだけどね。リョウタ様の人を見る目が確かだといいねっ！　じゃあ、またっ！」

　レーナはにいっと笑うと、姿を消した。







エピローグ　幸あれかしと







　梅つ雨ゆの合間の晴天。暑い。雨も嫌だが、これはこれで耐たえ難がたいものがある。

　学校が引け、寄り道をする気力もなくのたのたと歩いてきた俺は、汗あせまみれになりつつ寮りようの門に辿たどり着ついた。

　ニュートラルハウスは、現在絶賛修しゆう繕ぜん工事中である。改築とまではいかないものの、雨あま漏もりやその他腐ふ食しよくした部分は全面的に直せそうな見通しだ。

　これというのも、アンジェさんたちが気前よく払うものは払ってくれたおかげである。あるいは慰い謝しや料りようや迷めい惑わく料りようも含ふくまれているのかもしれない。

　俺の懐ふところにも少しバイト代が入った。まあ、レーナに奢おごらされたりコウタ関連で遠出をしたりしたので、それほど割は良くないのだが。

「天たか人とさま、おかえりなさいなのですー」

　廊下でウルリカとすれ違った。

「あ、今、風ふ呂ろ誰だれか入ってる？　汗流したいんだけど」

　工事に伴い、現在、二階部分の水道は止められている。なので、一階大浴場のシャワーが大人気だ。広々とした浴室が好きなので俺は以前からよく利用しているのだが、当分の間はうっかり女性の裸はだかを覗いてしまうような展開は避さけなければならない。俺の命にかかわりかねないし。

「コウタさまが入ってますー。そろそろ出てくると思いますですよー」

「了解了解、ありがと」

　コウタならいいか。気まずいのか例の件以降、少し距きよ離りを置かれている気もするし、たまには裸の付き合いも悪くない。

　俺は大浴場に向かった。




◆　◆　◆




　頭からシャワーを浴びる。ぬるめのお湯が心ここ地ち良よい。

　工事はまだもう少し続きそうだが、その他の寮生活は平常運行に戻っている。

　アンジェたちはあれ以降姿を見せていない。

　結局、ボクを利用したかっただけなのだろうか。傷つかないわけじゃないけど、それはそれで、もう少し話をしてみたかったかなとも思う。

　あの事件以降、ボクのものの見方は色々と変化した。

　興味の幅はばが拡がり、気持ちの振れ幅が大きくなったようだ。

　戸と惑まどうこともあるが、総じて毎日が楽しい気がする。

　――その、戸惑いと楽しさの双そう方ほうの大きな要因となっているのが、天人の存在だ。

　不思議な感覚だった。

　顔を見たいのに、顔が見られない。話をしたいのに、言葉が出てこない。傍そばにいて決して不快ではないのに、なぜかいたたまれない。まあ、胸がもやもやして魔術の勉強の手が止まりがちになってしまうのは困りものだが――何なのだろう、これは。

　そろそろ夕方。天人が学校から帰ってくる頃合だ。

　ふう、と息を吐いて、ボクはシャワーを止めた。彼に関する思考に振り回されて時間を浪費することに、メリットがあるとは思えない。一度忘れて、夕食までに少し魔術書を読み進めておこう、などと考えながら引き戸を開け、脱だつ衣い所に上がり――

　そして、ボクは硬こう直ちよくした。

　天人が居た。ほぼ全ぜん裸らで。

「よお、今上がりか？」

　陽気に言いながら、最後の一枚を脱ぬぎ捨すてる。

　ボクは動けない。あまりに予想外の展開に、声も出せない。

「今日は蒸むし暑あつかったよなー。登下校の間だけでもうぐったり――」

　不意に天人が言葉を切った。

　ボクに向けた視線が一点で静止。

　その目が、まるで想像もしていなかったものを見たかのように、二度、三度と瞬まばたきを繰くり返かえす。

「あー、その」

「…………」

「コウタ、くん？　お前、なんで、えっと――」

「…………」

「あの……なんで、付いてない、の？」

　止とどめだった。

「い――――」

「い？」

「いぃやああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！！！！！」

　ボクは魔力全開の衝しよう撃げき波はを天人に叩きつけた。




「……何考えてんだろ、このヘンタイ」

「ま、万ま那なちゃん、そんなキツイ言い方しなくても……。きっと天人君、コウタちゃんが入ってたの知らなかったんだよ」

「えー？　でもウルリカ、ちゃんとおしらせしたですよー？」

「ほーら、お姉、確信犯じゃない。処しよ刑けいよ処刑。切り取っちゃえ」

「でもこれ、かわいいよねえ。取っちゃうのはもったいないかも」

「てとらさんの言う通りです！　うーん、でも、そんなに餓うえてたのかなあ、たか兄。私に言ってくれれば……あれ、亜あ夜や花かちゃん、どうしたの？　真っ赤になって」

「…………」

　騒さわぎを聞き付けて集まってきた住人たちが、脱衣所入口のドアをぶち破り大の字で伸のびている天人を囲んで、わいわい騒いでいる。

「あ、あの……」

　かつてないほどの動どう揺ようを覚えながらも、どうにか服を着終えたボクは、口を開く。

　自分が吹き飛ばしといて何だけど、少しだけ弁護の必要を感じたのだ。







[image: ]







「もしかしたら天人、ボクの性別、知らなかったのかも……」

「ええ？　そんなこと、あり得るの？」

　万那が大声で言った。

　思い当たる節は多々あるのだ。一階と二階だからあまり顔を合わさなかったし、洗せん濯たく物ものも別だし……。そもそも天人はボクにそういう意味での興味を、まったく持っていなかっただろうし。

「えっと、責任もってボクが介かい抱ほうするので……その、誰かせめて下着くらいは履はかせてあげて……」




　もう一人の男性である兄貴は不在。なので、幼おさな馴な染じみ特権とか言う訳の分からない権利を主張した梨り玖くが、天人に然しかるべき格好をさせ、近くの応接室のソファに放ほうり込んだ。

「ごめん、やりすぎた……」

　呻うめいている天人に小声で謝あやまる。

　自分があんなに取り乱すことになるとは。以前は恐きよう慌こうや羞しゆう恥ちなんて、理解できない感覚だと思っていたんだけどなあ。

　Ｔシャツの袖そでから、細くて引き締しまった腕が覗いている。

　傷きず痕あとは残ってしまったが、右みぎ腕うではもう問題ないようだった。念のため、しばらくの間は定期的に診みていく必要があるだろうけど。

「そういやボク、何度くらい天人の怪我を治したかな……」

　呟いてみる。

　事あるごとに危地に飛び込むので、負傷が絶えないのだ。おそらく、これからもずっとそうなのだろう。

　力になるために側にいたい、自分を役立てて欲しい――そんな風に願うのは、己の欲望を追求すベき魔術師として失格だろうか。

　薄うす着ぎで横たわっていると、体のラインがよく見える。痩やせてはいるが男性なだけあってほどよく筋肉も付いているようだ。

　綺き麗れいだな、と感じ――次になぜか、触れてみたいな、と思った。

　部屋には自分と気絶している天人のみ。そっと手を伸ばし――

「誰っ？」

　次の瞬間、ボクは立ち上がって声を上げていた。

　空中にぽつんと顔が浮かび、そしてよいしょっという声とともに少女が姿を現す。

「レーナ……」

「やー、しばらくぶりっ！　元気してた？　しっかし、気配消してたのにあっさり見つかるとか……リョウタ様ならともかく……自信なくすなあ。――あ、レーナ何も見てないからね。男の体に興味を持つのは健全な証しよう拠こだしっ！」

「み、見てるじゃないか！」

　しぃ、っとレーナは人差し指を唇に当てた。

「見つかると面倒だから声出さないでねー」

　大きく呼吸をして、はね回っていた心臓をどうにか落ち着かせる。

「……何しに来たの？」

「やー、コウタちゃんには迷めい惑わく掛かけちゃったから、ちょっとお詫わびしなきゃなあと思ってねー。はい、これ」

　レーナは小さな封ふう筒とうを差し出した。

「何、これ？」

「平へい凡ぼんな人生のための手続き、あるいはその名残なごり。役場から拝借してきた」

　意味が分からない。

「まー、何というか、間に合わなかったなあって後こう悔かいはずっとあるわけだし、であれば、今いま際わの際きわの願いくらいは頑がん張ばって叶かなえてあげたいし。まあ、背中押おすくらいしかできないんだけどねー」

　あははと笑うレーナ。やっぱり意味が分からない。

「えーと、つまりね、実験体扱いした人間がいる一方で、普通に幸せに生きて行って欲しいと願った人も居たってことっ！　レーナ的には予定変わっちゃったけど、まー、コウタちゃんが望む場所で幸せになれるならそれに越こしたことはないし、好きに自由に生きなさいなーって言いに来たの。それじゃねー」

「あ、ちょっと……」

　レーナは現われたときと同様、唐とう突とつに消えた。

　何か、最初から最後まで暴走しっぱなしの子だったな、と思う。

「……ボク宛あてってことでいいのかな？」

　封筒の中を見る。折おり畳たたまれた紙が一枚だけ入っていた。少し変色した古いものだ。

　取り出してみて、ボクは眉まゆを寄せた。

「出生、届？」

　この世に生まれたことの証明。親が子と認め、育てていくことの意思表示。実験体として扱うつもりであるなら、不要なはずの手続き。

　ボクはそこに書かれた文字を一いち瞥べつし、そして息を呑のんだ。

　――和泉いずみ小こ詩うた。

『子の氏名』の欄らんにはそう書かれていた。

　字体の印象からみて、これを書いたのは女性だろうか。

　流りゆう麗れいな筆ひつ致ちだった。だが緊きん張ちようのためか、それとも丁てい寧ねいに書こうとし過ぎたのか、所々文字に震えが見られる。

　この人物が何を考えながらこれを書いたのか、知る術はもうない。でも――

「ん……」

　天人がゆっくりと目を開ける。そして、ボクの顔を見てぎょっとした表情を作った。

「ごめん！　悪かった！　その……知らなかったんだよ、お前が、えっと――」

「あ？　ああ、そのことなら、もういいよ」

「で、でも、お前、泣いて……」

　ボクは目め尻じりを指で拭ぬぐう。

「これは違う涙なみだ。――あ、ちょっと胸、貸してね」

　答えを待たず、ボクは天人のＴシャツに顔をうずめる。天人は戸惑ったような手付きながらも、ボクの頭をそっと撫なでてくれた。

　これを書いた人はもう居ない。

　でも、ボクの誕生に際し、将来を思い幸せを願ってくれた人が確かに存在した。

　それだけは確かな事実。

　暖かくて優しくて、そして切ない感情が胸いっぱいに拡がった。




　――うん、大だい丈じよう夫ぶだ。

　嫌な過去も辛つらい過去も記憶に残っていない過去も、消えてなくなったりはしないだろう。

　でもボクは、ちゃんと現在と未来の方を向きながら、生きていける。







あとがき







　お久しぶりです、すえばしです。「ひきこもりの彼女は神なのです。」の３巻をお届けいたします。




　えー、結構繰り返し愚痴ってる気がしますが、私は執筆速度にあまり自信がありません。なので追い詰められると睡眠時間を削って原稿を書いたりするのですが、当然ながら副作用として強い眠気を催すことになります。




　それは蒸し暑い七月の夜、睡魔と戦いながらパソコンに向かってキーボードを叩いているときのことでした。

　私はふと足に何かもぞもぞとした感触を覚えました。どこかのケーブルにでも触れたのかな、と下を見ると、なんと、でかいチョコボール的な形のものが私の足の甲の上を這い回っているではないですか。そう、頭文字Ｇのあの黒い高速機動型生命体です。

　もう眠気なんか一万光年の彼方にぶっ飛びましたね。声にならない悲鳴を上げつつ、思わず手近にあった本を掴んで叩く、潰す、粉砕する。奴が動きを止めたときにはぜいぜいと肩で息をする有様。あー、びっくりした。




　さて、そのとき私は思い付きました。

　これは新しい眠気覚まし法として使えるのではないか？　と。Ｇを駆逐せざるを得ない状況を人為的に作ることにより、睡眠欲を退散させるのです。

　具体的には、あらかじめＧを何匹か捕獲しておき、眠くて眠くてどうしようもなくなったとき、自ら部屋に放つわけですね。

　スキルに自信のない初心者は一匹から。二匹以上になると、万一取り逃した場合爆発的に増殖するリスクが生じるので、より緊迫感が増すでしょう。ご存じですか？　あいつら、寝ている人間の口元から水分を摂取するんですよ？

　さあ、もう睡眠どころではありません。テスト勉強、受験勉強等で眠気を感じたときにはぜひお試し下さい。退屈な仕事や会議などの場合にも有効かとは思いますが、あとのことは責任持ちませんのであしからず。




　あ、ちなみに私は捕獲して再利用するくらいならその場でぶっ潰しますけどね。

　――コイツのせいでっ！　私のっ！　読みかけの本がっ！　茶色い汁ともげた足と白や黒のなんかわからんドロドロしたものまみれにっ！　いやパニクった私の自業自得なのはわかってますがっ！

　人ならざるものとの共存は、かくのごとく難しい――というお話でした。




　さて、今回も多くの方々のお力添えを頂きました。

　担当の前田様、イラストのみえはる様、デザイン、印刷、取次、および書店の皆様、その他出版流通に関わる全ての方々にも厚く御礼申し上げます。




　ではまた。




二〇一一年八月　すえばし けん
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

すえばし けん先生／みえはる先生
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